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ⅰ  みんなでつくる　ネットワーク活動　
―多様な表現を発掘·発信する 埼玉独自の支援の取り組みー

● 埼玉県障害者アートネットワークTAMAP±〇　　
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3  第8回埼玉県障害者アート企画展　　
4「うふっ♥埼玉でまたまたこんなのみつけちゃった♪」　　
● 来場者投票上位10名作家紹介　　
● それぞれの深まり広がり　　
● アンケートまとめ　　

ⅲ 新たな挑戦　ダンスWS＆公演　　
ダンス公演「あはっ★埼玉でこんなこともやっちゃった♪」　

ⅳ 学び広げる　さまざまな研修会
① 障害者芸術支援シンポジウム　　
② 権利保護や商品化に関するセミナー　　
 ● グッズ研修会　　
 ● アトリエ見学ツアー
 ● インターンシップ研修　　

ⅴ 支えつなぐ　相談窓口　
 ● 相談支援　
 ● 相談分類表　
 ● 相談事例×7　
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Ⅲ

障
害
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
で
未
来
を
ひ
ら
く
！

　

埼
玉
県
で
は
、「
福
祉
の
現
場
か
ら
、障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
表
現
の
魅
力
を

発
信
し
、そ
の
ア
ー
ト
の
パ
ワ
ー
で
、よ
り
よ
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
！
」
と

い
っ
た
思
い
を
一
つ
に
、福
祉
施
設
職
員
を
は
じ
め
、県
や
協
力
委
員
、作
家
や

家
族
、様
々
な
機
関
や
専
門
家
、地
域
の
人
た
ち
な
ど
、多
く
の
人
々
が
力
を
合

わ
せ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。ア
ー
ト
企
画
展
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
を
開
催

し
て
、障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
表
現
活
動
の
支
援
と
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。ま

た
、表
現
活
動
状
況
調
査
で
毎
年
、新
た
な
表
現
を
発
掘
。福
祉
施
設
の
職
員
と

美
術
の
専
門
家
な
ど
が
多
様
な
視
点
を
交
え
て
作
品
選
考
を
行
い
な
が
ら
、表

現
の
魅
力
や
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
探
求
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、「
平
成
28
年
度
厚
生
労
働
省
障
害
者
の
芸
術
活
動
支
援
モ

デ
ル
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、障
害
の
あ
る
人
の
芸
術
活
動
支
援
の
拠
点
と
な
る

「
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集
」
を
開
設
し
ま
し
た
。ま
た
、福
祉
施
設
の
職
員
た
ち
を

中
心
に
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
A
M
A
P
±
◯
（
タ
マ
ッ
プ
プ

ラ
マ
イ
ゼ
ロ
）
を
つ
く
り
、み
ん
な
で
学
び
高
め
合
い
、支
援
を
広
げ
る
こ
と
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
平
成
29
年
度
厚
生
労
働
省
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援

事
業
」
の
助
成
を
受
け
、活
動
を
行
い
ま
し
た
。み
ん
な
で
支
援
の
力
を
育
み
、

埼
玉
独
自
の
障
害
者
芸
術
支
援
活
動
「
埼
玉
方
式
」
を
発
展
さ
せ
、さ
ら
に
多

様
な
表
現
や
そ
の
価
値
を
社
会
へ
広
げ
る
た
め
に
、活
動
の
成
果
を
報
告
い
た

し
ま
す
。

は
じ
め
に
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さまざまな表現の
可能性を秘めた

障がいのある人たち

埼玉県障害者アート
ネットワークTAMAP±○

福祉事業所・施設

家族
地域の人たち
ファンの方々

アーティスト
コーディネーター
学芸員など

埼玉県
福祉・芸術・教育
公共機関

弁護士
教育関係者
医療関係者

〇　「障害者の芸術活動支援モデル事業」
　　（平成26～28年度実施）で培った支援
ノウハウを全国展開することにより、  
障害者の芸術文化活動（美術、演劇、音
楽等）の更なる振興を図る。 

○　平成29年度以降は、美術作品のみなら
ず、演劇、音楽等の舞台作品に対する支
援体制の充実を図る。

都道府県レベル20ヶ所程度―
■事業内容■　
障害者の芸術文化活動（美術、演劇、 音楽等）を行う事業所を支援する「支援拠点」
を設置し、次の事業を行う。 
ア　県内における事業所に対する相談支援（支援方法、著作権保護、鑑賞支援等）、
支援者の人材育成、ネットワークづくり、展示会の開催等 

イ　事業実施計画や進捗状況の確認、事業実施の協力を行う協力委員会の設置 
ウ　芸術作品を制作する障害者や作品の調査・発掘、専門家による評価や企画展に
よる発信等の実施  

障害者芸術文化活動普及支援事業　概要　平成29年度　厚生労働省

　

協
力
委
員
や
専
門
機
関
等
と
連
携

し
て
、
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
、

支
援
者
の
「
創
る
」「
深
め
る
」「
広
げ

る
」「
守
る
」を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
↓
Ｐ
70

　
福
祉
施
設
や
事
業
所
で
障
害
の
あ
る

人
た
ち
の
表
現
活
動
を
支
援
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
月
1
回

の
定
例
会
を
行
い
、
展
覧
会
の
実
践
な

ど
を
通
し
て
、
学
び
な
が
ら
支
援
の
輪

を
広
げ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
↓
Ｐ
10

協
力
委
員
会

　
学
芸
員
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
教
育
者
、

弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
と
行
政
職
員
と

福
祉
従
事
者
を
中
心
に
12
名
で
構
成
。

年
2
回
、
協
力
委
員
会
を
開
き
、
事

業
の
計
画
・
運
営
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
工
房
集
は
社
会
福
祉
法

人
み
ぬ
ま
福
祉
会
の
一
施
設
で
も
あ

り
、
法
人
の
表
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

社
会
に
発
信
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
当
法
人
で
は
、
障
害
の
重
い

仲
間（
利
用
者
）の
仕
事
を
模
索
す
る

中
、
１
９
９
４
年
頃
か
ら
表
現
を
仕
事

に
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
に
は
、
ア
ト
リ
エ
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
、
シ
ョ
ッ
プ
を
備
え

た
工
房
集
を
開
設
。
福
祉
分
野
だ
け

で
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
な
ど
の
美
術
関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
、
現
在
は
、
10
ヶ
所
の
ア
ト
リ

エ
を
中
心
に
、
１
２
０
名
ほ
ど
の
仲
間

た
ち
が
仕
事
と
し
て
様
々
な
表
現
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集
は
、
こ
の
工
房

集
が
長
年
、
実
践
し
て
き
た
福
祉
の
理

念
に
も
と
づ
く
取
り
組
み
と
「
埼
玉
県

障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」で
得
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
、「
さ
ら
に
表
現
と

支
援
を
広
め
て
い
こ
う
！
」と
い
う
機
運

の
高
ま
り
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。 

障
害
の
あ
る
人
の
表
現
活
動
や
そ
の
支

援
を
広
め
る
た
め
に
、
２
０
１
７
年
は

厚
生
労
働
省
「
障
害
者
芸
術
文
化
活
動

普
及
支
援
事
業
」
の
助
成
を
受
け
て
、

次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
障
害
者

芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
集

人
、
そ
の
支
援
者
の
課
題
の
解
決
、

ま
た
情
報
交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
場
と
し
て
「
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

集
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
「
表
現
す
る
こ
と
」
は
、
人
間
が

生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
。

　

表
現
活
動
を
通
じ
て
、
障
害
の
有

無
に
関
係
な
く
、
人
と
人
と
を
豊
か

に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

設
立
の
背
景

　

埼
玉
県
で
は
、
２
０
０
９
年
か
ら

「
障
害
者
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
一
環
と
し
て
毎
年
、「
埼
玉
県
障
害

者
ア
ー
ト
企
画
展
」を
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
開
催
に
お
い
て
、
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
県
内

の
福
祉
施
設
職
員
等
が
協
働
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
い
て
き
ま
し
た
。 

　

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
一
人
ひ
と

り
が
主
体
的
に
生
き
て
い
る
こ
と
。

豊
か
に
生
き
て
い
る
こ
と
。
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
。
人
間
ら
し
く
、

生
き
生
き
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
。 

　

工
房
集
は
、「
そ
こ
を
利
用
す
る

仲
間
だ
け
の
施
設
と
し
て
で
は
な
く
、

新
し
い
社
会
・
歴
史
的
価
値
観
を
創

る
た
め
に
い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
っ
て
い

こ
う
、
そ
ん
な
外
に
開
か
れ
た
場
所

に
し
て
い
こ
う
」と
い
う
想
い
を
込
め
て

「
集（
し
ゅ
う
）」と
名
付
け
ま
し
た
。

　

障
害
の
重
い
人
の
表
現
の
可
能
性

を
模
索
し
続
け
、
そ
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
作
品
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
と

つ
な
が
り
、
関
わ
り
、
新
た
な
可
能

性
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
２
０
１
６
年
、厚
生
労
働
省

「
障
害
者
の
芸
術
活
動
支
援
モ
デ
ル

事
業
」の
助
成
を
受
け
て
障
害
の
あ
る

Ⅰ 
事
業
概
要　

ⅰ 

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集
と
は

事
業
内
容

「
創
る
」「
深
め
る
」「
広
げ
る
」「
守
る
」
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！ 

相
談
窓
口

障
害
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
に
関
す
る
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ま
す
！

埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

T
A
M
A
P
±
〇

■
参
加
福
祉
施
設
（
平
成
30
年
３
月
15
日
現
在
） 

発
足
時
11
団
体
↓
現
在
、
25
団
体

•

（
医
）
双
里
会　
多
機
能
型
事
業
所
わ
っ
く
す

•

（
社
福
）
ウ
ィ
ン
グ　
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
ク
の
び
っ
こ

•

（
社
福
）
川
の
郷
福
祉
会　
お
れ
ん
じ

•

（
社
福
）
久
美
愛
園

•

（
社
福
）
啓
和
会　

•

（
社
福
）
埼
玉
医
療
福
祉
会　
光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー

•

（
社
福
）
埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団　
あ
げ
お

•

（
社
福
）
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
事
業
団　
　

•

（
社
福
）
さ
さ
の
会　
多
機
能
型
事
業
所
ぽ
と
ふ
館

•

（
社
福
）
清
心
会　
障
害
者
支
援
施
設
さ
や
か

•

（
社
福
）
昴
＆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
か
う
ん
と
５

•

（
社
福
）
戸
田
わ
か
く
さ
会　
　
　
　
　
　
　

•

（
社
福
）
新
座
市
障
害
者
を
守
る
会　
　
　

•

（
社
福
）
皆
成
会　
光
の
園　
　
　
　

•

（
社
福
）
皆
の
郷　
川
越
い
も
の
子
作
業
所

•

（
社
福
）
み
ぬ
ま
福
祉
会　
工
房
集

•

（
社
福
）
め
だ
か
す
と
り
ぃ
む　

•

（
公
社
）
や
ど
か
り
の
里
す
て
あ
ー
ず

•

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん

•

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
織
の
音
ア
ー
ト
・
福
祉
協
会　
織
の
音
工
房

•

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
な
ま
ず
の
里
福
祉
会

•

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
ハ
ー
モ
ニ
ー

•

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
ゆ
め
た
ま
ご

•

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
ゆ
り
か
ご

•

　

株
式
会
社
と
ん
ぼ

　
就
労
継
続
支
援
と
ん
ぼ

彼らの表現には
固定観念や既成概念を打ち破り
社会に新たな
価値観を生み出す
チカラがある
　　　　
それを広げて
誰もが生きやすい社会を創る
　　　　　　　
その共通の
ミッションを持った
人たちが利害を超えて
共に活動しています

■
協
力
委
員
（
敬
称
略
）

石
平
裕
一　

（
社
福
）
昴
＆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

か
う
ん
と
５
代
表

岩
本
憲
武　

弁
護
士
／
モ
ッ
キ
ン
バ
ー
ド
法
律
事
務
所

大
畠
宗
宏　

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
協
議
会
副
会
長

（
社
福
）
皆
の
郷　
川
越
い
も
の
子
作
業
所
施
設
長

小
澤
基
弘　

埼
玉
大
学
教
育
学
部
教
授
（
絵
画
及
び
美
術
教
育
）、
画
家

酒
井
道
久　

彫
刻
家
、
埼
玉
県
立
大
学
名
誉
教
授

杉
千
種　

コ
ン
テ
ィ
オ
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
）

中
津
川
浩
章　

美
術
家
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

根
岸
章
王　

埼
玉
県
福
祉
部
障
害
者
福
祉
推
進
課
課
長

野
本
翔
平　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
職
員

行
田
市
議
会
議
員

日
露
輝
夫

川
口
市
福
祉
部
障
害
福
祉
課
課
長

前
山
裕
司　

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員

山
路
久
彦

（
社
福
）
み
ぬ
ま
福
祉
会
総
合
施
設
長

埼
玉
県
発
達
障
害
福
祉
協
会
相
談
支
援
部
部
長
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第１回協力委員会リーフレット

２
０
１
７
年
度

活
動
計
画

　
２
０
０
９
年
か
ら
埼
玉
県
が「
埼
玉

県
障
害
者
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
一
環
と
し
て
埼
玉
県
立
近
代
美
術

館
で
開
催
し
て
き
た「
埼
玉
県
障
害
者

ア
ー
ト
企
画
展
」。
２
０
１
６
年
の
第

7
回
目
か
ら
は
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

集
が
事
務
局
を
担
い
、
県
と
協
働
で

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
↓
Ｐ
32 

　
協
力
委
員
で
も
あ
る
専
門
家
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
T
A
M
A
P
±
〇
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、「
埼
玉
県
障

害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」
と
連
動
す
る
作

品
展
や
グ
ッ
ズ
展
、
ダ
ン
ス
公
演
、
研

修
を
年
数
回
、
県
内
に
て
開
催
。
展
覧

会
に
合
わ
せ
て
作
家
主
体
の
イ
ベ
ン
ト

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
、
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
）や
支
援
者
に
向
け
た
研
修（
権
利
保

護
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
グ
ッ
ズ
研
修
会
、
ア
ト
リ
エ
見
学
ツ

ア
ー
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
な
ど
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
↓
Ｐ
26

　

２
０
０
９
年
か
ら
埼
玉
県
が
続
け

て
き
た
「
表
現
活
動
状
況
調
査
」
を
、

２
０
１
７
年
か
ら
県
と
協
働
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
人
の

「
芸
術
・
文
化
活
動
」
を
把
握
す
る
実

態
調
査
で
す
。
絵
画
や
造
形
、
ダ
ン

ス
、
詩
な
ど
の
ほ
か
、
新
た
な
表
現

を
発
掘
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
票
を
も
と
に
毎
年
、福

祉
施
設
職
員（
T
A
M
A
P
±
〇
）と

美
術
の
専
門
家
な
ど
の
多
様
な
視
点

か
ら
表
現
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、

展
覧
会
な
ど
を
通
し
て
発
信
し
て
い

ま
す
。詳
細
は
↓
Ｐ
20 

埼
玉
県
障
害
者

芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業

　

４
つ
の
連
動
す
る
展
覧
会
に
、
作

家
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
と
支
援
力
を
高

め
る
研
修
を
絡
め
て
、
T
A
M
A
P

±
〇
の
連
携
力
や
協
力
委
員
の
専
門

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る

人
た
ち
を
取
り
巻
く
様
々
な
人
と
協

力
し
て
、
表
現
や
そ
の
支
援
を
広
め

る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
美
術
以
外
の

表
現
活
動
に
も
支
援
を
広
げ
、
ダ
ン

ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
公
演
を
行
い

ま
し
た
。

Ⅰ 
事
業
概
要　

ⅱ 

活
動
に
つ
い
て

2017年度　活動計画

2017年 4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2018年 1月

2月

3月

　　　　「うふっ♥埼玉でこんなのみつけちゃった♪」織り＆グッズ展　ツグズムズ10
 11月1日～12日　会場：工房集（川口市）
 ● 作家イベント　ライブパフォーマンス、ワークショップ

　　　　　第8回埼玉県障害者アート企画展「うふっ♥埼玉でこんなのみつけちゃった♪」
 12月6日～10日　会場：埼玉県立近代美術館（さいたま市）
 ● 障害者芸術支援シンポジウム「埼玉県の取り組みから考える」12月9日［ 講堂 ］  
 ● ダンス公演「あはっ★埼玉でこんなこともやっちゃった♪」12月10日［ 講堂 ］

　　　　「うふっ♥埼玉でまたまたこんなのみつけちゃった♪」
 2月7日～12日　会場：アートギャラリー呼友館（川越市）
 ● 作家イベント　アーティストトーク

協力委員会
TAMAP±〇定例会
TAMAP±〇定例会・中津川浩章さんによる特別講義
グッズ研修会
TAMAP±〇定例会
グッズ研修会
TAMAP±〇定例会
グッズ研修会
TAMAP±〇定例会

グッズ研修会
アトリエ見学ツアー
ダンスワークショップ
作品選考会・TAMAP±〇定例会
グッズ研修会
TAMAP±〇定例会
ダンスワークショップ

アトリエ見学ツアー
ダンスワークショップ 
TAMAP±〇定例会
ダンスワークショップ

TAMAP±〇定例会
インターンシップ研修
TAMAP±〇定例会
権利保護や商品化に関するセミナー
アトリエ見学ツアー
TAMAP±〇定例会

協力委員会
TAMAP±〇定例会

　　　　「うふっ♥埼玉でこんなのみつけちゃった♪」
 8月22日～9月2日　会場：多機能型事業所わっくす喫茶ゆめいろ(春日部市） 
 ● 作家イベント　アーティストトーク

展覧会

展覧会

展覧会

展覧会

T
A
M
A
P
定
例
会

グ
ッ
ズ
研
修
会

ダ
ン
ス

1

1

1

3

4

ダンス
 発表！

2

2

3

2

3

4
4

5
5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

11

12

表
現
活
動
状
況
調
査

県
よ
り
調
査
票
発
送
・
翌
月
提
出
締
切

作
品
選
考
会

発
信

発
信

〝
表
現
〞を
発
掘
し
、

発
表
の
場
や
学
ぶ
場
を

企
画
し
ま
す
！

新
た
な〝
表
現
〞の
発
掘

連
動
す
る「
展
覧
会
」

「
研
修
」の
企
画・開
催

埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト

企
画
展
の
開
催
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第
Ⅱ
章 

活
動
報
告

みんなでつくる　ネットワーク活動
― 多様な表現を発掘·発信する 埼玉独自の支援の取り組み ―
● 埼玉県障害者アートネットワークTAMAP±〇
● みんなでつくる展覧会のSTEP
● 定例会・特別講義
● 表現活動状況調査
● 作品選考会　

つながり育む　４つの展覧会
― 作品展＆グッズ展＆作家イベント ー
４つの展覧会と作家イベント　
● 来場者投票上位10名作家紹介
● それぞれの深まり広がり
● アンケートまとめ　

新たな挑戦　ダンスWS＆公演　

学び広げる　さまざまな研修会
 1  障害者芸術支援シンポジウム　
 2  権利保護や商品化に関するセミナー
 ●  グッズ研修会　
 ●  アトリエ見学ツアー
 ●  インターンシップ研修

支えつなぐ　相談窓口　
 ●  相談支援
 ●  相談分類表
 ●  相談事例

ⅰ 

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

表現活動と支援の“輪”を広げるために、
アートセンター集のホームページをリニューアルしました！

INFOでは、活動に関するお知らせに加え、TAMAP±〇
参加団体の展覧会やイベントなどの情報も発信しています。

メールでの相談・お
問い合わせも送り
やすくなりました！

TAMAP±〇のペー
ジは、各参加団体の
ホームページとリン
クしています。

TOPICSでは、展覧
会や研修などの情報
を発信しています。

活動の成果をより
広く共有するため
に、報告書の内容も
一部抜粋して紹介
しています。

作品紹介のページ
も新設。 過去の展
覧会の出展作品が
ご覧になれます。
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Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅰ 
み
ん
な
で
つ
く
る 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　

今
年
度
も
「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」
を
中
心
に
４
つ
の
連
動
す
る

展
覧
会
（
作
品
展
×
３
＋
グ
ッ
ズ
展
×
１
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
福
祉
施
設
で
表

現
活
動
の
支
援
に
取
り
組
む
T
A
M
A
P
±
〇
メ
ン
バ
ー
が
、月
１
回
の
定
例

会
で
話
し
合
い
、企
画
か
ら
運
営
ま
で
す
べ
て
協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
の
実
践
で
は
、
単
に
展
覧
会
の
手
法
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

「
こ
の
表
現
の
魅
力
は
何
か
」「
何
の
た
め
の
展
覧
会
か
」「
ア
ー
ト
と
は
何

か
」
と
、常
に
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
展
で
は
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
中
津
川
浩
章
さ
ん
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、表
現
活
動
を
し
て
い
る
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
、創
作

の
様
子
や
支
援
の
関
わ
り
な
ど
を
語
り
合
い
な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
の
表
現

の
魅
力
を
探
り
、ア
ー
ト
の
可
能
性
を
秘
め
た
表
現
の
発
掘
・
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
表
現
と
じ
っ
く
り
向
き
合
い
考
え
る
こ
と
が
、

作
者
と
向
き
合
う
こ
と
、
表
現
を
生
む
福
祉
の
現
場
の
「
支
援
の
ま
な
ざ

し
」
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

T
A
M
A
P
±
〇
の
定
例
会
や
活
動
全
般
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
の
「
支
援
の
ま
な
ざ
し
」
は
各
現
場
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
A
M
A
P
±
〇

支
援
の
ま
な
ざ
し
を
育
み
な
が
ら

福
祉
の
現
場
か
ら
生
ま
れ
る

未
来
の
ア
ー
ト
を
発
掘
・
発
信
！

T
A
M
A
P
±
〇
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
！

日
々
の
支
援
に
つ
な
げ
る
展
覧
会
実
践

﹇
活
動
方
針
﹈ 

み
ん
な
で
つ
く
る
！

◯
専
門
家
も
施
設
職
員
も
フ
ラ
ッ
ト
な
、
み
ん
な
で
学
び
合
う
関
係

◯
表
現
す
る
人
も
支
え
る
人
も
周
り
の
人
も
み
ん
な
が
主
体
の
意
識

◯
表
現
の
魅
力
・
可
能
性
・
新
た
な
価
値
を
み
ん
な
で
探
り
考
え
る

◯
そ
れ
を
共
有
す
る
場
を
つ
く
り
埼
玉
の
強
み
「
連
携
力
」
を
生
か
し
て

　

障
害
の
あ
る
人
の
表
現
や
支
援
活
動
を
広
め
る

◯
事
務
局
は
メ
ン
バ
ー
が
情
報
共
有
で
き
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー

　

現
場
の
事
情
に
合
わ
せ
参
加
で
き
る
ゆ
る
や
か
さ
も
大
切
に
す
る

T
A
M
A
P
±
〇
と
は
？

　

県
内
の
福
祉
施
設
・
事
業
所
が
中
心
と
な
っ
て
様
々
な
専
門
家
や
機
関
、地
域

の
人
た
ち
や
行
政
と
連
携
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
の
表
現
活
動
や
支
援
の
輪
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　
「
埼
玉
県
は
特
に
こ
れ
と
い
っ
て
特
色
が
な
い
ん
で
す
」
と
言
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
謙
虚
で
控
え
め
で
県
内
の
自
慢
が
下
手
な
県
。
で
も
良
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
一
言
で
あ
ら
わ
す
と
…

　

プ
ラ
マ
イ
ゼ
ロ　

±
〇

　

埼
玉
県
は
「
プ
ラ
マ
イ
ゼ
ロ
だ
」
と
い
う
障
害
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
意
見
に

「
埼
玉
を
も
っ
と
ア
ッ
プ
（
向
上
）
さ
せ
た
い
」「
県
内
の
つ
な
が
り
を
マ
ッ
ピ
ン

グ
し
よ
う
」
と
い
う
想
い
を
合
わ
せ
て
「
T
A
M
A
P
±
〇
（
タ
マ
ッ
プ
プ
ラ
マ

イ
ゼ
ロ
）
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

謙
虚
で
控
え
目
な
中
に
様
々
な
も
の
を
良
し
と
す
る
懐
の
深
さ
（
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
上
等
！
）
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
埼
玉
を
盛
り
上
げ
て
行
こ
う
！

と
い
う
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

参
加
福
祉
施
設

11
団
体
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
、
20
を

超
え
る
団
体
が
参
加
。
詳
細
は
↓
Ｐ
5

 

体
制

●
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集
の
事
務
局
と
T
A
M
A
P

　

±
◯
メ
ン
バ
ー
が
連
携
し
て
活
動
。

●
東
西
南
北
の
支
部
長
が
地
区
の
情
報
等

　

を
統
括
。

●
適
宜
、協
力
委
員
や
行
政
と
連
携
。

定
例
会

月
１
回
開
催
。
議
事
録
を
と
り
、
メ
ン

バ
ー
が
活
動
や
情
報
を
各
施
設
の
職
員

と
も
共
有
。
情
報
交
換
の
場
、
展
覧
会
の

企
画
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
企
画
を
行
う
。

活
動

事
業
計
画
に
即
し
た
障
害
者
の
表
現
活
動

に
関
す
る

●
展
覧
会
の
企
画
・
運
営
。

●
研
修
の
実
施
。

●
情
報
交
換
、悩
み
相
談
。

さ
ら
に
、

●
活
動
や
作
家
を
知
っ
て
も
ら
う
。

●
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
人
を
発
掘
。

●
埼
玉
県
を
盛
り
上
げ
る
。

●
想
い
を
つ
な
ぎ
、県
内
、そ
し
て
全
国
に
発
信
！

いつもここから
スタート！

施設の表現を発掘
表現と向き合い、その魅力を探り、

それを伝え、問うために
様々な人に見てもらう

表現から感じたこと、読みとれることなどを語ったり、
表現が生まれた背景や作者についてたずねたり…そ
れぞれの表現の魅力、アート的な視点などに気づく、
表現や支援のことを語るきっかけをつくる

Nakatsugawa流Facilitationポイント

ＳＴＥＰ 0
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― 表現とじっくり向き合い
　 みんなで探り・深め・広める ―

みんなでつくる
展覧会のSTEP

コンセプトの検討

支援のまなざしを育む

開催地・会場・
会期の検討

振り返り

何のための展覧会か
誰に、何を、どう発信するか

考える

展覧会実践を「支援」につなぐ

気づきや学びを現場に広げ共有する

現場でも表現と向き合い
その魅力や意味を考え語り合う

作者一人ひとりとじっくり向き合い
その思いに心を向ける・感じとる

アートの視点を学びながら
福祉の現場や作品の魅力を語り合う

埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
A
M
A
P
±
〇

表
現
活
動
支
援
の
現
場

作品の魅力を伝えるには
どんな地域や空間がいいか

考える

展覧会での気づきや喜び、
作者や周りの人たちの

変化を語り合い、課題を共有
それらを現場や次の展覧会に
どう活かすか、考える

障害のある人たちの表現活動との関わりで得た気づ
きや考え、アートと福祉の視点の交錯、活動の社会的
意義など、障害者とアートに絡まる様々な事柄や課題
を共有して展覧会の目的を考えてもらう

ＳＴＥＰ 1

ＳＴＥＰ 2

ＳＴＥＰ 8

Nakatsugawa流Facilitationポイント

［ TAMAP±〇が大切にしていること］

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅰ 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動　

T
A
M
A
P
±
◯ 

日
々
の
支
援
に
つ
な
げ
る
展
覧
会
実
践

作品選考
展示プラン

作品の展示

会場運営・鑑賞支援

広報・情報発信

自分の目で評価し、それを語り、
様々な視点から作品の魅力を探る
みんなで出展作家を選び出す見る人に伝えることを

意識して、展示方法や額装を
考える

見る人の気持ちや他の作品との関係を
考えながら、展示空間で作品の魅力を
どう生かし伝えるか、みんなで考え展示

来場者・作者・家族・施設職員や
利用者の感動と声を受けとめ、

広く分かち合う

展覧会の目的やコンセプト
作品の見どころなどを伝え広める

自由に選考し、一人ひとりが感じたことを、語り
受けとめる関係性をつくる。アートと福祉の異なる
視点や多様な価値観をすり合わせ、その豊かさを
共有するキュレーターの立場から選考結果を踏まえ、アート

的・福祉的魅力を総合的に判断する。メンバーが主
体的に関われる部分を残しながら大まかな展示プ
ランを作成、意図を伝える

展示のイロハやバランスなどをアドバイスして、作
業は個々に任せる。最終的な展示を調整し、展示さ
れた作品を改めて眺め、感じたことを伝え、語るこ
とを大切にする

ＳＴＥＰ 3
ＳＴＥＰ 4

ＳＴＥＰ 6

ＳＴＥＰ 7

ＳＴＥＰ 5

Nakatsugawa流Facilitationポイント

Nakatsugawa流Facilitationポイント

Nakatsugawa流Facilitationポイント

ＳＴＥＰ +
作家イベント
表現と作者の魅力を広め
来場者と共有するための
接点を考え、場をつくる
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障
害
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
は
今
、世
界
的
に
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。ア
ー
ト
の
世
界
で
は
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
機
会
が
増

え
、日
本
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
国
や
都
な
ど
も
普
及
を
推
進
し
、社

会
的
な
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
の
源
流
と
障
害
者
ア
ー
ト

 　
一
般
的
に
美
術
は
写
実
的
な
も
の
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、現
代
ア
ー
ト
に
は
様
々
な
表
現
形
態

が
あ
り
、障
害
の
あ
る
人
の
表
現
と
近
い
魅
力
を

持
っ
た
作
品
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。※
以
下
、ス
ラ

イ
ド
を
解
説
。
作
品
画
像
の
掲
載
は
割
愛
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
遡
っ
て
「
ラ
ス
コ
ー
の
壁
画
」
。い
わ
ば

芸
術
の
原
点
。
障
害
者
の
表
現
は
、ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
現
代
ア
ー
ト
よ
り
こ
う
い
っ
た
プ
リ
ミ

テ
ィ
ブ
な
芸
術
に
近
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。よ
く
見

る
と
馬
が
首
を
振
っ
た
描
写
や
記
号
な
ど
も
描
き

込
ま
れ
、彼
ら
な
り
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
や
感
じ
て
い

る
世
界
を
表
現
し
て
い
る
。「
未
開
」
と
い
わ
れ
る

一
方
、現
在
で
は
「
知
的
な
美
術
」
と
も
捉
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
作
品
で

す
。
野
生
的
な
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
感
覚
を
持
っ
た

表
現
に
影
響
さ
れ
、描
い
た
も
の
で
す
。
彼
は
、そ

う
い
っ
た
表
現
に
は
、19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀

の
既
存
の
芸
術
文
化
を
ぶ
ち
壊
す
、人
間
の
深
い

表
現
が
あ
る
と
し
て
、既
成
の
芸
術
文
化
に
毒
さ

れ
て
い
な
い
生
（
き
）
の
ま
ま
の
芸
術
「
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
を
つ
く
り
提
唱
し
ま
し

た
。
自
ら
精
神
病
院
を
ま
わ
り
身
銭
を
き
っ
て
作

品
を
蒐
集
し
、展
覧
会
を
開
い
た
。（
近
年
、ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
が
、世
界
で
再
評
価
さ
れ
る
流
れ

の
中
、日
本
で
は
、障
害
の
あ
る
人
の
表
現
を
括
る

言
葉
と
誤
解
さ
れ
る
広
が
り
が
あ
り
、物
議
を
呼

ん
で
い
ま
す
が
、）
ま
ず
は
、本
来
の
意
味
を
理
解

し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

現
代
ア
ー
ト
と
の
類
似
・
相
違

 　

こ
れ
は
、
工
房

集
の
齋
藤
裕
一
さ

ん
の
作
品
で
す
。

こ
れ
は
、
ド
ラ
え

も
ん
の
「
も
」
の
字

を
重
ね
て
い
る
作

品
。こ
っ
ち
は
ア
メ

リ
カ
の
現
代
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
サ
イ
・

ト
ゥ
オ
ン
ブ
リ
ー
の
作
品
で
す
。こ
う
い
っ
た
一
見
、

落
書
き
の
様
に
描
か
れ
た
も
の
は
、Scrib

b
le

系

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。２
人
の
作
品
を
見
比
べ
る

と
、と
て
も
よ
く
似
て
い
ま
す
よ
ね
。考
え
て
い
る

こ
と
は
た
ぶ
ん
違
う
け
れ
ど
、表
れ
て
い
る
も
の

が
似
て
い
る
。
身
体
的
な
感
覚
が
強
く
、原
始
的

な
欲
求
で
線
を
引
く
、色
を
塗
り
重
ね
る
、パ
ッ
と

見
た
だ
け
で
は
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。け
れ
ど
、何

か
グ
ッ
と
く
る
も
の
が
あ
る
。

　

解
説
が
な
け
れ
ば
、障
害
の
あ
る
人
の
作
品

も
す
べ
て
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
に
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
ほ
ど
、現
代
ア
ー
ト
の
方

　

続
い
て
県
内
の
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
作
品
と
、

現
代
ア
ー
ト
の
有
名
作
家
（
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
、ジ
ャ
ン

＝
ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ス
キ
ア
、ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
、

ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
、イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
な
ど
）
の
作
品

（M
inim

alism

、Action p
ainting

、点
描
な
ど
）

と
の
視
覚
的
な
類
似
点
を
、い
く
つ
も
の
事
例
を
あ
げ

て
解
説
。ア
ー
ト
的
な
視
点
で
作
品
を
読
み
解
き
な

が
ら
、障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
創
作
の
様
子
、障
害
特

性
が
作
品
に
ど
う
表
れ
て
い
る
か
な
ど
を
伝
え
、現

代
ア
ー
ト
と
の
違
い
、障
害
者
の
表
現
が
ど
う
生
み

出
さ
れ
て
い
る
の
か
話
し
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

―
埼
玉
独
自
の
展
覧
会
が
目
指
す
も
の
―  

２
０
１
７
年
５
月
11
日
第
２
回
T
A
M
A
P
±
〇
定
例
会
よ
り

　

埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
で
は
、

2
0
1
1
年
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
障
害
者

施
設
等
の
職
員
が
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
中

津
川
浩
章
さ
ん
の
も
と
で
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
研
修
（
15
回
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

を
重
ね
て
展
覧
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
取
り
組
み
が
現
在
の
T
A
M
A
P
±
〇
の

展
覧
会
実
践
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

２
回
目
の
定
例
会
で
は
、新
た
な
参
加
者

と
共
に
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
を
確
認
し
、

芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業
と
し
て
展

覧
会
を
な
ぜ
や
る
の
か
、展
覧
会
を
つ
く
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、埼
玉
と
し
て
４
つ

の
連
動
し
た
展
覧
会
を
ど
う
発
信
す
る
か
を

考
え
る
た
め
に
、①
「
障
害
者
ア
ー
ト
」
を

取
り
巻
く
社
会
の
動
き
、②
美
術
的
・
福
祉

的
視
点
、③
埼
玉
県
独
自
の
「
障
害
者
ア
ー

ト
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、中
津
川
さ
ん

に
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
以
下
、
議
事
録
よ
り
一
部
抜
粋
・
加
筆
し
て
掲
載

T
A
M
A
P
±
〇
定
例
会
・
中
津
川
浩
章
さ
ん
に
よ
る
特
別
講
義

福
祉
の
視
点
か
ら
ア
ー
ト
と
社
会
の
未
来
を
ひ
ら
く

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅰ 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
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向
性
と
障
害
者
ア
ー
ト
の
表
現
は
、視
覚
的
に
シ

ン
ク
ロ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
実
は
、現
代
ア
ー
ト
の
作
家

た
ち
が
、障
害
の
あ
る
人
の
表
現
に
イ
ン
ス
パ
イ

ア
さ
れ
、
様
々
な
形
式
を
生
み
出
し
ま
し
た
。一

方
、障
害
の
あ
る
彼
ら
は
、そ
う
い
っ
た
画
法
を
教

わ
っ
た
訳
で
も
な
く
、多
く
は
作
品
と
い
う
意
識

で
作
っ
た
訳
で
も
な
い
。
自
分
の
内
側
か
ら
表
現

し
た
も
の
。ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、障
害
の
あ
る
人

た
ち
の
作
品
の
方
が
、オ
リ
ジ
ン
。起
源
が
あ
る
。

そ
し
て
、ア
ー
ト
の
流
れ
が
起
源
を
遡
る
こ
と
に

よ
り
、ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
な
ど
純
粋
で
力
強
い

表
現
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
埼

玉
で
も
、世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
作
家
が
た
く
さ

ん
出
て
き
て
い
ま
す
。

僕
ら
に
な
い
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
感
覚

 　

こ
れ
は
、和
田
良
弘
さ
ん
の
段
ボ
ー
ル
で
作
っ

た
箱
の
作
品
。
最
初
は
何
を
意
味
し
て
い
る
か
知

ら
ず
に
展
示
し
て
い
た
の
で
す
が
、「
こ
れ
を
運
ぶ

と
き
は
保
冷
剤
を
入
れ
な
い
と
魂
が
起
き
ち
ゃ
う

よ
」
と
い
わ
れ
、そ
ん
な
深
い
意
味
が
あ
っ
た
の
か

と
驚
き
ま
し
た
。以
来
、展
示
の
仕
方
も
変
え
、彼

の
考
え
や
作
品
の
意
味
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

彼
ら
の
表
現
、

障
害
の
あ
る
人
た

ち
の
感
じ
方
は
、プ

リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
芸

術
と
深
い
と
こ
ろ

で
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、障
害
の
あ
る
人
の
中
に
は
、聴
覚
や
嗅

覚
と
い
っ
た
感
覚
が
、僕
ら
よ
り
数
倍
敏
感
な
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
最
初
か
ら
様
々
な
色
を
使

い
描
く
の
は
、そ
の
様
に
感
じ
て
い
る
か
ら
。き
っ

と
僕
ら
よ
り
、世
界
を
豊
か
に
感
じ
て
い
る
。そ
の

豊
か
さ
が
、表
現
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。僕
ら
の
祖
先
も
、そ
ん
な
感

覚
を
持
っ
て
い
て
、現
代
に
生
き
て
い
た
ら
「
障
害

者
」
と
し
て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

障
害
の
あ
る
人
は
、言
葉
で
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
、僕
ら
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、感
覚
的
に
は
、僕
ら
よ
り
ず
っ
と
深
い

も
の
、失
わ
れ
た
も
の
を
持
っ
て
い
る
。そ
れ
が
作

品
に
も
、し
っ
か
り
現
れ
て
い
る
。け
れ
ど
感
覚
が

強
い
分
、過
敏
に
反
応
し
て
暴
れ
た
り
す
る
。
そ

れ
を
薬
で
鈍
麻
さ
せ
、生
き
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。　

　

ア
ー
ト
は
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
。
き
っ
と
人
間

の
本
質
的
な
部
分
を
ク
リ
ア
に
し
て
く
れ
る
も
の

だ
か
ら
こ
そ
、
素
晴
ら
し
い
と
尊
重
さ
れ
る
。
そ

の
人
間
の
本
質
的
な
部
分
、感
覚
を
、障
害
の
あ

る
人
た
ち
は
包
み
隠
さ
ず
出
し
て
く
る
。
そ
の
表

現
に
、多
く
の
人
た
ち
が
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
ー
ト
の
評
価
よ
り

大
切
な
価
値
が
あ
る

 　

こ
の
現
代
ア
ー
ト
の
流
れ
や
２
０
２
０
年
に
向

け
た
動
き
の
中
で
、今
、様
々
な
展
覧
会
が
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、そ
こ
で
評
価
さ
れ
る
作
品
だ
け
が

広
ま
る
こ
と
に
は
、少
し
懸
念
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

作
品
と
し
て
の
評
価
も
大
事
で
す
が
、長
年
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
表
現
活
動
の
現
場
に
関

わ
っ
て
き
た
中
で
、障
害
の
あ
る
人
の
表
現
に
は
、

も
っ
と
大
事
な
価
値
、深
い
意
味
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、こ
れ
は
高
橋
創
さ
ん
の
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
で
す
。ぐ
る
ぐ
る
と
、チ
ビ
た
ク
レ
ヨ
ン
で
何
日

も
か
け
て
１
枚
を
描
き
、も
う
20
年
近
く
毎
日
続

け
て
い
る
。そ
の
歳
月
で
、最
初
の
意
味
と
は
別
の

意
味
が
表
れ
て
き
ま
す
。こ
れ
は
、そ
の
表
現
と
本

人
を
尊
重
す
る
支
援
者
が
い
な
け
れ
ば
、こ
こ
ま

で
深
い
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、一
見

落
書
き
の
よ
う
な

S
c
rib

b
le

系
の

作
品
は
多
く
、
展

覧
会
の
コ
ン
ペ
で
は

ま
ず
入
選
し
な
い
。

残
念
な
が
ら
20
年

の
厚
み
や
深
み
は
、

パ
ッ
と
見
た
だ
け

で
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
も
う
少
し
作

品
と
じ
っ
く
り
向
き
合
っ
た
時
に
、見
え
て
く
る

世
界
。で
も
、そ
こ
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。そ
の

価
値
を
伝
え
る
こ
と
が
、大
事
だ
と
思
っ
て
き
ま

し
た
。

行
為
の
痕
跡
「
生
き
る
た
め
の
表
現
」

 　

こ
れ
は
杉
浦
篤
さ
ん
が
、ず
っ
と
大
事
に
し
て

い
る
写
真
で
す
。
主
に
お
父
さ
ん
と
の
旅
行
の
写

真
で
、入
所
施
設
の
部
屋
で
ず
っ
と
触
り
続
け
、擦

れ
た
り
し
て
こ

の
状
態
に
な
っ

た
。
彼
の
大
事

な
も
の
だ
か
ら

と
職
員
さ
ん
が

捨
て
ず
に
保
管

し
て
い
た
も
の
で
す
。
１
０
０
枚
近
く
、こ
の
状

態
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
せ
て
く
れ
た

時
、す
ご
く
心
動
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、工
房

集
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
と
し
て
展
示
し
、画
集
も

つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、埼
玉
県
立
近
代
美
術

館
の
学
芸
員
の
前
山
裕
司
さ
ん
の
目
に
も
留
ま

り
、「
す
ご
い
ぞ
、こ
れ
は
！
」
展
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
表
現
し
よ
う
と
し
て
作
ら
れ
た
作

品
で
は
な
く
、
彼
が
生
き
る
中
で
、
お
父
さ
ん
と

の
思
い
出
を
確
認
し
た
り
大
切
に
し
た
り
し
て
い

る
こ
と
が
、写
真
を
介
し
て
表
れ
生
ま
れ
た
作
品

で
す
。そ
こ
に
は
、人
間
に
と
っ
て
と
て
も
切
実
な

行
為
、「
生
き
る
た
め
の
表
現
」
が
、形
に
な
っ
て

残
っ
て
い
る
。そ
れ
を
見
た
時
、ア
ー
ト
の
概
念
が

崩
れ
る
思
い
で
し
た
。
世
間
が
ど
う
評
価
す
る
か

わ
か
ら
な
い
。で
も
、作
品
と
し
た
の
は
、自
分
の

心
が
動
い
た
か
ら
。そ
し
て
、そ
の
感
動
の
リ
レ
ー

に
よ
っ
て
、彼
の
作
品
が
ア
ー
ト
に
な
っ
た
。
そ
こ

が
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
か
く
問
題
行
動
と
み
な
さ
れ
、や
め
さ
せ
る

こ
と
を
考
え
が
ち
で
す
が
、障
害
や
行
為
に
よ
る

痕
跡
の
中
に
も
、心
が
動
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

「
表
現
」
と
し
て
見
た
時
、そ
れ
は
、彼
ら
の
切
実

な
行
為
だ
と
気
づ
く
。
そ
れ
を
尊
重
し
て
、「
作

品
」
と
し
た
時
、そ
れ
が
多
く
の
人
の
心
を
動
か
す

「
ア
ー
ト
」
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
の
視
点
が
も
た
ら
す
も
の

 　
「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」
で
は
先
進

的
な
試
み
と
し
て
、そ
う
い
っ
た
美
術
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
収
ま
り
き
ら
な
い
作
品
が
、た
く
さ
ん
展

示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
も
し
か
し
た
ら
ア
ー
ト

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ
た
、一
般
的
な
美
術
よ

り
少
し
広
い
視
点
で
議
論
を
重
ね
、展
覧
会
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
で
作
品
を
選
定
す
る
際
も
、美
術
的
な
視

点
だ
け
で
な
く
福
祉
的
な
視
点
か
ら
「
そ
れ
が
彼

ら
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
必
要
な
も
の
な
の
か
」
、視

野
を
広
げ
て
表
現
と
向
き
合
い
、感
じ
て
、判
断

す
る
。そ
れ
に
よ
り
、福
祉
的
な
視
点
が
入
っ
た
展

覧
会
に
な
る
。
そ
れ
が
、社
会
に
新
た
な
価
値
を

も
た
ら
す
。
そ
こ
が
、美
術
的
な
視
点
や
評
価
だ
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け
で
は
得
ら
れ
な
い
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、福

島
尚
さ
ん
の

作
品
で
す
。一

見
、鉄
道
写
真

の
様
で
す
が
、

記
憶
だ
け
で

描
い
て
い
ま

す
。
遠
近
法

も
確
か
で
、で

も
、全
部
に
焦

点
が
合
っ
て

い
た
り
、部
分

的
に
省
略
さ
れ
て
い
た
り
、彼
の
こ
だ
わ
り
や
障

害
特
性
が
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
の
作
品
は
、画
集
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ

う
い
っ
た
一
般
的
な
美
術
の
分
野
で
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
作
品
と
、ア
ー
ト
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
行
為
性
の
作
品
と
が
、埼
玉
で
は
共
存
し
て
一

つ
の
空
間
に
展
示
さ
れ
、展
覧
会
を
つ
く
り
上
げ

て
い
る
と
こ
ろ
が
豊
か
。そ
れ
が
、障
害
の
あ
る
人

の
表
現
の
幅
と
深
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

施
設
職
員
の
意
見
が
発
信
力
に
な
る

 　

過
去
の
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
の
ア
ー

ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
修
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
で

は
、僕
が
先
導
す
る
と
い
う
よ
り
、参
加
し
た
施

設
職
員
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、ま
と
め
な
が
ら
展

覧
会
を
つ
く
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
な
い

と
、面
白
く
な
ら
な
い
。
展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
も

み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。「
利
用
者
の
表
現
に
は

〝
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
、こ
れ
〞と
い
う
も
の
が
あ

る
よ
ね
」
と
い
っ
た
会
話
か
ら
、肯
定
的
な
意
味
に

な
る
よ
う
「
う
ふ
っ
」
を
付
け
て
「
う
ふ
っ
♡
ど
う

し
ち
ゃ
っ
た
の
、こ
れ
！？
」
に
。翌
年
は
、そ
の
ア
ン

サ
ー
の
意
味
で
「
え
へ
っ
。こ
う
し
ち
ゃ
っ
た
よ
、こ

れ
！！
」
に
と
、利
用
者
と
職
員
と
の
関
係
性
が
表

れ
ま
し
た
。み
な
さ
ん
の
日
常
の
視
点
を
反
映
し

て
こ
そ
、新
し
い
波
を
起
こ
す
ユ
ニ
ー
ク
な
展
覧

会
に
な
る
。
実
際
、ア
ー
ト
関
係
の
人
た
ち
が
見

に
来
て
、世
に
出
て
い
っ
た
作
品
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
発
信
力
は
、福
祉
の
現
場
の
意
見
を
取
り
入

れ
、生
ま
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

多
様
性
豊
か
な
表
現
を
生
む
埼
玉
方
式

 　

ま
た
、埼
玉
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、県
の
「
表
現

活
動
状
況
調
査
」
が
、企
画
展
の
出
展
作
品
を
決

め
る
選
考
に
絡
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
作
品
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
表
現
も
含
め
て
集
め
、
さ
ら
に
、

美
術
的
福
祉
的
視
点
を
交
え
て
み
ん
な
で
議
論
し

て
選
考
す
る
。
そ
こ
が
埼
玉
の
強
み
で
す
。
そ
の

積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
、自
信
を
持
っ
て
世
に
問

え
る
。
そ
し
て
、20
以
上
の
施
設
が
T
A
M
A
P

±
〇
と
し
て
協
力
し
て
、展
覧
会
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
い
う
の
も
、
全
国
的
に
は
珍
し
く
、
大
き

な
強
み
で
す
。

　

今
、全
国
各
地
で
障
害
者
ア
ー
ト
の
展
覧
会
や

作
品
選
考
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、大
抵
は
、

美
術
の
専
門
家
に
よ
る
評
価
で
す
。
福
祉
の
視
点

が
評
価
に
反
映
さ
れ
、美
術
専
門
家
と
意
見
を
交

わ
し
、こ
れ
だ
け
多
く
の
施
設
職
員
が
協
力
し
て

運
営
し
て
い
る
地
域
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
広

く
現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
か

ら
こ
そ
、作
品
数
も
多
く
、表
現
の
多
様
性
も
豊

か
で
、そ
の
広
が
り
や
深
さ
、切
実
さ
が
、ク
リ
ア

に
見
え
て
く
る
。
そ
こ
が
、埼
玉
は
素
晴
ら
し
く
、

ま
た
、大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
他
県
で
は
、こ
れ
を

「
埼
玉
方
式
」
と
し
て
、
見
習
お
う
と
す
る
動
き

も
あ
り
ま
す
。

「
も
う
一
つ
の
言
語
」
と
し
て
の
表
現

 　

障
害
の
あ
る
人
、特
に
重
度
の
人
た
ち
は
、言

葉
が
不
自
由
な
人
が
多
く
、
た
ぶ
ん
僕
ら
よ
り

自
由
も
少
な
い
。
食
事
も
旅
行
も
一
人
で
は
で
き

ず
、
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

彼
ら
に
と
っ
て
、絵
を
描
い
た
り
す
る
表
現
に
は
、

ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
自
由
に
振
る
舞

え
る
の
は
、
絵
を
描
い
た
り
、
物
を
作
っ
た
り
す

る
こ
と
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
表
現
と
は
、

彼
ら
に
と
っ
て
「
も
う
一
つ
の
言
語
」
で
は
な
い
の

か
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
見
、
同
じ
殴
り
書
き
の
よ
う
なS

c
rib
b
le

の
作
品
で
も
、一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
そ
の
日
の

状
態
な
ど
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
類
型
的
と
見

る
の
で
は
な
く
、一
つ
ひ
と
つ
の
表
現
を
読
み
込
ん

で
い
く
と
、一
人
ひ
と
り
、異
な
る
何
か
を
伝
え
て

い
る
。
共
に
暮
ら
し
て
い
る
施
設
職
員
は
、
も
っ

と
具
体
的
に
そ
れ
が
、読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
視
点
を
展
覧
会
に
取
り
込
む
と
、様
々
な

不
自
由
さ
を
抱
え
て
い
る
彼
ら
の
表
現
の
、切
実

さ
も
感
覚
の
豊
か
さ
も
ほ
か
の
何
か
も
、彼
ら
の

全
体
像
が
、ア
ー
ト
と
な
っ
て
伝
わ
る
展
覧
会
に

な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
新
た
な
価
値
を
創
る

 　

彼
ら
の
表
現
活
動
に
は
、い
ろ
ん
な
可
能
性
が

あ
る
。
人
間
と
は
何
か
、
障
害
と
は
何
か
、
そ
し

て
、社
会
は
ど
う
変
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
。い

ろ
い
ろ
な
「
問
い
」
が
あ
る
。だ
か
ら
美
術
や
福
祉

だ
け
で
な
く
教
育
な
ど
、様
々
な
分
野
の
人
が
コ

ミ
ッ
ト
し
て
、埼
玉
の
こ
の
活
動
の
つ
な
が
り
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

美
術
的
に
評
価
の
高
い
作
品
だ
け
を
集
め
る

の
で
は
な
く
、社
会
を
一
緒
に
生
き
る
仲
間
と
し

て
、み
ん
な
で
新
た
な
価
値
を
創
っ
て
い
く
。そ
こ

が
、「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」
の
大
き
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、展
覧
会
だ
け
で
な
く
、ア
ー
ト
活
動
に

よ
り
障
害
の
あ
る
人
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
自
己
肯

定
感
が
育
ま
れ
る
こ
と
、そ
れ
を
共
有
で
き
る
場

を
設
け
る
こ
と
も
、と
て
も
大
切
で
す
。

　

福
祉
の
現
場
は
、僕
ら
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る

様
々
な
課
題
が
集
ま
る
結
節
点
。
そ
こ
で
起
こ
る

こ
と
は
、ど
れ
も
社
会
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
。ま

た
、そ
こ
は
、人
間
の
本
質
的
な
課
題
や
様
々
な
感

情
が
重
層
す
る
豊
か
な
場
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を

発
信
す
る
こ
と
で
、何
か
が
変
わ
る
。

　

そ
ん
な
視
点
を
持
っ
て
、豊
か
な
広
が
り
の
あ

る
展
覧
会
を
み
な
さ
ん
と
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
感
じ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
投
げ
か
け
、

主
体
的
に
関
わ
り
な
が
ら
、展
覧
会
を
つ
く
る
。

意
見
が
ぶ
つ
か
っ
て
も
、最
終
的
に
「
み
ん
な
で
つ

く
っ
た
展
覧
会
」
に
な
れ
ば
、
有
意
義
な
活
動
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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表
現
活
動
状
況
調
査

「
こ
れ
っ
て
ア
ー
ト
？
」も
発
掘
！

毎
年
、多
彩
な
新
た
な
表
現
を
発
掘
し

障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
の
発
信
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
ぐ

埼
玉
県
独
自
の
「
障
害
者
芸
術
・
文
化
活
動
」
支
援
の
取
り
組
み

　

埼
玉
県
で
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
県
内
の
「
障
害
者
の
芸
術
・
文

化
活
動
」
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
「
埼
玉
県
表
現
活
動
状
況
調

査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」
で
は
、

こ
の
調
査
で
提
出
さ
れ
た
調
査
票
（
作
品
画
像
）
を
も
と
に
選
考
を

行
い
、
毎
年
、
新
た
な
表
現
を
発
掘
。
多
彩
で
瑞
々
し
い
作
品
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
社
会
へ
発
信
し
て
「
障
害
者
の
芸
術
・
文
化
活
動
」
の

支
援
・
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集
が
県
と
連
携
し
て
、
選
考

や
調
査
に
伴
う
作
品
画
像
の
整
理
や
分
析
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

～ 表現活動をしている障害がある方や、その作品の情報募集 ～ 

教えてください!! 

この調査に関するお問い合わせ先 
 

埼玉県福祉部障害者福祉推進課 
社会参加推進・芸術文化担当  

 
 T E L ：048-830-3312    
 F A X ：048-830-4789 
 E - mail ：a3310-03@pref.saitama.lg.jp 
 http://www.pref.saitama.lg.jp/a0604/hyougenchosa.html 

 ※ 県ホームページのトップページから検索ワード 
     「表現活動状況調査」で検索可能です。 

 障害がある方の表現活動によって作られる作品の中

には、高い芸術性・創造性を持つものが多くあります。 

 そのような表現活動を発展させることは、障害があ

る方の社会参加につながります。 

 その一環として、県内の障害がある方の表現活動状

況の調査を行っています。 

 ８月１８日（金）までに御提出いただいた作品は、

御本人の同意を得たうえで、障害者アート企画展等の

出展候補作品として取り扱います。 

 絵画や造形、演劇やダンスなど、何らかの作品を創り

出す芸術・文化活動のことを言います。 

 何を表現しているのかよく分からない作品、これで 

良いか悩んでいる作品でも、ぜひその情報をお寄せくだ

さい。 

 そこに驚くべき才能が隠れているかもしれません。 

表現活動って・・・？ 何のための調査・・・？ 

埼玉県 彩の国 

埼玉県のマスコット 「コバトン」 

障害䛜䛒る᪉の表現活動状況調査 調査⚊(䜰ン䜿ート⏝⣬) 

 ・䛒䛺䛯䛿䚸表現活動䜢⾜䛳䛶い䜎すか䠛(」ᩘᅇ⟅可) 
  ⾜䛳䛶いる ・ ⾜䛳䛶い䛺い ※⾜䛳䛶い䛺いሙ合䚸ᅇ⟅のᚲせ䛿䛒䜚䜎せ䜣。  
 
 
 
 
  
                        
 
                       
 
 
 
 
 

ୗグの㡯┠のᚲせ㡯に䚸グධ䜎䛯䛿䕿䜢䛴䛡䛶い䛯䛰䛝䚸ᕥୗの㏦䜚先に㏦䛧䛶䛟䛰䛥い。 
䛺お䚸おᡭᩘです䛜䚸この調査⚊䛿コ䝢ー䛧䛶䚸活動者お୍ேに䛴䛝1ᯛ䛪䛴グධ䛧䛶䛟䛰䛥い(㞟ᅋでの表現活動のሙ合䛿䚸䜾䝹ープで1ᯛで⤖ᵓです。)。 

⤮⏬ ・ ᭩ ・ ┿ ・ ❧య㐀ᙧ䠄ᮦᩱ：      䠅 ・ ₇ ・ 䝎ンス ・ 㡢ᴦ䠄 ḷ ・ ᴦჾ䠄        䠅䠅 
 
䛭の䛹䛖ศ㢮䛧䛯らいいかわから䛺い䜒の䠄                                          䠅 

 ・䛒䛺䛯のసရの┿䜢䚸ู⣬のྎ⣬䜢⏝䛧䛶䛬䜂県にお㏦䜚䛟䛰䛥い。 
 ┿䛜䛺い䚸䜎䛯䛿䠄活動䛜㡢ᴦ䛺䛹で䠅䜜䛺い᪉䛿䚸సရ䛜わかるグ㘓䠄DVD,CD➼䠅䜢お㏦䜚䛟䛰䛥い。 

活動者ᮏே 活動者ᮏே䛜タ➼にᡤᒓ䛧䛶いるሙ合 

䠍 ᥦฟᅇᩘ    ・ึ䜑䛶     ・䠎ᅇ┠௨㝆 䠍   タ ྡ 

䠎 Ặ  ྡ  
䜰ー䝔䜱スト䝛ーム※ 

䠎  タఫᡤ 
䛈 

䠏 䜅䜚䛜䛺 䠏  タ担当者 

䠐 障害༊ศ 
㌟య  ・  ▱ⓗ  ・  ⢭⚄  ・  䛭の 

                䠄        䠅 
䠐  タ㟁ヰ 

䠑 ఫ  ᡤ 
䛈 

 䠑  タ䠢䠝䠴 

䠒 㟁  ヰ 䠒  タ 
  䠡  䠉  䡉䠽䡅䡈 

䠓 䠢 䠝 䠴 

䠔 䠡  䠉  䡉䠽䡅䡈 

䛈330-9301 
埼玉県䛥い䛯䜎ᕷᾆ༊㧗◁3-15-1 
埼玉県 福祉部 障害者福祉推進課 
社会参加推進・芸術文化担当 
 
TEL：048-830-3312 
FAX：048-830-4789   
E-mail： a3310-03@pref.saitama.lg.jp  

この調査⚊の㏦䜚先 

※「活動者ᮏே䛜タ➼にᡤᒓ䛧䛶いるሙ合」ḍ 
  の䠎䡚䠒ḍ䛜グ㍕䛥䜜䛶いるሙ合䛿䚸「活動者 
  ᮏே」ḍの䠏䡚䠒のḍのグ㍕䛿せです。 
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※䜰ー䝔䜱スト䝛ーム・・・సရ⏬ീ➼䜢埼玉県
ホームページにᥖ㍕するሙ合にᮏྡで䛺䛟 
ペン䝛ーム䚸䝙ッ䜽䝛ーム➼䜢活⏝䛧䛯いሙ合
䛿Ặྡ䛸䛸䜒にグධ䛧䛶䛟䛰䛥い。 

ḟ㡫「い䛯䛰い䛯ሗの活⏝᪉ἲ䛸ಶேሗのྲྀᢅいに䛴い䛶」       ྠពする     ・     ྠព䛧䛺い 

※」ᩘ可 

い䛯䛰い䛯ሗの活⏝᪉ἲ䛸ಶேሗのྲྀᢅいに䛴い䛶 

䠍 県に䜘るሗの䝕ー䝍䝧ース化 

 (1) 県䛜┤᥋䠄䜎䛯䛿ጤク䠅䚸䜎䛯Ꮫ➼ᩍ⫱ᶵ関䛺䛹䛸㐃ᦠ䛧䛺䛜らᚋの障害者芸術文化のᨭ⟇䜢検ウする䛯䜑に活⏝䛧䜎す。 

 (2) 障害者䜰ー䝔䜱ストのᗈሗ䛸䛧䛶䜰ー䝔䜱ストሗ・సရ䜢▱䜚䛯い䛸い䛖マスコ䝭・ᴗの䝙ー䝈にᛂ䛨る䛯䜑సရ⏬ീ䛸おྡ๓の䜏ホーム 

  ページ➼にᥖ㍕䛥せ䛶い䛯䛰䛟ሙ合䛜䛒䜚䜎す。 

䠎 い䛯䛰い䛯ሗの活⏝ 

 (1) ᖹᡂ䠎䠕ᖺᗘ䛿䚸ཌ⏕ປാ┬のຓᡂに䜘䜚䚸障害者芸術文化活動ᬑཬᨭᴗ䛸䛧䛶䚸社会福祉ἲே䜏䛼䜎福祉会䚸埼玉県障害者䜰ート 

  䝛ットワー䜽䠰䠝䠩䠝䠬㼼䠌䠄௨ୗ「䠰䠝䠩䠝䠬㼼䠌」䛸い䛖。参加タ䚸ᅋయに䛴い䛶䛿䚸「ᅋయ୍ぴ」䜢参↷。䠅䛜「䜻ッ䜽䜸䝣ᒎ」「䜾ッ䝈ᒎ」「➨䠔ᅇ 

  埼玉県障害者䜰ート⏬ᒎ」「䝉䝺䜽トᒎ」 䠄䈜䝃䝤䝍䜲ト䝹䛿䛶ᮍᐃ。䠅䜢ᐇ・㐠Ⴀ䛧䜎す。 

 (2) ᐇయタ䛜䚸ᮏ調査の⤖ᯝ䜢䜒䛸に「䜻ッ䜽䜸䝣ᒎ」「䜾ッ䝈ᒎ」「➨䠔ᅇ埼玉県障害者䜰ート⏬ᒎ」「䝉䝺䜽トᒎ」のฟᒎసရ䜢㑅⪃䛧䜎す。 

   ᚚᥦฟい䛯䛰い䛯సရ䛜ฟᒎసရ䛸䛧䛶㑅⪃䛥䜜䛯సᐙのⓙᵝに䛿ᐇయタからฟᒎ౫㢗䜢䛥せ䛶い䛯䛰䛝䜎す。    

   「䜻ッ䜽䜸䝣ᒎ」「䜾ッ䝈ᒎ」「➨䠔ᅇ埼玉県障害者䜰ート⏬ᒎ」「䝉䝺䜽トᒎ」に䚸䛤⮬ศのసရのฟᒎ䜢ᕼᮃ䛥䜜る᪉におか䜜䜎䛧䛶䛿䚸埼玉県 

   にい䛯䛰い䛯ᮏ調査の⤖ᯝ䜢ᐇయタ䜈ᥦ౪するこ䛸に䛴䛝䚸ྠពい䛯䛰䛝䜎す䜘䛖お㢪い⏦䛧ୖ䛢䜎す。 

 (3) ྠពい䛯䛰䛡るሙ合䛿䚸調査⚊ୗ部の「い䛯䛰い䛯ሗの活⏝᪉ἲ䛸ಶேሗのྲྀᢅいに䛴い䛶」ḍの「ྠពする」䜢でᅖ䜣で䛟䛰䛥い。  

䠏 ಶேሗの⟶⌮ 

  ᥦฟい䛯䛰い䛯ಶேሗ䛿䚸埼玉県ཬ䜃ᐇయタ䛜㈐௵䜢ᣢ䛳䛶⟶⌮䛧䚸ἲ௧にᇶ䛵䛟ሙ合䜢㝖䛝䚸ᮏேのゎ䛺䛟ୖグの┠ⓗ௨እに 

 ⏝い䛯䛧䜎せ䜣。 
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・社会福祉ἲே 䜏䛼䜎福祉会      ・≉ᐃ㠀Ⴀ活動ἲே CIL 䜂こ䛖せ䜣           ・≉ᐃ㠀Ⴀ活動ἲே か䛖䜣䛸䠑 
・社会福祉ἲே ⓙの㒓       ・་⒪ἲே社ᅋ 㔛会                     ・≉ᐃ㠀Ⴀ活動ἲே 䛺䜎䛪の㔛福祉会  
・社会福祉ἲே ᕝの㒓福祉会       ・ᕝཱྀᕷᚰ㌟障害福祉䝉ン䝍ー わか䜖䜚Ꮫᅬ      ・社会福祉ἲே ᡞ⏣わか䛟䛥会 
・社会福祉ἲே 䜴䜱ン䜾                  ・社会福祉ἲே ᪂ᗙᕷ障害者䜢Ᏺる会               ・≉ᐃ㠀Ⴀ活動ἲே 䝝ー䝰䝙ー 
・≉ᐃ㠀Ⴀ活動ἲே 䜖䜚か䛤      ・䛥い䛯䜎ᕷ社会福祉ᴗᅋ               ・埼玉県社会福祉ᴗᅋ䛒䛢お  
・≉ᐃ㠀Ⴀ活動ἲே 䜖䜑䛯䜎䛤    ・≉ᐃ㠀Ⴀ活動ἲே ⧊の㡢䜰ート・福祉༠会 ・社会福祉ἲே䛥䛥の会 
・社会福祉ἲே 䜑䛰かす䛸䜚䛓䜐   ・社会福祉ἲே ⓙᡂ会  ・බ┈社ᅋἲே 䜔䛹か䜚の㔛 
・社会福祉ἲே 埼玉་⒪福祉会    ・社会福祉ἲே ၨ会       ・社会福祉ἲே Ύᚰ会 

䠰䠝䠩䠝䠬㼼䠌参加タ䚸ᅋయ୍ぴ 

・このྎ⣬1ᯛに䛴䛝䚸䠍䛴のసရの┿䜢1ᯛ䚸 
 ㈞䜚䛡䛶䛟䛰䛥い(ス䝘ップ┿で䜒⤖ᵓです䠅。 
 
・సရ䛜ከいሙ合䛿䚸このྎ⣬䜢コ䝢ー䛧䛶䚸1ே 
 のస者に䛴䛝䠍䡚䠎ᯛ⛬ᗘお㏦䜚䛟䛰䛥い。 
 
・సရのୖୗ䠄ኳᆅ䠅䛜わかる䜘䛖に䛧䛶䛟䛰䛥い。 
 
・ᮏᵝᘧにసရ⏬ീ䜢㈞せ䛪䚸ูῧ䛸䛧䛶ῧ   
  するሙ合䛿䚸ᚲ䛪సရのഃにୖୗ䠄ኳᆅ䠅䜢 
  グ㍕䛧䛶䛟䛰䛥い。 

సရの䝃䜲䝈 ⦪               cm㽢ᶓ               cm 

సရの⣲ᮦ                        
ഛ ⪃䠄సရ䛜⏕䜎䜜䛯⫼ᬒ䚸సရのሗ䠄㐃స䛜䛒る➼䠅 

                                                          
                                                          
                                                          

※ こ䛱ら䛜సရのୖ部䛸䛺る䜘䛖に┿䜢㈞䜚䛡䛶䛟䛰䛥い。 

సᐙྡ                                                                       
※సရの㢟ྡ䛜䛺いሙ合䛿か䛺ら䛪「↓㢟」䛸グ㍕䛧䛶䛟䛰䛥い。 

㢟   ྡ 
 
※ᚲ䛪ୗグのい䛪䜜かに䖵䜢ධ䜜䛶䛟䛰䛥い 
  䕕᪂స  ᪧస ・・・ 䕕ᮏ調査 ᮍᥦฟ 
                 䕕ᮏ調査 ᪤ฟ 
 

﹇
調
査
票
の
ポ
イ
ン
ト
﹈

「
こ
れ
っ
て
作
品
？
」
と
悩
む
表
現
も

大
歓
迎
！

作
品
な
の
か
わ
か
ら
な
い
、ま
だ
評
価
さ
れ
て
い
な
い
、施
設
側

や
家
族
が
悩
ん
で
い
る
作
品
も
含
め
て
回
答
を
求
め
て
い
ま
す
。

﹇
目
的
﹈

多
様
な
表
現
の
発
掘
！

表
現
は
本
来
自
由
な
も
の
。
ア
ー
ト
の
捉
え
方
も
流
動
的
。
芸

術
の
枠
を
定
め
な
い
、
価
値
を
押
し
付
け
な
い
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。

［ 調査の流れ ］

［ 調査内容 ］

過去5年間の調査回答数推移

障害区分

市町村別回答数

提出回数

表現活動の種類

2017年度 埼玉県「障害がある方の表現活動状況調査」結果

●6月頃：埼玉県から福祉施設や特別支援学校、個人へ調査票を郵送。県のホームページでも発信。

●８月頃：締日提出分のみ取りまとめ９月の作品選考会へ。選考後、美術専門家が詳しい情報（他の
　作品・作品数・創作の背景等）が必要と判断した作品・作家についてはさらに個別に調査を進める。

●調査は年間を通して実施。
（詳細：埼玉県福祉部障害者福祉推進課HP　http://www.pref.saitama.lg. jp/a0604/hyougenchosa.html）

●氏名（アーティストネーム）・表現活動の種類・提出回数・障害区分・連絡先・施設名等

●作品画像の提出１～２枚
　題名・作品サイズ・素材・新作か旧作か・既出か未提出か・備考（作品背景・連作の有無等）

アート
センタ

ー集が
発足し

た

昨年度
からグ

ンッと
増加

今年度
回答約600通
過去最多

以上63市町村中34市町
他29市町村は回答数0

0

150

300

450

600

2013 2014 2015 2016 2017

328

314
384

534
600

人

2回以上

初めて

身体・精神

その他（ダウン症）

知的・その他

知的・精神

身体

精神

身体・知的

知的

1

1

1

5

30

38

53

394

演劇

ダンス

写真

歌

楽器

書

その他

立体造形

絵画

1

3

5

7

8

31

64

95

478

川口市

上尾市

さいたま市

新座市

蓮田市

東松山市

熊谷市

戸田市

川越市

久喜市

三郷市

入間郡毛呂山町

比企郡川島町

入間市

南埼玉郡宮代町

深谷市

秩父市

春日部市

桶川市

鴻巣市

比企郡嵐山町

大里郡寄居町

所沢市

児玉郡神川町

比企郡滑川町

児玉郡美里町

入間郡越生町

鶴ヶ島市

行田市

富士見市

日高市

飯能市

草加市

北本市

111

74

71

34

28

25

23

58

17

16

14

12

11

10

10

14

9

9

9

8

6

5

4

3

7

3

3

1

1

1

1

1

1

1

市町村 人数

約210
の新し

い

表現を
発掘！

Ⅱ 
活
動
報
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ⅰ 
ネ
ッ
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ワ
ー
ク
活
動
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作
品
選
考
会

福
祉
・
美
術
…
多
様
な
視
点
が
交
錯
す
る

埼
玉
独
自
の
「
投
票
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
選
考

　

県
の
「
表
現
活
動
状
況
調
査
」
で
提
出
さ
れ
た
調
査
票
（
作
品
画
像
）
を

も
と
に
行
う
、「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」
の
「
作
品
選
考
会
」
で

は
、
美
術
の
専
門
家
と
福
祉
施
設
職
員
の
T
A
M
A
P
±
〇
メ
ン
バ
ー
が
、

共
に
表
現
に
つ
い
て
語
り
合
い
な
が
ら
選
考
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

単
に
そ
れ
ぞ
れ
が
作
品
を
選
ぶ
だ
け
で
な
く
、み
ん
な
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
す
る
時
間
を
設
け
て
、
専
門
家
の
ア
ー
ト
的
な
視
点
（
見
方
・
価
値
観
）

と
、
作
品
が
生
ま
れ
る
現
場
の
福
祉
的
な
視
点
を
交
錯
。
そ
れ
に
よ
り
、
専

門
家
・
施
設
職
員
双
方
に
「
気
づ
き
」
が
生
ま
れ
、表
現
の
魅
力
や
可
能
性
を

探
求
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、行
為
か
ら
生
ま
れ
た
表
現
に

つ
い
て
「
そ
の
魅
力
は
何
か
」「
ど
ん
な
背
景
が
あ
る
の
か
」
、
多
様
な
視
点

を
交
え
て
考
え
る
こ
と
が
、「
な
ぜ
表
現
す
る
の
か
」「
ア
ー
ト
と
は
何
か
」

と
深
く
本
質
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
議

論
の
中
か
ら
、共
に
心
動
か
さ
れ
る
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
秘
め
た
表
現
が
発

掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
総
勢
47
名
の
選
考
委
員
で
約
６
０
０
の
調
査
票
か
ら
最
終
的

に
97
名
の
出
展
作
家
を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、自
分
の
目
で
選
ぶ

自
分
が
い
い
と
思
っ
た
（
心
が
動
い
た
）
作
品

　

作
品
を
ど
う
見
る
か
、ど
う
選
ぶ
か
は
、選
考
委
員
そ
れ
ぞ
れ
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
視
点
の
目
安
と
し
て
、作
品
選
考
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
ア
ー

ト
的
、福
祉
的
、情
動
的
）
の
提
供
を
試
み
ま
し
た
。

作品選考の流れ
①各自持ち票分の作品を選んで付箋を貼る。

②得票数ごとに分類し多数票の作品を決定。

③決定していない得票数上位の作品の中で推
したい作品などをディスカッション。

④選考委員の意見と得票数を踏まえて最終的に
はキュレーターの中津川浩章さんがコンセプ
トや展示プランに合わせ出展作品を調整。

作品選考のキーワード
【アート的】色、形、レイアウト、発想、コンセプト、造形的、

デザイン的、構図、構成、線の魅力、類型がない、新鮮…

【福祉的】関わり、背景、障害による表現の違い…

【情動的】心が動かされる、あったかい、かわいい、元

気が出る、感動する、涙がでる…

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

１ 

投
票
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さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
交
え
て
語
り
合
う

　

投
票
に
よ
り
決
ま
ら
な
か
っ
た
作
品
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
自
分
の
推
し
た
い
作
品
に

つ
い
て
「
ど
こ
が
魅
力
か
」「
ど
う
し
て
薦
め
る
の
か
」「
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
」
な
ど
を
語
り
ま

し
た
。

　

福
祉
施
設
の
職
員
か
ら
は
、
担
当
す
る
作
者
の
表
現
に
つ
い
て
、
創
作
の
様
子
や
表
現
が
生
ま

れ
た
背
景
、本
人
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
、障
害
や
こ
だ
わ
り
が
ど
う
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
、作
者
の
人
と
な
り
な
ど
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
福
祉
的
な
視
点
が
、作
品
を
よ
り
深
く
読
み
取
る
こ
と
、表
現
や
ア
ー
ト
に
つ
い
て
深
く
考
え

る
こ
と
へ
誘
い
、作
品
の
魅
力
が
さ
ら
に
見
え
て
き
た
り
、議
論
や
選
考
が
深
ま
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

２ 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹇
選
考
委
員
﹈47
名

●
T
A
M
A
P
±
〇
メ
ン
バ
ー　

38
名

●
岩
本
憲
武　
弁
護
士
／
モ
ッ
キ
ン
バ
ー
ド
法
律
事
務
所

●
大
島
健
治　
埼
玉
県
福
祉
部
障
害
者
福
祉
推
進
課
主
幹

●
大
畠
宗
宏　
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
協
議
会
副
会
長

●
小
澤
基
弘　
埼
玉
大
学
教
育
学
部
教
授（
絵
画
及
び
美
術
教
育
）、画
家

●
酒
井
道
久　
彫
刻
家
、埼
玉
県
立
大
学
名
誉
教
授

●
中
津
川
浩
章　
美
術
家
、ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

●
根
岸
章
王　
埼
玉
県
福
祉
部
障
害
者
福
祉
推
進
課
課
長

●
前
山
裕
司　
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員

●
山
路
久
彦　
（
社
福
）
み
ぬ
ま
福
祉
会
総
合
施
設
長

                  　
埼
玉
県
発
達
障
害
福
祉
協
会
相
談
支
援
部
部
長

　

例
え
ば
今
回
は
、施
設
職
員
の
関
大
友
さ
ん
と
協
力
委
員
で
美
術
教
育
学
教
授
の
小
澤
基
弘
さ

ん
の
こ
ん
な
発
言
が
一
つ
の
課
題
提
起
に
な
り
ま
し
た
。

T
A
M
A
P
±
〇
メ
ン
バ
ー
の
感
想

●
担
当
す
る
利
用
者
の
票
に
一
喜
一
憂
し
、一
緒
に
夢
を

見
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

●
福
祉
の
現
場
の
人
間
は
ど
う
し
て
も
思
い
入
れ
が
強

く
な
る
の
で
、
美
術
の
専
門
家
の
方
に
見
て
い
た
だ

け
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
。

●
客
観
的
な
要
素
が
加
わ
り
、選
び
や
す
く
な
る
よ
う

に
思
っ
た
。

●
今
年
は
「
こ
う
い
っ
た
の
が
好
き
」「
も
っ
と
み
た

い
」
な
ど
、こ
れ
ま
で
と
違
う
視
点
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
う
れ
し
い
。

●
こ
れ
に
票
が
入
る
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

●
行
為
で
生
ま
れ
た
も
の
の
中
に
も
美
が
必
要
だ
と
聞

い
て
指
針
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

●
入
選
し
な
い
と
怒
っ
て
し
ま
う
利
用
者
が
い
る
が
、

こ
れ
だ
け
の
数
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
は
大
変
な
こ

と
。
名
誉
な
こ
と
だ
と
伝
え
た
い
。

●
選
ば
れ
な
か
っ
た
作
品
に
も
い
ろ
ん
な
ヒ
ン
ト
が
あ

る
と
思
っ
た
。

●
施
設
内
で
「
こ
れ
は
だ
め
だ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
た
作

品
も
、
調
査
票
を
出
し
て
み
ん
な
に
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
た
い
と
思
っ
た
。

●
自
分
の
施
設
の
障
害
の
重
い
方
か
ら
も
、
も
っ
と
作

品
が
生
ま
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。

「新聞の穴のことは聞かないとわからなかった。実物が見たいと思いました。
（実物を見て）これをどう見るか― 。今回行為性の作品が多かったが、私は
アートは何か美的なものがないといけないと思っています。行為性と美が結びつか
ないと単なる痕跡になってしまう。そこを見極めることが大事。何か物語や意味がある
から選ぶというのは違うと思う。そのことを考えるいい機会になった。勉強になりました。」

「これは、去年入所したばかりの方の（アートか
どうか悩んだ）作品です。新聞紙に小さな穴
がいくつも開けられています。たまたま
彼が目の前にあった新聞紙に、指にツ
バをつけて開けたものですが、そ
の穴をよく見てみると、「国」
など四角い文字だけが開け
られていたんです。…」

議
事
録
・
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
一
部
抜
粋
編
集

Welfare

Art

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅰ 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動　

作
品
選
考
会 

福
祉
・
美
術
…
多
様
な
視
点
が
交
錯
す
る
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今
年
度
も
「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」
を
中
心
に
３
つ
の
作

品
展
と
１
つ
の
グ
ッ
ズ
展
を
開
催
。
４
つ
の
展
覧
会
を
連
動
さ
せ
る
こ

と
で
、
単
に
作
品
を
集
め
選
び
展
示
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
表
現
の
魅
力
や
可
能
性
、
埼
玉
全
体
の
表
現
活
動
の
層
の
厚
さ
を
、

多
角
的
に
発
信
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
続
き
県
内
各
地
で
開
催
。
タ
イ
ト
ル
に
連
動
性
を
持
た
せ

な
が
ら
も
、
県
立
の
美
術
館
、
事
業
所
内
の
カ
フ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

懐
石
料
理
店
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
異
な
る
空
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色

あ
る
展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
初
の
試
み
と
し
て
は
、
企
画
展
で
「
来
場
者
投
票
」
を
実
施
。

上
位
10
名
の
作
品
を
次
の
展
覧
会
で
取
り
上
げ
、
一
人
ひ
と
り
の
表
現

の
奥
行
き
や
幅
広
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
の
作
家
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
出
展
作
家
が
参
加
す
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
催
。
展
覧
会
が
様
々
な
人
と
交
流
し
な
が

ら
自
ら
魅
力
を
発
信
す
る
表
現
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

主
催
：
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
A
M
A
P
±
〇
、社
会
福
祉
法
人
み
ぬ
ま
福
祉
会

共
催
：
埼
玉
県

後
援
：
上
尾
市
、春
日
部
市
、川
口
市
、川
越
市
、川
島
町
、行
田
市
、久
喜
市
、熊
谷
市
、鴻
巣
市
、さ
い
た
ま
市
、所
沢
市
、戸
田
市
、

新
座
市
、東
松
山
市
、三
郷
市
、吉
川
市
、嵐
山
町
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社

協
力
：
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
、con*tio

、chipm
unk

、pockeni
、埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
、

　
　
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
呼
友
館

助
成
：
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業（
厚
生
労
働
省
補
助
事
業
）

表
現
の
発
信

県
東
部
の

み
ん
な
が
働
く

カ
フ
ェ
か
ら

キ
ッ
ク
オ
フ
！

織
も
み
せ
ま
す

ラ
イ
ブ
も
し
ま
す

野
菜
も
売
り
ま
す

グ
ッ
ズ
展
！

今
年
で
８
回
目

全
３
７
２
作
品

可
能
性
を
秘
め
た

表
現
が
ズ
ラ
リ
！

来
場
者
が
選
ん
だ

作
家
10
名
と

北
西
部
の
多
彩
な

作
品
が
大
集
結
！

1

2

3

4

＠春日部市
喫茶
ゆめいろ

＠川口市
工房集
ギャラリー

＠さいたま市
埼玉県立
近代美術館

＠川越市
アートギャラリー

呼友館

「
う
ふ
っ
♥
埼
玉
で
こ
ん
な
の
み
つ

け
ち
ゃ
っ
た
♪
」

２
０
１
７
年
8
月
22
日（
火
）〜
9
月
2
日（
土
）

多
機
能
型
事
業
所
わ
っ
く
す
喫
茶
ゆ
め
い
ろ

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
：
中
津
川
浩
章

出
展
作
家
22
名
／
出
展
作
品
約
110
点

テ
ー
マ

新
た
に
発
掘
さ
れ
た「
変
だ
け
ど
面
白
い
」作

品
、思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
作
品
、と
っ

て
も
キ
ュ
ー
ト
で
カ
ワ
イ
イ
作
品
、奇
妙
な
ポ

ッ
プ
さ
が
あ
る
作
品
な
ど
、新
鮮
な
驚
き
と
そ

の
多
様
性
を
見
せ
る
展
覧
会
。

作
家
イ
ベ
ン
ト

【
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
】　
作
家
４
名

関
連
イ
ベ
ン
ト

た
け
さ
と

ゆ
め
い
ろ
祭
り

カ
フ
ェ

喫
茶
ゆ
め
い
ろ

「
う
ふ
っ
♥
埼
玉
で
こ
ん
な
の
み
つ

け
ち
ゃ
っ
た
♪
」
織
り
＆
グ
ッ
ズ
展

ツ
グ
ズ
ム
ズ
 10

11
月
1
日（
水
）〜
12
日（
日
）

工
房
集
ギ
ャ
ラ
リ
ー

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
：con*tio

出
展
作
家
181
名

テ
ー
マ

ア
ー
ト
グ
ッ
ズ（
商
品
）を
メ
イ
ン
に
し
た
展
覧

会
。何
の
た
め
の
商
品
化
な
の
か
を
意
識
化

し
、自
分
た
ち
の
グ
ッ
ズ
の
開
発
や
ク
オ
リ
テ
ィ

の
向
上
を
目
指
す「
グ
ッ
ズ
研
修
会
」の
集
大
成

と
し
て
の
展
覧
会
。

作
家
イ
ベ
ン
ト

【
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】作
家
５
名

【
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】作
家
２
名

関
連
イ
ベ
ン
ト

お
れ
ん
じ
さ
ん
の

新
鮮
野
菜
販
売

ア
ト
リ
エ
見
学
ツ
ア
ー

カ
フ
ェ

集
カ
フ
ェ

第
８
回
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画

展「
う
ふ
っ
♥
埼
玉
で
こ
ん
な
の
み
つ

け
ち
ゃ
っ
た
♪
」

12
月
６
日（
水
）〜
10
日（
日
）

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館 

一
般
展
示
室
１

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
：
中
津
川
浩
章

出
展
作
家
97
名
／
出
展
作
品
372
点

テ
ー
マ

埼
玉
県
内
の
障
害
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
作
品
展
。埼
玉
県
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
数
、

層
の
厚
さ
、作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
一
堂
に
見

せ
る
。県
の
表
現
活
動
状
況
調
査
を
も
と
に
、

作
品
選
考
会
を
行
い
、T
A
M
A
P
±
◯
と
協

力
委
員
、県
職
員
が
協
働
で
展
覧
会
を
開
催

す
る
。

作
家
イ
ベ
ン
ト

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
】

作
家
10
名

関
連
イ
ベ
ン
ト

来
場
者
投
票

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ダ
ン
ス
公
演

「
う
ふ
っ
♥
埼
玉
で
ま
た
ま
た
こ
ん

な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た
♪
」

２
０
１
８
年
２
月
７
日（
水
）〜
12
日（
月・祝
）

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
呼
友
館（
い
も
膳
内
）

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
：
中
津
川
浩
章

出
展
作
家
37
名
／
出
展
作
品
160
点

テ
ー
マ

12
月
の
企
画
展
か
ら
連
動
す
る
展
覧
会
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
数
、層
の
厚
さ
、作
品
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
県
北
西
部
に
広
め
る
。企
画
展
で

行
っ
た
来
場
者
投
票
上
位
10
名
の
作
品
を
よ

り
深
く
楽
し
め
る
よ
う
に
紹
介
。

作
家
イ
ベ
ン
ト

【
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
】作
家
10
名

４
つ
の
展
覧
会
と

作
家
イ
ベ
ン
ト

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅱ 
つ
な
が
り
育
む 

４
つ
の
展
覧
会
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昨
年
も
好
評
だ
っ
た
多
機
能
型
事
業
所
わ
っ
く
す「
喫
茶
ゆ
め
い
ろ
」が
会
場
。

　
〝
ち
ょ
っ
と
変
だ
け
ど
面
白
い
〞を
コ
ン
セ
プ
ト
に
10
団
体
22
名
の
作
品
を
紹

介
し
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、12
月
の
企
画
展
に
向
け
て
の
キ
ッ
ク
オ
フ
展
。コ
ン
セ
プ
ト

は
、県
東
部
担
当
者
の
提
案
を
も
と
に
T
A
M
A
P
±
〇
定
例
会
で
話
し
合
い
決

め
ま
し
た
。ま
た
、出
展
作
品
の
選
考
は
、各
施
設
が
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
っ
た
作
品

を
持
ち
寄
り
定
例
会
で
プ
レ
ゼ
ン
。キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
中
津
川
浩
章
さ
ん
を
中
心

に
、み
ん
な
で
表
現
や
作
家
の
魅
力
を
語
り
合
い
な
が
ら
選
び
ま
し
た
。

会
期
中
、会
場
で
は
、ほ
ぼ
通
常
通
り
カ
フ
ェ
と
し
て
も
営
業
。ラ
ン
チ
に
来
た

お
客
さ
ん
が
作
品
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
り
、展
覧
会
を
き
っ
か
け
に
カ
フ
ェ
を

知
っ
た
り
と
、カ
フ
ェ
な
ら
で
は
の
つ
な
が
り
や
広
が
り
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、新
聞
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
、近
隣
地
域
か
ら
足
を
運
ん
で
く

れ
た
り
、カ
フ
ェ
の
お
客
さ
ん
が
久
し
ぶ
り
に
来
店
し
て
く
れ
た
り
と
、思
わ
ぬ

出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、月
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
い
る
演
奏
家
の
協
力
に
よ
り
２

回
、ピ
ア
ノ
演
奏
会
も
開
催
。地
域
の
人
た
ち
に
、障
害
の
あ
る
人
の
表
現
を
気

軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
機
会
が
増
え
、事
業
所
の
お
祭
り
と
重
な
っ
た
最
終
日

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

恒
例
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
に
は
４
名
が
参
加
。２
名
は
初
参
加
で
少
し
緊

張
気
味
で
し
た
が
、質
問
に
一
所
懸
命
答
え
る
姿
や
、家
族
が
話
す
自
分
の
紹
介

を
誇
ら
し
げ
に
聞
く
表
情
か
ら
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
活
動
に
対
す
る
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

﹇
出
展
作
家
﹈ 

新
井
貴
道　
石
井
陸
渡　
岩
井
美
和
子　
小
林
春
介　
小
林
ち
ゃ
ん　
斉
藤
淳
太　
利
根
川
美
代
子

中
沢
潤　
島
村
利
一　
田
村
智
宥　
齋
藤
進　
苗
村
安
夫　
長
島
文
也　
原
田
文　
平
川
寛
隆　
マ
ス
カ
ラ・コ
ン

ト
ラ・マ
ス
カ
ラ　
松
岡
理
樹　
宮
原
裕
美　
森
川
友
博　
安
田
英
明　
ヤ
マ
ダ
ジ
ュ
ン
ヤ　
横
田
和
明　
　

「
う
ふ
っ　

埼
玉
で
こ
ん
な
の

み
つ
け
ち
ゃ
っ
た　
」

＠
春
日
部
市

カ
フ
ェ
か
ら
日
常
へ

TO
PIC

S
ワ
ン
コ
イ
ン
で
シ
ェ
フ
こ
だ
わ

り
の
カ
レ
ー
や
ラ
ン
チ
が
食
べ
ら

れ
る
喫
茶
ゆ
め
い
ろ
。そ
の
味
と

あ
た
た
か
な
空
間
に
フ
ァ
ン
も
多

く
、地
域
の
カ
フ
ェ
と
し
て
根
付

い
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
で
は
常
時
、事
業
所
の

メ
ン
バ
ー
10
名
が
交
代
で
働
い
て

い
ま
す
。今
回
、そ
の
う
ち
４
名

の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
で
の
開
催
は
、昨
年
度
に

続
き
２
回
目
。食
事
に
来
た
常
連
さ

ん
か
ら
は
、「
今
回
は
お
と
な
し
め

な
作
品
展
な
の
ね
」と
の
感
想
も
。

何
気
な
く
足
を
運
ん
だ
カ
フ
ェ

で
作
品
に
触
れ
、そ
れ
が
印
象
に

残
り
、ま
た
関
心
を
持
っ
て
み
て

く
れ
て
い
る
。地
域
の
人
た
ち
の

日
常
に
、障
害
の
あ
る
人
の
表
現

が
、少
し
ず
つ
溶
け
込
ん
で
い
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
う
れ
し
い
一

言
で
し
た
。

ま
た
、以
前
出
展
作
家
を
担
当

し
て
い
た
教
員
が
、偶
然
立
ち
寄

り
、作
家
と
再
会
し
て
教
え
子
の

展
示
作
品
を
見
て
驚
き
な
が
ら
、

そ
の
成
長
を
共
に
喜
び
合
う
な

ど
、地
域
と
共
に
歩
ん
で
い
る
事

業
所
な
ら
で
は
の
出
会
い
や
出
来

事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

1

至る所に作品が展示された会場は、
カフェも通常営業。初めての方にも
障害のある人の表現活動を知ってい
ただく機会になった。

来場者数

459人

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅱ 
４
つ
の
展
覧
会

29 28



表
現
や
作
家
の
魅
力
を
商
品
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
で
、新
た
な
広
が
り
や
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
ま
す
。織
り
＆
グ
ッ
ズ
展
は
、そ
れ
を
実
体
験
す
る
場
で
も
あ
り
、

「
グ
ッ
ズ
研
修
会
」の一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

全
９
回
の
研
修
会
に
は
、昨
年
度
よ
り
２
団
体
多
い
17
団
体
が
参
加
。単
に
売

れ
る
商
品
を
作
る
の
で
は
な
く
、「
何
の
た
め
の
、誰
の
た
め
の
商
品
化
な
の
か
」

を
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
るco

n*tio

の
杉
千
種
さ
ん
、山
口
里
佳
さ
ん
を

交
え
て
考
え
、意
見
交
換
し
な
が
ら
各
施
設
の
課
題
に
合
わ
せ
た
商
品
開
発
・
改

良
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
展
覧
会
に
は
、個
性
豊
か
な
グ
ッ
ズ
が
ず
ら
り
！　

特
に
今
年
度
は
、

施
設
間
コ
ラ
ボ
に
よ
り
各
施
設
の
強
み
、技
術
や
魅
力
を
融
合
し
た
質
の
高
い

商
品
が
た
く
さ
ん
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、初
の
試
み
と
し
て
、織
り
を
施
設
の
中
心
の
仕
事
と
位
置
付
け
て
い
る

「
織
の
音
工
房
」と
、「
工
房
集
」の
織
物
を
一
緒
に
展
示
。作
品

に
は
各
施
設
の
特
長
が
表
れ
、配
色
や
風
合
い
に
自
然
と
人

柄
が
表
れ
る
織
り
な
ら
で
は
の
味
わ
い
や
奥
深
さ
を
、わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

グ
ッ
ズ
展
の
来
場
者
は
30
代
が
多
く
、50
〜
60
代
が
多
い
作

品
展
と
比
べ
、若
い
世
代
が
障
害
の
あ
る
人
の
商
品
に
関
心
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
見
え
て
き
ま
し
た
。

﹇
参
加
団
体
﹈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
め
た
ま
ご
、（
社
福
）
昴
＆
デ
イ
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
、

（
社
福
）
皆
の
郷
川
越
い
も
の
子
作
業
所
、（
社
福
）
新
座
市
障
害
者
を
守
る
会
、（
社
福
）
皆
成
会
、（
医
）
双
里
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ま
ず
の
里
、（
社
福
）
川
の
郷
福
祉
会
、（
社
福
）
啓
和
会
、（
社
福
）
戸
田
わ
か
く
さ
会
、（
社
福
）

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
ク
の
び
っ
こ
、（
社
福
）
埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
あ
げ
お
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
織
の
音
ア
ー
ト・福
祉
協
会
、

（
社
福
）
め
だ
か
す
と
り
ぃ
む
、（
公
社
）
や
ど
か
り
の
里
す
て
あ
ー
ず
、（
社
福
）
み
ぬ
ま
福
祉
会

「
う
ふ
っ　

埼
玉
で
こ
ん
な
の

み
つ
け
ち
ゃ
っ
た　
」

織
り
＆
グ
ッ
ズ
展　

ツ
グ
ズ
ム
ズ

　10

＠
川
口
市

お
れ
ん
じ
さ
ん
の

新
鮮
野
菜
販
売

TO
PIC

S
地
域
の
人
に
喜
ば
れ
、つ
な
が
り

も
生
ま
れ
る
野
菜
の
訪
問
販
売
。

川
の
郷
福
祉
会
お
れ
ん
じ
で
は
、メ

ン
バ
ー
た
ち
が「
大
好
き
な
仕
事
」

と
し
て
１
０
０
軒
を
超
え
る
家
庭

に
新
鮮
野
菜
を
届
け
て
い
ま
す
。

こ
の
５
年
以
上
続
く
販
売
を

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
で
き
な
い

か
」と
の
話
が
グ
ッ
ズ
研
修
会
で

持
ち
上
が
り
、試
み
る
こ
と
に
。

施
設
で
は
メ
ン
バ
ー
の
描
い
た

絵
を
あ
し
ら
っ
た
手
作
り
エ
プ
ロ

ン
と
メ
ン
バ
ー
の
手
描
き
ポ
ッ
プ

を
準
備
し
て
、会
期
中
の
日
曜
日

に
出
張
販
売
開
始
。「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
」と
声
を
か
け
、お
客
さ

ん
か
ら
は「
そ
の
エ
プ
ロ
ン
、売
っ

て
な
い
の
？
」と
の
声
も
。メ
ン

バ
ー
の
元
気
が
販
売
の
一
つ
の
ウ

リ
と
な
り
、

参
加
メ
ン

バ
ー
に
と
っ

て
も
特
別

な
経
験
に

な
っ
た
よ

う
で
す
。

たくさんのつながりを経て完成した商品の数々。
その見せ方を学ぶ大切な場にもなった。

２来場者数

782人

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅱ 
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第
８
回
を
迎
え
た
今
年
度
は
、97
名
の
３
７
２
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
の「
表
現
の
発
掘
」を
目
的
に
行
う
県
の
表
現
活
動
状
況
調
査

に
は
、過
去
最
多
の
６
０
０
以
上
の
回
答
が
あ
り
、そ
の
調
査
票（
作
品
画
像
）を

も
と
に
作
品
選
考
会
を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は
、協
力
委
員
の
美
術
専
門
家
４

名
と
T
A
M
A
P
±
〇
の
福
祉
施
設
職
員
の
ほ
か
、協
力
委
員
の
弁
護
士
や
県

の
職
員
も
参
加
。総
勢
47
名
で「
投
票
＋
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」方
式
に
よ
り
、「
福

祉
×
美
術
」な
ど
多
様
な
感
性
・
視
点
・
評
価
を
交
え
て
出
展
作
家
を
選
出
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、美
術
専
門
家
４
名
の
気
に
な
っ
た
作
家
に
つ
い
て
は
、創
作
状
況

を
調
べ
て
協
議
し
、最
終
的
に
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
中
津
川
浩
章
さ
ん
に
判
断
を

委
ね
、出
展
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
97
名
の
作
品
は
、外
部
の
評
価
も
高
い
力
の
あ
る
作
家
の
作
品
か
ら

「
こ
れ
は
ア
ー
ト
？
」と
議
論
を
呼
ぶ
作
品
ま
で
今
年
度
も
実
に
幅
広
く
、表
現

の
多
様
性
や
可
能
性
を
発
信
す
る
力
強
い
展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
県
内
の
表
現
を
発
掘
し
、一人
ひ
と
り
の
表
現
の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
、そ
の

幅
広
い
作
品
を
通
し
て「
ア
ー
ト
と
は
、表
現
と
は
、障
害
と
は
…
」と
社
会
に
問
う

こ
と
が
、他
に
は
な
い「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」の
特
長
に
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

今
回
、初
め
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
開
き
、出
展
作
家
10
名
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
参
加
。主
催
者
や
行

政
関
係
者
と
並
ん
で
来
場
者
に
挨
拶

を
し
、報
道
陣
の
取
材
に
も
応
じ
て
創

作
の
想
い
や
出
展
の
喜
び
、今
後
の
目

標
な
ど
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。来
場
者

に
自
ら
作
品
の
説
明
を
す
る
姿
も
多

く
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
リ
ボ
ン
を
記
念

に
持
ち
帰
る
人
も
。そ
れ
ぞ
れ
が
展
覧

会
と
い
う
場
を
実
感
す
る
特
別
な
機

会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

第
８
回
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展

「
う
ふ
っ　
埼
玉
で

こ
ん
な
の

み
つ
け
ち
ゃ
っ
た　
」

＠
さ
い
た
ま
市

３来場者数

1,965人

Ⅱ 
活
動
報
告　
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﹇
出
展
作
家
﹈ 

平
川
寛
隆　
斉
藤
淳
太　
高
橋
香　
な
お
丸　
福
島
尚　
相
田
大
希　
ユ
キ
ウ
サ
ギ　
小
幡
海
知
生

川
田
修　
小
林
ち
ゃ
ん　
夘
月
寛　
小
原
隆　
す
ず
き
し
ょ
う
た　
大
森
利
浩　
堀
口
孝一　
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ　
金
谷
ゆ
り

並
木
信
弘　
前
田
聡
男　
渡
邉
あ
や　
安
田
拓
海　
西
野
克　
戸
田
裕
人　
白
田
直
紀　
横
山
涼　
田
村
智
宥　

林
直
登　
岩
井
美
和
子　
本
間
充
広　
佐
々
木
省
伍　
高
橋
創　
高
野
穂　
土
屋
莉
恵　
岩
瀬
賢
美　
荻
原
徹　

中
沢
潤　
浜
林
主
基　
鳥
羽
直
弥　
椎
橋
豊　
寺
山
貴
広　
織
風　
阿
部
香
織　
髙
野
博
史　
千
葉
治
暉　
杉
本

健
太　
木
津
裕
貴　
三
俣
ヒ
ロ
子　
山
口
敏
夫　
拓
真　
Ｍａｙ
ａ　
田
中
信
之　
豊
満
紀
彦　
高
橋
裕
介　
赤
星

大
輔　
横
田
和
明　
高
橋
裕
子　
内
藤
み
ひ　
大
橋
ま
り
子　
鈴
木
め
ぐ
み　
新
堀
尚
子　
齋
藤
進　
ヤ
マ
ダ
ジ
ュ

ン
ヤ　
髙
橋
恵
子　
横
井
雅
美　
村
上
弘
樹　
小
林
大
河　
長
谷
川
真一　
宮
原
裕
美　
藤
崎
香
織　
藤
井
隆
亨　

三
好
進　
青
木
悟　
清
水
聡　
佐
藤
み
や
子　
千
葉
創
三
郎　
新
井
貴
道　
橋
本
佳
奈　
尾
ケ
井
保
秋　
中
崎
強

髙
橋
典
光　
野
村
真
優
子　
Ｓ
Ｙ　
大
畑
桂
子　
田
中
俊
人　
下
浅
靖
之　
島
田
素
美
子　
鎌
田
健
勇　
石
井
章

河
野
大
輔　
大
倉
健　
大
澤
慧　
コ
バ
ヤ
シ
カ
オ
ル　
森
川
里
緒
奈　
マ
ス
カ
ラ・コ
ン
ト
ラ・マ
ス
カ
ラ　
原
口
め
ぐ
み

高
橋
奈
美　
杉
浦
篤

そ
れ
ぞ
れ
の
深
ま
り
広
が
り

　

展
覧
会
実
践
の
継
続
に
よ
り
、作
者
を

は
じ
め
家
族
や
施
設
職
員
、施
設
の
仲
間

や
来
場
者
に
も
、展
覧
会
が
さ
ま
ざ
ま
な

成
長
や
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と

が
見
え
て
き
ま
し
た
。詳
細
は
↓
Ｐ
40

作品集
開催後、昨年度に続き出展作品の
写真と解説を収録した「作品集」
が発行されました。
発行:埼玉県障害者アートフェス
ティバル実行委員会 

来
場
者
投
票

　
展
覧
会
タ
イ
ト
ル「
こ
ん
な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た
♪
」を
体
感
し

て
も
ら
う
た
め
の
初
企
画
。総
投
票
数
は
な
ん
と
、１
８
３
９
票
！

思
わ
ぬ
成
果
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。詳
細
は
↓
Ｐ
37

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅱ 
４
つ
の
展
覧
会　

３ 

第
８
回
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展

35 34



今
年
度
最
後
の
展
覧
会
は
、川
越
の
懐
石
料
理
店「
い
も
膳
」併
設
の「
呼
友

館
」に
て
開
催
し
ま
し
た
。古
い
蔵
造
り
の
建
物
を
改
築
し
た
趣
き
あ
る
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
す
。

２
階
に
は
、12
月
の
企
画
展
で
行
っ
た
来
場
者
投
票
の
上
位
10
名
の
作
品
を
展

示
。こ
れ
ぞ
と
い
う
作
品
に
絞
っ
た
作
家
も
い
れ
ば
、作
風
の
異
な
る
作
品
を
並

べ
て
創
作
の
幅
を
見
せ
る
作
家
も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
際
立
つ
パ
ワ
フ
ル

な
展
示
空
間
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、１
階
に
は
、地
元
県
北
西
部
の
作
家
を
中

心
に
27
名
の
作
品
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。企
画
展
を
さ
ら
に
深
め
た
多
彩
な
作
品
を

紹
介
し
ま
し
た
。

来
場
者
投
票
上
位
10
名
に
は
、企
画
展
に
ほ
ぼ
毎
回
出
展
さ
れ
年
々
フ
ァ
ン
を

増
や
し
自
ら
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
常
連
作
家
だ
け
で
な
く
、初
め
て
調
査

票
を
提
出
し
展
示
さ
れ
て
選
ば
れ
た
作
家
も
い
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
展
覧
会
に

向
け
て
制
作
し
た
新
作
を
出
展
し
て
く
れ
た
作
家
や
、毎
日
在
廊
し
て
来
場
者

に
制
作
の
様
子
を
披
露
し
て
く
れ
た
作
家
も
あ
り
、企
画
展
か
ら
続
け
て
見
に

来
て
く
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
に
は
10
名
が
参
加
。本
人
だ
け
で
な
く
、作

家
の
家
族
や
職
員
も
、制
作
の
様
子
や
そ
の
想
い
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
い
も
膳
」の
つ
い
で
に
立
ち
寄
ら
れ
た
お
客
さ
ま
か
ら
も
、帰
り
に
驚
き
や
感

動
の
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

来
場
者
投
票
に
よ
る

気
づ
き

TO
PIC

S

「
こ
ん
な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た
♪
」

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
試
み
た

初
企
画
。12
月
の
企
画
展
で
来
場

者
に
投
票
用
紙
を
配
り
、気
に
入
っ

た
作
家
３
名
を
記
入
し
て
も
ら
う

方
法
で
行
い
ま
し
た
。投
票
数
は
延

べ
１
，８
３
９
票
！　
結
果
は
同
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し
た
。

１
位
２
位
は
100
票
を
超
え
る

人
気
。３
〜
35
位
は
20
票
以
上
、

63
位
ま
で
は
10
票
を
超
え
る
僅

差
。さ
ら
に
０
票
は
一
人
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。ま
た
、「
こ
れ
は
ア
ー

ト
？
」と
い
う
作
品
で
も
10
票
以

上
の
票
を
得
た
作
家
も
あ
り
、そ

の
行
為
の
痕
跡
に
人
の
心
を
動
か

す
何
か
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、「
ど
れ
も
素
晴
ら
し

く
絞
れ
ま
せ
ん
！
」と
い
っ
た
感
想

が
多
く
、作
品
を
じ
っ
く
り
鑑
賞

し
て
も
ら
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
。

来
場
者
に
は
、な
ぜ
そ
の
作
品
が

気
に
な
っ
た
の
か
、考
え
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
り
、選
ば
れ
た
作
家

に
は
、自
分
の
作
品
を
気
に
入
っ
て

く
れ
た
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か

具
体
的
に
伝
わ
り
、大
き
な
励
み

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

﹇
出
展
作
家
﹈ 
な
お
丸　
宮
原
裕
美　
渡
邉
あ
や　
相
田
大
希　
高
野
博
史　
福
島
尚　
高
橋
香　
白
田
直
紀　

小
幡
海
知
生　
小
林
ち
ゃ
ん　
ユ
キ
ウ
サ
ギ　
コ
バ
ヤ
シ
カ
オ
ル　
石
井
章　
齋
藤
進　
横
井
雅
美　
横
田
和
明　

前
田
聡
男　
三
好
進　
原
口
め
ぐ
み　
藤
崎
香
織　
野
村
真
優
子　
ヤ
マ
ダ
ジ
ュ
ン
ヤ　
尾
ケ
井
保
秋　
中
崎
強　

卯
月
寛　
す
ず
き
し
ょ
う
た　
青
木
悟　
森
川
里
緒
奈　
高
橋
典
光　
浜
林
主
基　
平
川
寛
隆　
椎
橋
豊　
髙
野
穂

大
森
利
浩　
並
木
信
弘　
林
直
登　
杉
浦
篤

アーティストトークは本人だけでなく体験した
全員にとって成長の場。

「
う
ふ
っ　
埼
玉
で

ま
た
ま
た

こ
ん
な
の

み
つ
け
ち
ゃ
っ
た　
」

＠
川
越
市

４来場者数

413人

会場の違いや、同じ空間での
形の異なる作品の展示など、
回を重ねる毎に学びを実践し
てきた。

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅱ 
４
つ
の
展
覧
会

37 36



来
場
者
投
票
上
位

　10
名　
作
家
紹
介

第
８
回
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展

「
う
ふ
っ
♥
埼
玉
で
こ
ん
な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た
♪
」関
連
企
画

1

２

僕
の
作
品
作
り
の
年
間
計
画
は
、企
画

展
に
何
を
出
品
し
よ
う
か
と
考
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

大
型
の
作
品
を
作
ろ
う
か
？
左
右
に
突

き
出
た
迫
力
あ
る
作
品
を
作
ろ
う
か
？

可
愛
い
動
物
を
た
く
さ
ん
作
ろ
う
か
？

楽
し
く
毎
年
考
え
て
挑
戦
し
て
い
ま

す
。作
品
が
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
に

並
ぶ
達
成
感
は
最
高
で
す
。

そ
し
て
、み
な
さ
ん
に
僕
の
世
界
を
観
て

も
ら
え
ま
し
た
ら
超
最
高
で
す
。

細
や
か
な
模
様
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成

さ
れ
た
作
品
を
描
く
宮
原
さ
ん
。コ
ロ

コ
ロ
と
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
い
く
作
品

と
同
じ
よ
う
に
、異
次
元
で
不
思
議
な

物
の
よ
う
で
も
あ
り
、ユ
ニ
ー
ク
で
ポ
ッ

プ
な
も
の
で
も
あ
り
、繊
細
で
大
胆
で

明
る
く
楽
し
い
魅
力
的
な
作
家
で
す
。

あやさんと言えば、「飛行機」。でも、自分の表現
を見つけるまで、さまよい、悩み、模索し続けて
きた。養護学校の修学旅行で行った沖縄。「また飛
行機に乗って､沖縄に行きたい」という思いから見
つけた飛行機というモチーフ。心の深いところにあ
る寂しさや満たされなさは多くの人に認めてもらい
たい、関わりたいあやさんの切実な願い。

退院をしてからの約8年間リハビリも兼ねて毎
日絵を描くようになりました。日々すてあーずと
いう作業所で革製品を製作。自分なりのデザインに悪
戦苦闘しています。そこでの作業の影響もあるのか、
年々より細やかな描写の作品に変化してきました。

感情を整理するために描く事が多いです。100色
以上の色鉛筆と10B～10Hの鉛筆を使って描い
ています。何回も重ねて描くので、仕上がるまで時間は
かかりますが、その間に気持ちが整理されていきます。

支援学校の中学部3年の時から描く事を始め
今日に至っています。2002年から二科展やそ
の他の公募展で多数受賞しています。海外で展示さ
れた絵もあります。15年間に描いた絵はたくさんあ
りますが、どの絵もその時の大希にしか描くことの
できない絵です。

幼少期から鉄道に強い興味を持ち、列車や信
号機、踏切り等鉄道に関する絵を描くように
なった。アクリル画や水彩画の他、ペーパークラフトや
乗車券のレプリカを作る等、創作範囲を広げている。

画像を見ながら描くが、決してそのものではな
い。細かいペン先を何回も往復させ、独特な色彩
を出す。今はとにかく花を好んで描いている。愛らしく
もあり、それでいて不気味さもある彼の世界がある。

ど
っ
し
り
と
椅
子
に
腰
か
け
テ
ー
ブ
ル
に
伏
せ
る

よ
う
に
、今
日
も
文
字
や
絵
を
想
う
が
ま
ま
に
綴

っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、ゴ
ミ
箱
に
ポ
イ
ッ
。し
わ

し
わ
の
メ
モ
帳
を
広
げ
た
ら
、小
林
ち
ゃ
ん
ワ
ー

ル
ド
が
、ど
ー
ん
と
飛
び
出
し
て
き
ま
し
た
。

なお丸

宮原裕美

１１９票

104票

渡邉あや

髙野博史

高橋 香

小幡海知生

相田大希

福島 尚

白田直紀

小林ちゃん

69票

61票

54票

50票

61票

56票

54票

34票

上
野
博
物
館
に
深
海
魚
を
見
に
行
き
、そ
こ
か
ら

今
回
の
魚
の
表
現
に
な
り
ま
し
た
。紙
を
15
枚
自

分
で
貼
り
合
わ
せ
て
、大
き
な
作
品
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

４ ３

４６

７

10

７

９
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そ
れ
ぞ
れ
の
深
ま
り
広
が
り
の
一
例
と
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
言
さ
れ
た

親
御
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

展
覧
会
は
、「
作
品
を
発
表
し
た
い
」「
仕
事
に
し
た
い
」と
創
作
に
励
ん

で
い
る
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
大
き
な
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、出

展
作
家
に
自
信
や
意
欲
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、施
設
職
員
や
家
族
、

同
じ
施
設
の
利
用
者
へ
も
変
化
や
成
長
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
展
覧
会
を
つ
く
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、鑑
賞
す
る（
み

ん
な
で
作
品
を
見
に
行
く
取
り
組
み
）、振
り
返
る（
感
想
を
語
り
合
う
）

ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
、作

家
・
施
設
職
員
・
家
族
・
施
設
の
利
用
者
・
来
場
者
・
地
域
の
人
た
ち
な
ど
、

様
々
な
人
を
結
び
つ
け
、多
面
的
に
深
ま
り
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
変
化
が
う
か
が
え
る
声
の一
部
を
、埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展

終
了
後
に
寄
せ
ら
れ
た
T
A
M
A
P
±
◯
メ
ン
バ
ー
の
感
想
か
ら
集
め
て

み
ま
し
た
。

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

●　
「
今
度
は
私
も
選
ば
れ
た
い
」「
展

示
し
た
い
」と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

●　
自
分
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い
な
く
て

も
、見
た
こ
と
で
刺
激
を
受
け
、自
分

の
中
に
反
映
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●　
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
力
、作
品
、可

能
性
を
広
く
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
、そ
れ
を
ど
う
伝
え
る
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

●　
職
員
も
展
覧
会
参
加
を
重
ね
る
こ

と
で
、い
ろ
い
ろ
な
刺
激
を
受
け
、み
ん

な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら
活
動

時
の
道
具
な
ど
を
工
夫
し
て
、楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

地
域
へ
の
広
が
り

●　
後
援
を
町
に
依
頼
し
た
こ
と
で
、当

施
設
で「
絵
を
描
い
て
い
る
」と
い
う
認

識
が
町
に
生
ま
れ
、挿
絵
依
頼
を
受
け

ま
し
た
。ま
た
、町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

作
品
を
展
示
し
な
い
か
と
い
う
誘
い
も

受
け
ま
し
た
。

●　
市
役
所
よ
り
作
品
を
挿
絵
に
使
用

し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

い
て
い
ま
し
た
が
、今
は
虫
の
絵
を

描
き
始
め
、影
響
を
受
け
た
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

家
族
の
変
化

●　
本
人
と
共
に
喜
び
、本
人
の
活
動

を
家
族
一
同
で
支
援
し
、そ
れ
が
、本

人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

●　
「
こ
の
よ
う
に
作
品
に
し
て
も
ら

え
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
。
喜

び
で
あ
り
自
慢
。近
隣
・
知
人
に
も
伝

え
た
。わ
が
子
は
基
本
的
に
変
わ
ら

な
い
が
、違
っ
た
面
が
あ
る
こ
と
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
う
親

御
さ
ん
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

作
品
を
見
に
き
た

施
設
利
用
者
や
職
員
の
変
化

●　
自
分
と
一
緒
に
働
い
て
い
る
人
の

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
一
緒

に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

●　
「
〜
さ
ん
の
作
品
が
よ
か
っ
た
」と

い
う
感
想
を
職
員
に
伝
え
て
く
れ
て

盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●　
見
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て「
自
分

も
展
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
絵
を
描

き
た
い
」と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

作
家
の
変
化

●　
耳
が
聞
こ
え
ず
発
語
も
な
い
方

だ
が
、「
飾
ら
れ
て
い
る
よ
！
」と
い
う

こ
と
を
職
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ

ま
し
た
。

●　
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、普
段

見
ら
れ
な
い
よ
う
な
満
面
の
笑
み
で
、

「
こ
れ
が
私
の
作
品
で
す
」と
、自
分

の
作
品
の
前
で
誇
ら
し
げ
に
し
て
い

る
姿
を
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

●　
普
段
自
分
の
作
品
に
対
し
て
消

極
的
な
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
、友
人

を
誘
っ
て
見
学
に
い
く
な
ど
、励
み
に

な
っ
た
よ
う
。

●　
作
品
を
一つ
ひ
と
つ
真
剣
に
見
て
い

る
様
子
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

●　
個
人
の
作
家
さ
ん
が
、他
の
出
展

作
家
と
出
会
う
こ
と
で「
自
分
も
こ

の
活
動
を
紹
介
し
て
、広
げ
て
い
き

た
い
」と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

●　
い
ろ
ん
な
人
の
作
品
を
見
た
こ
と

で
、と
て
も
刺
激
を
受
け
た
よ
う
。施

設
に
帰
っ
て
か
ら「
こ
ん
な
作
品
作
っ

て
み
た
い
な
」と
い
う
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

●　
展
覧
会
を
見
に
行
き
、と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
。い
つ
も
鳥
の
絵
を
描

展
覧
会
の
継
続
に
よ
り
み
え
て
き
た

作
家
・
施
設
職
員
・
家
族
・

施
設
の
仲
間
・
来
場
者
・
地
域
の
人
た
ち

そ
れ
ぞ
れ
の

深
ま
り
広
が
り

表
情
の
違
い
や
本
人
が
描
く
想
像
の
意

味
に
も
、
33
年
経
っ
て
よ
う
や
く
気
づ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

障
害
者
で
も
、
決
め
ら
れ
た
こ
と
に

従
え
る
子
が
良
い
子
。暴
れ
る
の
は
困
っ

た
子
。
悲
し
い
こ
と
に
、
親
も
そ
の
世

間
の
物
差
し
を
持
っ
て「
人
様
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
」と
の
願
い
で
、
彼
を

追
い
や
っ
て
い
ま
し
た
。

8
年
が
経
ち
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示

す
る
ご
縁
に
も
恵
ま
れ
、「
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
な
ん
て
や
さ
し
い
絵
な
ん
で
し
ょ

う
」と
い
っ
た
感
想
に
、
幸
せ
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
品
を
見
た
方

が
「
や
ら
れ
た
！
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

つ
い「
す
い
ま
せ
ん
」と
謝
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、そ
れ
は
い
い
意
味
だ
っ
た
様
で
、

「
絵
本
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
の
声

ま
で
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
閉
症
の
息
子
を
持
つ
母
親
で
す
。

息
子
は
、
就
労
Ｂ
型
事
業
所
で
、「
で

き
な
い
こ
と
」に
よ
り
精
神
を
患
い
、
行

け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
破
壊

行
為
な
ど
、
ど
う
に
も
で
き
な
い
状
態

に
、
私
は
何
も
し
て
や
れ
ず
、
生
き
る

の
も
辛
く
、
安
定
剤
ば
か
り
増
え
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、心
療
内
科
の
医
師
に
、

「
何
か
ほ
め
て
や
れ
る
こ
と
は
な
い
の
」

と
言
わ
れ
、
そ
う
言
え
ば
6
歳
の
頃
か

ら
毎
日
1
0
0
枚
位
絵
を
描
い
て
い
た

な
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
工

房
集
の
活
動
を
知
り
、
息
子
に
も
好
き

な
絵
を
描
か
せ
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
以
前
こ
の
障
害
者
ア
ー
ト
企

画
展
の
会
場
で
目
に
し
た
中
津
川
さ
ん

の
言
葉
に
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
今
日
の

お
話
し
に
出
て
い
た
「
一
本
の
線
で
も
、

障
害
に
負
け
な
い
で
一
所
懸
命
に
引
い

た
線
は
違
う
」
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の

頃
、
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
線
の

｜
言
葉
と
出
会
い
に
救
わ
れ
て

支
え
る
家
族
の
想
い
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無回答 13％

6 1％
はいいいえ 26％

0

5

10

15

20

25
（％）

10
代

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代
以
上

無
回
答

会
社
員

自
営
業

公
務
員

学
校
関
係
者

福
祉
関
係
者

美
術
関
係
者

主
婦

学
生

そ
の
他

無
回
答

0
5
10
15
20
25
30
（％）

0

10

20

30

40

50

友
人
・
知
人
・

家
族
の
紹
介

チ
ラ
シ

施
設
・
学
校
・
職
場

か
ら
の
案
内

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

そ
の
他

無
回
答

（％）

メ
ー
ル

（神奈川県　新潟県　栃木県）

93％

埼玉県

東京都　1％

その他　2％

無回答　4％

61％

女

無回答　2％

37％

男

0

10

20

30

40

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代
以
上

無
回
答

（％）

会
社
員

自
営
業

公
務
員

学
校
関
係
者

福
祉
関
係
者

美
術
関
係
者

主
婦

学
生

そ
の
他

無
回
答

0
5
10
15
20
25
30
35
（％）

0

10

20

30

40

50

友
人
・
知
人
・

家
族
の
紹
介

チ
ラ
シ

施
設
・
学
校
・
職
場

か
ら
の
案
内

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

そ
の
他

無
回
答

（％）

メ
ー
ル

いいえ 26％

無回答 1％

7 3％
はい

（千葉県　神奈川県　群馬県）

81％

6％

埼玉県

東京都

その他　6％

無回答
6％

77％

女

23％

男

【感想】
●　とても和気あいあいとした雰囲気で楽しい時間でした。
●　食事をとりながらのんびりした雰囲気で作品を楽しむことができた。
●　一つひとつの作品をじっくり見れるような配慮がなされている感じを受けました。
●　会場の雰囲気がとてもよく、作品がよく映えていました。ピアノの演奏が生で
聴けて、とてもよかったです。

●　どの作品もそれぞれの世界観が見られつつも自由な表現と色彩豊かなもの
ばかりです。

●　全体的にレベルが上がったような気がする。
●　今後とも、各施設がタイアップして、より多くの感動を発信してください。
●　事情はいろいろあるかもしれないけれど、もっと作品を売っていいと思います。
この展覧会に並んだ作品たちには十分にその価値があるように感じました。

●　どの作品もオリジナルのその人らしさが出ているものばかりだと思いました。
作品に囲まれて食事ができるのは良いと思いましたが、食べている人のあい
だをぬって作品を見るのは少し気まずかった。(作品を近くで見たかったから）

●　みなさんの作品からエネルギーを感じます。いつも展示されているといいな
あと思いました。

●　僕の絵も飾られるようにがんばります。

【感想】
●　グッズがどれもかわいくてよかったです。来年も楽しみにしています。
●　いつも来ると、素敵な作品に出会えるので、作品展を楽しみにしています。
●　野菜販売のテント、良かったです。
●　思わず買ってしまう素敵な展示でした。プレゼントにもすてきです。
●　企画力と商品力がとてもステキです！
●　織り・グッズ展毎年楽しみにしています。障害者アートであることを抜きにして
も、作品（商品）の仕上がりの質が高く値段以上のものであると思います。何
が飛び出すかわからないところも、毎年の楽しみの一つです。

●　多様な作品があり、十分に楽しむことができた。作品はいずれも色彩豊かで丁
寧なもので、値段も妥当だと思った。このような作品展で重要なのは、同情心
で購入してもらうのではなく、作品の質と価格を納得して購入してもらうこと
だと思う。

●　ギャラリーとアトリエが一緒になっていて、とても面白い展示の仕方だと思い
ました。

●　ケーキも毎回美味しいです。集カフェのファンです。
●　どの作品（グッズ）も輝いて見えました。作品だけ見るのではなく、その背景や
作者(人）をまず大事にされているということを改めて感じました。

ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

1２

「
う
ふ
っ　
埼
玉
で
こ
ん
な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た　
」　

　

＠
春
日
部
市

「
う
ふ
っ　
埼
玉
で
こ
ん
な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た　
」

織
り
＆
グ
ッ
ズ
展　
ツ
グ
ズ
ム
ズ
10　
　
＠
川
口
市 ①

障
害
者
ア
ー
ト
の

展
覧
会
を
観
た
事

が
あ
り
ま
す
か
？

④
年
代

②
性
別

⑤
職
業

③
ど
ち
ら
か
ら
お
越
し
で
す

か
？

⑥
来
館
き
っ
か
け

①
障
害
者
ア
ー
ト
の

展
覧
会
を
観
た
事

が
あ
り
ま
す
か
？

④
年
代

②
性
別

⑤
職
業

③
ど
ち
ら
か
ら
お
越
し
で
す

か
？

⑥
来
館
き
っ
か
け

※グラフの数値は小数点以下四捨五入換算(以下同様)

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅱ 
４
つ
の
展
覧
会
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会
社
員

自
営
業

公
務
員

学
校
関
係
者

福
祉
関
係
者

美
術
関
係
者

主
婦

学
生

そ
の
他

無
回
答

0
5
10
15
20
25
30
35（％）

（％）

友
人
・
知
人
・

家
族
の
紹
介

施
設
・
学
校
・
職
場

か
ら
の
案
内

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

そ
の
他

無
回
答

チ
ラ
シ

0

10

20

30

40

50

62％

女

無回答
4％

34％

男

その他　1％

0
5
10
15
20
25
30

9
歳
以
下

10
代

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代
以
上

無
回
答

（％）

会
社
員

自
営
業

公
務
員

学
校
関
係
者

福
祉
関
係
者

そ
の
他

無
回
答

0
5
10
15
20
25
30
35
（％）

0

10

20

30

40

50

友
人
・
知
人
・

家
族
の
紹
介

チ
ラ
シ

施
設
・
学
校
・
職
場

か
ら
の
案
内

そ
の
他

無
回
答

（％）

いいえ 10％

無回答 13％

7 8％
はい

48％

女

その他
3％

50％

男

90％

埼玉県

県外 10％

0

5

10

15

20

25
（％）

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代
以
上

いいえ 27％

無回答 13％

6 0％
はい

（その他…千葉県・茨城県・神奈川県・
　　　　　愛知県・栃木県・長野県等）

82％

東京都 5％
埼玉県

その他　7％

無回答
6％

【感想】
●　共感する世界がたくさんあって、とてもドキドキしながら楽しめました。生身の
人間のエネルギーをリアルに感じます。

●　発想が豊かで、見る方の感覚も広がる思いがします。
●　夢中で作品に取り組んだその様子まで目に浮かんできます。
●　新しく知る作家さんに刺激を受けたり、知っていた作家さんの表現の変化に
驚いたりしました。

●　なんだかわからない。バリバリヤバイ。ものすごい衝撃を受けました。
●　私ももっと自分を表現しても良いんだ！と元気をもらいました。
●　本人に会ってみたいと思う作品もあった。
●　作家さんが自身の作品の説明を誇らしげにされているのも印象的でした。
●　こんな材料があったんだ、こんな使い方があったんだと技法を知れる上に、
こんな飾り方があったんだと見せ方も勉強になります。

●　日常の作者の方の手から生まれるもの、ちぎられた紙コップや、小さく破った
段ボールを丸めたものなどは見ていてストーリーを感じられました。展示も工
夫されていて、とても素敵でした。

●　彼らの独特の表現にずーっと寄り添って、アートとして完成させているスタッフ
の方々の尽力に頭が下がりました。

●　去年は走り回っていた4歳の娘がとてもよく見ていて「ステキ」と。自分も作っ
てみたいと刺激を受けていました。

●　表現の自由を実感する1日でした。子どもたちにも大変良い刺激になりました。

【感想】
●　多彩な作品群には感心するばかり。その中で今回は宮原さん、福島さんの特
異な才能に触れることができた。特定の題材に対する徹底したこだわりの深
さに底知れない才能を感じる。

●　もっとＰＲをしてより多くの人に来てもらえるように市町村の広報に日時場所
などをＰＲしてみては？　教育委員会などに働きかけてみてはどうでしょうか？
他市町村（埼玉県内）で企画してください！

●　素晴らしい作品展を見せていただきありがとうございました。ただただ感動す
るばかりです。表現力の力強さに圧倒されました。何だか元気になれました！

●　どんな障害があっても材料や規格にこだわらず、はみ出てしまう作品も是非
作者の宝として大事にしてください。

●　独特の色彩感覚な作品が多く楽しかったです。制作過程も見てみたいと思いま
した。毎回とても楽しませていただいているので、多くの作品をこれからも出展
していただきたいと思います。制作者やスタッフの皆様、ありがとうございます。

●　みなさんの生き生きとした姿や作品に感動しました。本日はうかがえてよかっ
たです。スタッフの方々や会場の温かさが大変心地よかったです。また楽しみ
にしております。

●　ギャラリー呼友館の展示、壁の色、ライト（白熱灯）の柔らかな光が展示を引き
立てていてとても良かった。展示もとても良かった。

●　障害者アートは継続が大切。継続を宜しくお願い致します。

「
う
ふ
っ　
埼
玉
で
ま
た
ま
た
こ
ん
な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た　
」

＠
川
越
市

３

第
８
回
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展

「
う
ふ
っ　
埼
玉
で
こ
ん
な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た　
」　
＠
さ
い
た
ま
市

4

①
障
害
者
ア
ー
ト
の

展
覧
会
を
観
た
事

が
あ
り
ま
す
か
？

④
年
代

②
性
別

⑤
職
業

③
ど
ち
ら
か
ら
お
越
し
で
す

か
？

⑥
来
館
き
っ
か
け

①
障
害
者
ア
ー
ト
の

展
覧
会
を
観
た
事

が
あ
り
ま
す
か
？

④
年
代

②
性
別

⑤
職
業

③
ど
ち
ら
か
ら
お
越
し
で
す

か
？

⑥
来
館
き
っ
か
け

Ⅱ 
活
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展
覧
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ケ
ー
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子
さ
ん
が
、親
た
ち
も
巻
き
込
み
発

足
し
ま
し
た
。「
時
間
と
場
を
共
有

し
て
楽
し
む
こ
と
」「
一
人
ひ
と
り
を

尊
重
し
て
活
か
す
可
能
性
を
探
る
こ

と
」
を
大
切
に
、17
年
間
、定
期
公
演

な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

そ
の
理
念
と
実
践
に
も
と
づ
く
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
り
、み
ん
な
で
楽
し
く

動
く
こ
と
か
ら
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

の
動
き
が
広
が
り
、表
現
の
可
能
性

が
引
き
出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
様
々
な
動
き
を
繰
り

返
す
中
で
、個
々
の
表
現
が
自
信
を

得
た
よ
う
な
力
強
さ
を
持
ち
始
め
、

ま
た
、他
者
や
み
ん
な
と
一
緒
に
動
き

を
楽
し
む
中
で
、周
り
を
感
じ
な
が

ら
表
現
す
る
よ
う
に
な
り
、一
見
、バ

ラ
バ
ラ
な
動
き
に
も
一
体
感
が
生
ま

れ
て
い
き
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
の
始
ま
る
瞬
間
、

そ
こ
に
は
、
す
べ
て
の
人
に
等
し
く

そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
さ
が
あ
っ
て
、
そ
の
瞬
間

私
達
は
、
共
に
生
き
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

こ
こ
に
刻
も
う
…

刻
み
に
い
く
ぞ̶

ぼ
く
た
ち
の
ダ
ン
ス
！

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅲ 
新
た
な
挑
戦 

ダ
ン
ス
W
S
＆
公
演

　

今
年
度
は
、美
術
以
外
の「
新
た
な

可
能
性
の
発
掘
」
を
目
的
に
ダ
ン
ス

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
公
演
を
行
い

ま
し
た
。T
A
M
A
P
±
〇
参
加
施

設
か
ら
募
っ
た
16
名
が
、9
月
か
ら

4
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
。12

月
の
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展

で
開
催
す
る
公
演
を
目
指
し
、一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
表
現
を
模
索
し
な
が

ら
、み
ん
な
で
一
つ
の
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
、加
須
市
を
拠
点
に
活
動

す
る
「
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
」
の
主
宰
・

竹
中
幸
子
さ
ん
に
依
頼
。ベ
ス
ト
プ

レ
イ
ス
は
、10
代
か
ら
70
代
の
メ
ン

バ
ー
が
、障
害
の
有
無
や
性
別
、年
齢

の
枠
を
超
え
て
活
躍
す
る
ダ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
で
す
。当
初
は
、重
い
知
的
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

親
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
で

し
た
が
、指
導
を
頼
ま
れ
た
竹
中
幸

表現の発信

ダンスワークショップ＆公演

47 46



みんなとふれあい
だんだん慣れ

笑顔が出てきている

みんな積極的に動き
まとまりができてきた

公演を意識しながらも即興性を大切に、
協力し合ってダンスを形にしていきまし
た。

ゲネプロ。これまで同様、全身の動きを開
放したり、他者や全体と動きでコミュニケ
ーションを図ったりするウォーミングアッ
プの後、本番の流れやパートの動きを確
認しました。

第４回ＷＳ
11/28（火）
＠川口太陽の家
（川口市）

第3回ＷＳ
11/14（火）
＠さわやか活動館
（川越市）

4

3
初回は、日常の動作やしぐさなど様々
な動きとその発見を楽しみました。人の
動きに反応したり、メンバー同士の関係
を築いたり、自分の表現を探りながら、
動きをダンスにしていきました。

まだまだ
ぎこちないけど
がんばっている

自由に一緒に動きながら
何かを感じとっていったよう

初回同様、自由に体を動かすことを基本
に、公演に向けて本番の構成や流れをつ
かみながら、ダンスパートの練習も進め
ていきました。

第2回ＷＳ
10/24（火）
＠キャッスルきさい
（加須市）

第1回ＷＳ
9/10（日）
＠キャッスルきさい
（加須市）

2 1

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅲ 
ダ
ン
ス
W
S
＆
公
演
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第
8
回
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
「
う
ふ
っ
　
埼
玉
で
こ
ん
な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た　

」
関
連
企
画

「
あ
は
っ　

埼
玉
で
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
ち
ゃ
っ
た　

」

　

そ
し
て
本
番
。
タ
マ
ッ
プ
ダ
ン

サ
ー
ズ
（
W
S
参
加
者
）
と
ベ
ス
ト

プ
レ
イ
ス
の
メ
ン
バ
ー
24
名
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
約
40
分
間
の
ダ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
演
。会
場
の
美

術
館
・
講
堂
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の

観
客
の
前
で
、一
人
ひ
と
り
が
堂
々

と
個
性
溢
れ
る
ダ
ン
ス
を
披
露
。多

彩
な
表
現
が
調
和
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
舞
台
を
つ
く
り
上
げ
ま
し

た
。
本
番
前
は
、緊
張
し
た
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た
が
、終
了
後
は
、全

員
が
大
仕
事
を
終
え
た
よ
う
な
達

成
感
に
満
ち
た
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。観
客
か
ら
は
、「
わ
ず
か
4
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
の
に
凄
い
！
」

「
み
ん
な
表
情
が
真
剣
で
か
っ
こ
よ

か
っ
た
！
」「
多
様
な
表
現
に
感
動

し
た
」
と
い
っ
た
声
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、一
連
の
ダ
ン

ス
活
動
は
、参
加
者
を
は
じ
め
担
当

者
や
周
囲
の
人
た
ち
に
も
、い
い
影

響
を
も
た
ら
し
た
よ
う
で
す
。

振
付
・
構
成     

竹
中
幸
子（
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
主
宰
）     

舞
台
監
督      

杉
江
尚
子

出　

演      

　
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス

タ
マ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
ズ（
伊
藤 

裕
・
片
波
見
知
代
・
阿
部
美
幸
・
高
谷
こ
ず
え
・

白
井
美
帆
・
水
島
理
佳
・
藤
咲
恵
里
・
内
野
良
美
・
加
茂
智
史
・
宮
原
貴
晃
・

小
林
正
人
・
飯
塚 

毅
・
金
子
正
義
・
福
田 

拡
・
野
澤 

健
・
杉
浦
純
子
）

ダ
ン
ス
公
演

12

sun
10

Ⅱ 
活
動
報
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ⅲ 
ダ
ン
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W
S
＆
公
演
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Ⅱ 

活
動
報
告　

ⅲ 
ダ
ン
ス
W
S
＆
公
演
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観
客
の
感
想

●
笑
顔
が
す
ご
く
あ
ふ
れ
て
い
た
素
晴
ら
し
い
踊
り
で
し
た
。

●
み
ん
な
が
主
人
公
に
な
っ
て
生
き
生
き
し
て
い
ま
し
た
。

●
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く
表
現
し
て
い
て
、と
て
も
楽
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

●
一
人
ひ
と
り
の
表
情
も
身
体
の
動
き
も
と
っ
て
も
素
敵
で
し
た
。

●
体
で
表
現
す
る
こ
と
の
喜
び
を
共
感
で
き
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

●
非
常
に
躍
動
感
が
あ
り
、生
き
る
喜
び
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

ま
し
た
。

●
表
現
力
の
多
様
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。私
も
ダ
ン
ス
が
し
た

く
な
り
ま
し
た
！

●
表
現
と
い
う
も
の
の
自
由
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●
わ
ず
か
な
練
習
時
間
で
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き

る
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

●
自
分
の
施
設
で
も
活
動
の
中
で
身
体
表
現
を
取
り
入
れ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
舞
台
表
現
の
面
白
さ
は
目
を
離
せ
な
い
こ
と
、も
っ
と
見
て
い

た
い
と
思
う
こ
と
、ま
た
見
た
い
と
思
う
こ
と
。今
日
の
公
演

に
は
、そ
の
す
べ
て
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
な
ど
の
様
子
や
変
化

●
Ｗ
Ｓ
前
日
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
体
中
で
表
現
し
て
い
た
。

●
変
則
的
な
日
課
を
好
ま
な
い
方
で
最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た

が
、次
第
に
他
の
人
と
関
わ
り
を
持
ち
Ｗ
Ｓ
前
に
は
「
楽
し
み

だ
ね
、よ
ろ
し
く
！
」
と
話
し
て
い
た
。

●
元
々
仲
良
し
の
２
人
。一
緒
に
参
加
し
て
さ
ら
に
仲
が
深
ま
り
、

「
ダ
ン
ス
楽
し
み
だ
ね
」
と
話
し
、チ
ラ
シ
の
名
前
を
見
て
喜

ん
で
い
た
。

●
は
じ
め
は
少
し
恥
ず
か
し
い
様
だ
っ
た
が
次
第
に
慣
れ
、Ｗ
Ｓ

会
場
に
着
く
と
「
会
い
た
か
っ
た
よ
」
と
笑
顔
で
み
ん
な
の
側

に
行
き
、い
ろ
ん
な
人
と
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

●
障
害
ゆ
え
に
う
ま
く
体
を
動
か
せ
な
い
が
、練
習
を
重
ね
る
度

に
、他
の
人
を
参
考
に
し
て
い
る
の
か
、大
き
く
体
を
動
か
す

な
ど
、よ
り
広
い
空
間
で
ダ
ン
ス
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

●
公
演
に
参
加
す
る
と
い
う
目
標
が
で
き
、励
ま
さ
れ
た
り
声
を

か
け
ら
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
、生
き
生
き
と
し
た
表
情

が
多
く
見
ら
れ
た
。

●
Ｗ
Ｓ
で
は
毎
回
違
う
動
き
を
み
せ
、本
番
で
は
観
客
席
で
ダ
ン

ス
を
披
露
し
会
場
の
笑
顔
を
誘
い
驚
か
せ
て
く
れ
た
。

●
本
番
後
、「
楽
し
か
っ
た
！
ま
た
や
り
た
い
！
」
と
の
感
想
が
聞

か
れ
た
。

●
記
録
し
た
動
画
を
楽
し
そ
う
に
見
て
い
る
。

●
い
つ
も
一
人
で
踊
っ
て
い
た
が
、こ
れ
を
機
に
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス

に
入
会
。休
日
の
余
暇
に
好
き
な
ダ
ン
ス
が
加
わ
り
、家
族
も

喜
び
応
援
し
て
い
る
。

●
日
常
に
張
り
合
い
が
出
て
明
る
く
な
り
、家
族
か
ら
の
反
響
も

担
当
職
員
の
期
待
感
も
予
想
以
上
に
高
ま
っ
た
。

●
普
段
は
人
前
で
何
か
を
発
表
す
る
機
会
が
な
い
た
め
、本
人
の

が
ん
ば
る
姿
や
楽
し
ん
で
い
る
表
情
を
見
て
家
族
も
喜
ん
で

い
た
。

●
施
設
か
ら
大
勢
応
援
に
か
け
つ
け
、終
演
後
「
良
か
っ
た
」「
感

動
し
た
」
と
声
を
か
け
ら
れ
喜
ん
で
い
た
。

●
施
設
内
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
、寄
せ
書
き
を
募
り
、が
ん
ば
っ

て
と
い
う
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

●
施
設
の
他
の
仲
間
も
、Ｗ
Ｓ
に
出
か
け
る
仲
間
の
嬉
し
そ
う
な

表
情
を
見
て
「
い
い
な
ぁ
〜
」「
ど
ん
な
こ
と
し
て
る
の
？
」
と

興
味
深
々
で
、公
演
を
「
見
た
い
！
」
と
い
う
仲
間
も
い
た
。

担
当
者
の
気
づ
き

●
日
常
の
空
間
で
は
様
々
な
「
で
き
な
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
直
結

し
て
い
る
形
と
動
き
な
の
に
、舞
台
空
間
で
は
強
い
「
何
か
」

を
宿
し
た
身
体
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
、

と
て
も
興
味
深
い
発
見
に
な
っ
た
。

●
一
人
ひ
と
り
か
ら
踊
る
喜
び
や
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
、そ

の
強
い
思
い
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

●
好
き
な
も
の
に
取
り
組
む
大
切
さ
や
楽
し
さ
が
見
て
い
る
人

に
も
伝
わ
る
こ
と
を
会
場
で
実
感
し
た
。

●
知
ら
な
い
人
の
輪
に
す
ん
な
り
入
り
込
め
る
チ
カ
ラ
が
と
て

も
凄
い
と
感
じ
た
。

●
普
段
と
は
違
っ
た
楽
し
そ
う
な
表
情
が
見
ら
れ
、「
こ
ん
な
こ

と
も
で
き
る
ん
だ
」
と
い
う
可
能
性
を
発
見
で
き
た
。

●
難
し
い
顔
を
し
て
考
え
な
が
ら
踊
る
と
い
う
経
験
も
良
か
っ

た
と
思
う
。

●
見
え
な
い
連
帯
感
も
感
じ
ら
れ
、協
調
し
て
助
け
合
っ
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

●
職
員
も
同
様
に
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
、喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。

●
他
の
施
設
の
方
と
の
交
流
が
持
て
、参
加
が
楽
し
み
に
な
っ
て

い
っ
た
。

●
み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
「
身
体
」
と
い
う
素
材
を
こ
れ
か
ら
も

表
現
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

●
継
続
す
る
こ
と
で
、今
後
の
生
活
が
、よ
り
豊
か
に
色
づ
く
よ

う
に
思
う
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
表
現
体
育
専
攻
卒
業
。
聖
心

女
子
学
院
教
諭
、県
立
川
越
女
子
高
校
非
常
勤
講
師
等
を
経
て
、

ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
シ
ュ
タ
ン
ゲ
、ア
ダ
ム
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
ら
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
触
発
さ
れ
、障
が
い
の
あ
る
方
を
含
む
ダ
ン
ス
グ
ル
ー

プ
「
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
」
を
2
0
0
0
年
に
立
ち
上
げ
る
。ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
指
導
者
養
成
コ
ー
ス
修
了
。
障
が

い
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、港
区
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
事
業
に
よ
る
区
内

10
数
か
所
の
保
育
園
、群
馬
県
女
子
体
育
連
盟
夏
期
講
習
会
な
ど

で
健
常
・
障
が
い
の
子
ど
も
や
教
職
員
な
ど
幅
広
い
人
々
を
対
象

に
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
。
復
興
支
援
と
し
て
、南
相
馬

で
の
保
育
園
、仮
設
住
宅
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
経

験
を
持
つ
。自
身
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
活
動
に
加
え
、2
0
0
7
年

よ
り
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
単
独
公
演
を
年
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
始
。

2
0
1
0
年
松
島
誠
氏
、2
0
1
5
・
2
0
1
6
年
鈴
木
ユ
キ
オ

氏
、2
0
1
7
年
作
曲
家
新
垣
隆
氏
と
の
共
演
を
実
現
。
常
に
新

し
い
可
能
性
を
探
り
続
け
て
い
る
。

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

竹
中 

幸
子 

（
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
主
宰
）



●
今
、巷
に
様
々
な
展
覧
会
が
溢
れ
、評
論
家
も
美
術
界
も
「
作
品
評
価
を
ど

う
考
え
た
ら
い
い
か
」
戸
惑
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

●
そ
も
そ
も
現
代
芸
術
に
は
、何
だ
か
わ
か
ら
ず
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
し

ま
い
そ
う
な
作
品
が
、た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。一
般
的
に
「
き
れ
い
」
と
評
価

さ
れ
る
作
品
は
「
も
う
つ
ま
ら
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
私
の
よ
う
な
美
術
関

係
者
は
、そ
う
い
っ
た
ゴ
ミ
の
よ
う
な
作
品
を
本
心
か
ら
「
素
晴
ら
し
い
」

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
観
点
か
ら
本
展
ほ
ど
ゴ
ミ
の
よ
う
な
作
品
（
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て

し
ま
い
そ
う
な
素
晴
ら
し
い
作
品
）
が
出
て
い
る
展
覧
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時
：
2
0
1
7
年
12
月
9
日
（
土
）
10
：
00 

〜 

16
：
00 

会
場
：
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
講
堂　

定
員
：
1
0
0
名

対
象
：
福
祉
、教
育
、ア
ー
ト
に
関
わ
る
方
、行
政
、企
業
、そ
の
他
関
心
の
あ
る
方

﹇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
般
に
関
す
る
感
想
﹈

●
ア
ー
ト
と
福
祉
が
も
っ
と
寄
り
添
え
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
福
祉
そ
の
も
の
の
見
方
も
変
わ
り
ま
す
。
福
祉
の
実
践
と
し
て
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

●
た
い
へ
ん
面
白
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
本
気
度
、
悩
み
、テ
ー
マ
が
交
わ

り
、白
熱
し
た
様
子
は
シ
ョ
ー
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

﹇
感
想
﹈

●
た
だ
の
ゴ
ミ
と
思
わ
れ
て
い
る
も
の
で
も
ア
ー
ト
作
品
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
話
に
大
変

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

●
美
に
対
す
る
価
値
観
は
あ
く
ま
で
一
個
人
的
な
こ
と
で
あ
っ
て
い
い
と
改
め
て
確
信
が
持
て
ま
し

た
。（
あ
る
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
も
思
う
）
こ
の
「
？
」
は
生
き
て
い
く
上
で
の
糧
だ

と
信
じ
て
い
ま
す
。

●
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
自
分
の
ア
ン
テ
ナ
に
引
っ
か
か
っ
た
も
の
を
信
じ
、
何
か
を
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
時
の
感
動
や
感
想
を
、学
校
で
も
社
会
で
も
、も
っ
と
自
由
に
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

前
山
裕
司
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
の
準
備
室
時
代
か
ら

同
館
に
勤
務
。
1
9
8
8
年
「
動
き
の
表
現
」

に
始
ま
り
長
年
、
同
館
で
数
々
の
展
覧
会
を
企

画
。
ま
た
、ブ
ダ
ペ
ス
ト
と
モ
ス
ク
ワ
を
巡
回
し

た
2
0
0
3ｰ

0
4
年
「
心
の
在
り
処
」
を
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
。
2
0
0
9
年
「
障
害
者
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
実
行
委
員
を
務
め
て
以
降
、

今
年
度
ま
で
「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画

展
」
に
携
わ
り
、ま
た
、2
0
1
2
年
「
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ポ
ネ
展
」
、
2
0
1
5
年
は

埼
玉
、札
幌
、高
知
、福
山
を
巡
回
し
た
障
害
者

ア
ー
ト
の
展
覧
会
「
す
ご
い
ぞ
、こ
れ
は
！
」
を

企
画
。
2
0
1
6
年
は
国
立
新
美
術
館
の
展
覧

会
「
こ
こ
か
ら
―
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
障
害
を

考
え
る
3
日
間
」
を
全
体
監
修
し
た
。

　

埼
玉
県
内
の
表
現
活
動
や
支
援
の
取
り
組
み
を
参
加
者
と
共
に
多
角
的

に
考
察
す
る
支
援
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
単
に
情
報
や
知
識
を
得
る
の

で
は
な
く
、
登
壇
す
る
美
術
や
教
育
の
専
門
家
、
福
祉
従
事
者
の
話
か
ら
、

表
現
活
動
や
支
援
は
も
と
よ
り
活
動
の
広
が
り
や
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
も
、

共
に
考
え
る
場
と
な
る
よ
う
対
談
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
企
画
し

ま
し
た
。
昨
年
度
に
続
き
定
員
を
超
え
、
障
害
の
あ
る
子
を
持
つ
親
や
、
福

祉
分
野
以
外
か
ら
の
参
加
も
多
く
、県
内
に
お
け
る
障
害
者
芸
術
文
化
活
動

へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

第
8
回
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
「
う
ふ
っ
♥
埼
玉
で
こ
ん
な
の
み
つ
け
ち
ゃ
っ
た
♪
」
関
連
企
画

障
害
者
芸
術
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
埼
玉
県
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る
」

１そ
れ
を
出
せ
る
自
由
さ
が
あ
る
。
何
が
出
て
き
て
も
び
っ
く
り
し
な
い
。
そ

れ
を
誇
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

●
作
品
の
評
価
に
つ
い
て
、「
作
者
の
考
え
を
読
み
取
ら
な
い
と
い
け
な
い
」

と
勘
違
い
し
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
学
芸
員
な
ど
美
術
を
学
ん

だ
人
間
は
、「
作
者
を
考
え
る
な
」
と
教
わ
っ
て
い
ま
す
。一
旦
、作
者
を
切

り
離
し
、作
品
だ
け
で
評
価
す
る
。「
本
人
は
評
価
さ
れ
た
く
な
い
の
に
勝

手
に
評
価
し
て
」
と
文
句
を
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
も
そ
も
美

術
は
、そ
う
い
う
も
の
で
す
。

●
美
術
界
で
の
評
価
に
、決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
み
ん
な
が
好
き
か
」
が
一

つ
の
基
準
に
は
な
り
ま
す
が
、そ
れ
は
「
有
名
か
ど
う
か
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
有
名
画
家
の
作
品
に
も
駄
作
は
山
ほ
ど
あ
る
。

●
つ
ま
り
美
術
界
で
は
、み
ん
な
勝
手
に
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
古
今
東
西
、

評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
作
品
を
探
し
、
勝
手
に
評
価
し
て
き
ま

し
た
。
美
術
と
は
、そ
う
い
っ
た
も
の
。
そ
し
て
、そ
の
「
誰
も
評
価
し
て
な

く
て
も
評
価
す
る
こ
と
」
が
大
切
な
こ
と
で
す
。

●
大
事
な
の
は
、み
ん
な
が
同
じ
評
価
を
す
る
の
で
は
な
く
、自
分
が
い
い
と

思
う
か
、好
き
か
ど
う
か
、作
品
を
「
愛
せ
る
か
ど
う
か
」
が
ポ
イ
ン
ト
。
私

は
、そ
れ
が
評
価
の
基
本
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
そ
の
自
分
の
ア
ン
テ
ナ
に
引
っ
か
か
っ
た
作
品
を
、同
じ
よ
う
に
評
価
し
て

く
れ
る
人
が
、ど
こ
か
に
必
ず
い
る
も
の
で
す
。

●
障
害
の
あ
る
人
の
作
品
展
で
は
、作
品
を
評
価
す
る
こ
と
で
、作
者
や
家
族

の
生
活
に
介
入
し
、そ
れ
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
評
価
は
期

待
を
生
み
、ま
た
、周
り
の
人
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
こ
と
も
、知
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
。

１ 

基
調
講
演
「
好
き
と
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」

前
山
裕
司
（
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
）

　

美
術
界
の
人
は
作
品
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は

ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
な
い
の
で
、勘
違
い
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
時
も
あ
り

ま
す
。
決
ま
っ
た
基
準
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

誰
も
が
感
じ
る
、好
き
、嫌

い
と
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
以
下
、要
点
の
み
整
理
・
編
集
し
て
掲
載

●
そ
し
て
、そ
れ
を
恐
れ
ず
、「
評
価
す
べ
き
も
の
を
評
価
す
る
」
。
そ
れ
が
、

美
術
関
係
者
の
と
る
べ
き
道
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅳ 
学
び
広
げ
る 

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
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２ 
対
談
「
重
い
障
害
の
あ
る
人
の
表
現
と
は
」

　

本
展
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
に
長
く
関
わ
る
法
人
総
合

施
設
長
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、障
害
の
あ
る
人
の
表
現
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
し
た
。

中
津
川
浩
章
（
美
術
家
、ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

松
本 

哲
（
み
ぬ
ま
福
祉
会
総
合
施
設
長
）

中
津
川
：
本
展
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
７
年
続
け
、作
品
が
変
化
し
て
い
る
な
と

感
じ
ま
す
。前
山
さ
ん
の
話
に
あ
っ
た
「
ゴ
ミ
の
よ
う
」
だ
け
れ
ど
心
動
か
さ
れ

る
作
品
も
増
え
て
い
る
。そ
れ
は
美
術
的
な
視
点
だ
け
で
は
な
く
、福
祉
の
現
場

の
視
点
や
価
値
観
を
取
り
込
み
選
考
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
選
考
会
で
は
、美

術
的
な
視
点
で
直
観
的
に
気
に
な
っ
て
い
た
何
か
が
、そ
の
生
み
出
さ
れ
る
背

景
を
聞
い
て
鮮
明
に
な
り
納
得
で
き
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。自
分
勝
手
に

評
価
し
な
が
ら
も
「
こ
れ
何
だ
ろ
う
」
と
み
ん
な
で
考
え
議
論
す
る
と
見
え
て

く
る
。そ
こ
に
は
、人
間
が
生
き
て
い
る
感
覚
や
目
に
見
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
。特
に
障
害
の
重
い
人
の
作
品
で
は
、そ
れ
が
ビ
ビ
ッ
ド
に
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
展
覧
会
は
そ
の
揺
れ
も
含
め

て
、そ
の
時
の
自
分
た
ち
の
考
え
や
感
覚
が
、鏡
の
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
る
も
の

だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

新
た
な
価
値
と
の
出
会
い

松
本
：
ま
ず
、こ
れ
だ
け
多
く
の
事
業
所
が
表
現
活
動
に
つ
い
て
一
緒
に
取
り

組
む
時
代
に
な
り
、
活
動
が
点
か
ら
面
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。
そ
し
て
、「
ゴ

ミ
の
よ
う
」
と
捨
て
ら
れ
て
い
た
作
品
を
問
え
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
に
隔

世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
の
現
場
で
も
「
ま
た
壊
し
た
、ゴ
ミ
を
増
や
さ
れ

た
…
」
だ
か
ら
「
そ
れ
し
か
で
き
な
い
人
」
と
し
て
そ
の
行
為
や
存
在
が
否
定

さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
太
陽
の
家
」
に
は
、
そ
ん
な
既
存
の
物
差
し
の
評
価
に

よ
り
傷
つ
き
肯
定
感
を
喪
失
し
た
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
来
ま
す
。
そ
の
既
存

の
物
差
し
に
は
ま
ら
な
い
人
た
ち
の
仕
事
を
模
索
す
る
中
か
ら
表
現
活
動
が

生
ま
れ
、今
に
至
り
ま
し
た
。
中
津
川
さ
ん
は
、お
互
い
が
30
代
の
頃
か
ら
福

祉
と
は
違
う
立
場
で
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、何
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

中
津
川
：
最
初
は
、
作
品
が
面
白
か
っ
た
か
ら
。
表
現
活
動
を
し
て
い
る
施

設
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
時
代
、
通
常
の
美
術
と
は
違
う
と
こ
ろ
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
作
品
が
と
て
も
魅
力
的
で
、「
ど
う
し
て
？
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
か

ら
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、ど
ん
ど
ん
美
術
や
自
分
の
概
念
が
壊
さ
れ

「
人
間
と
は
」
と
い
っ
た
存
在
論
的
な
疑
問
に
謎
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

特
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
の
表
現
に
は
、そ
の
謎
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
だ
か

ら
「
ゴ
ミ
の
よ
う
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
行
為
の
痕
跡
の
よ
う
な
も
の
に
も
ひ

か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

松
本
：
当
初
、彼
ら
の
作
品
の
良
さ
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
私
を
、表
現
活
動
に

駆
り
立
て
た
の
は
、
既
存
の
内
職
仕
事
に
は
ま
ら
な
い
人
た
ち
の
主
体
的
に

見
え
る
生
き
生
き
と
し
た
姿
で
し
た
。
け
れ
ど
、「
う
ち
の
子
は
何
も
で
き
な

い
。
迷
惑
し
か
掛
け
ら
れ
な
い
」
と
一
旦
、肯
定
感
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
親
た

ち
に
は
、そ
の
こ
と
が
な
か
な
か
伝
わ
ら
ず
、ま
た
、工
房
集
が
で
き
た
頃
は
、

周
囲
に
も
理
解
し
て
く
れ
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、専
門
家
に
評
価
さ

れ
、
作
品
展
で
き
ち
ん
と
展
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
表
現
活
動
へ
の
理
解
が
変

わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
親
た
ち
が
新
し
い
価
値
観
に
出
会

い
、「
表
現
活
動
で
は
否
定
さ
れ
な
い
」「
我
が
子
の
表
現
が
大
事
に
さ
れ
て

い
る
」
と
い
っ
た
こ
と
も
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。

中
津
川
：
理
屈
で
な
く
活
動
を
通
し
て
、表
現
活
動
が
障
害
の
重
い
人
た
ち
の

「
生
き
る
こ
と
を
応
援
す
る
も
の
」
と
伝
わ
り
、家
族
の
見
方
も
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
よ
ね
。

生
き
る
た
め
の
表
現

松
本
：
中
津
川
さ
ん
の
仲
間
（
施
設
利
用
者
）
や
表
現
へ
向
け
る
ま
な
ざ
し
や

評
価
が
、展
覧
会
な
ど
を
通
し
て
社
会
的
な
機
能
と
し
て
働
き
、仲
間
や
親
と

の
信
頼
関
係
も
深
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

中
津
川
：
僕
自
身
、最
初
は
重
い
障
害
の
あ
る
人
の
行
為
を
ど
う
捉
え
て
い

い
か
わ
か
ら
ず
、途
方
に
暮
れ
る
感
じ
で
し
た
。
そ
の
一
方
、す
ご
く
魅
力
的
で

ド
キ
ド
キ
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
同
時
に
や
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
説
明
し
き

れ
な
い
何
か
が
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
行
為
に
よ
る
痕
跡
を
世
に
出
し
て
探
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
の
表

現
に
触
れ
る
中
で
、見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
だ
ん
だ
ん
見
え
て
き
た
。
例

え
ば
、芸
術
の
よ
う
な
文
化
は
生
活
の
上
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。「
生
き
る

た
め
の
も
の
」
と
い
う
こ
と
。
目
が
見
え
な
い
西
野
克
さ
ん
は
、手
に
触
れ
た

も
の
は
す
べ
て
口
に
入
れ
て
砕
き
、最
後
は
耳
に
入
れ
て
完
結
さ
せ
る
。
そ
の

行
為
の
痕
跡
に
は
、何
か
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。
問
題
行
動
と
捉
え
ら
れ
が

ち
な
行
為
で
す
が
、そ
れ
を
探
る
中
で
彼
に
と
っ
て
は
、そ
れ
が
「
世
界
を
探

る
た
め
の
表
現
」「
生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
」
と
気
づ
か
さ
れ
る
。
美
術
を
超

え
て
人
間
そ
の
も
の
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅳ 
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会　

１ 

障
害
者
芸
術
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
埼
玉
県
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る
」
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中
津
川
浩
章
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

長
年
、
記
憶
・
痕
跡
・
欠
損
を
テ
ー
マ
に
作
品

を
制
作
発
表
す
る
一
方
、（
社
福
）
み
ぬ
ま
福

祉
会 

工
房
集
等
の
表
現
活
動
に
も
携
わ
り
、

障
害
者
の
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
や
展
覧
会
の
企

画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
等
を
手
が
け
て
き
た
。
現

在
、
福
祉
、
教
育
、
医
療
と
多
様
な
分
野
で
社

会
と
ア
ー
ト
の
関
係
性
を
問
い
直
す
活
動
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
に
も
取
り
組
む
。

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
近
年
、「
埼
玉
県
障
害

者
ア
ー
ト
企
画
展
」
、「
ビ
ッ
グ
・
ア
イ 

ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、「
岡
本
太
郎
と
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
展
を
担
当
。
N
P
O
法
人
エ
イ

ブ
ル
・
ア
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
理
事
、
N
P
O
法
人

ア
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル
理
事
、一
般
社
団
法

人
G
e
t 

i
n 

t
o
u
c
h
理
事
。

松
本
哲
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
活
協
同
組
合
職
員
を
経
て
1
9
8
3
年

よ
り
神
奈
川
県
内
の
通
所
施
設
に
勤
務
。

1
9
8
5
年
、
無
認
可
作
業
所
「
太
陽
の
家
」

を
発
足
。
翌
年
、知
的
障
害
者
通
所
更
生
施
設

と
し
て
認
可
さ
れ
た
「
川
口
太
陽
の
家
」
の
指

導
員
を
経
て
1
9
9
2
年
、
施
設
長
に
就
任
。

現
在
は
、
法
人
の
総
合
施
設
長
、
事
務
局
長
を

兼
務
。
ま
た
、
障
害
の
重
い
人
た
ち
の
労
働
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
経
験
を
活
か
し
、埼

玉
県
発
達
障
害
福
祉
協
会
副
会
長
・
研
修
委
員

会
委
員
長
、埼
玉
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
協
議
会

理
事
、
川
口
市
自
立
支
援
協
議
会
委
員
、
川
口

特
別
支
援
学
校
学
校
評
議
員
、
越
谷
特
別
支

援
学
校
学
校
評
議
員
、
川
口
市
障
害
者
団
体

連
絡
協
議
会
事
務
局
長
も
務
め
て
い
る
。

松
本
：
そ
の
気
づ
き
が
と
て
も
大
切
で
、
重
い
障
害
の
あ
る
人
の
表
現
に
触

れ
向
き
合
う
こ
と
は
、「
人
間
を
ど
う
み
る
か
」
と
い
っ
た
価
値
観
を
社
会
に

問
い
、
障
害
者
に
対
す
る
見
方
や
社
会
的
な
存
在
価
値
を
も
、
変
え
る
も
の

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
の
相
模
原
障
害
者

施
設
殺
傷
事
件
は
、障
害
の
有
無
か
ら
優
劣
を
つ
け
る
「
優
生
思
想
」
に
よ
る

も
の
。「
何
も
で
き
な
い
人
だ
か
ら
社
会
の
迷
惑
に
な
る
」
と
い
う
。

中
津
川
：
優
生
思
想
の
よ
う
な
理
屈
で
は
、人
は
そ
の
理
論
の
実
感
が
な
く
て

も
、そ
の
通
り
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。け
れ
ど
、ア
ー
ト
は
感
覚
を
通
じ
て
訴

え
る
も
の
。作
品
を
通
じ
て
「
お
も
し
ろ
い
」「
す
ご
い
」
と
感
じ
る
こ
と
で
、理

屈
抜
き
に
作
者
と
い
う
存
在
を
認
識
し
、共
感
し
、リ
ス
ペ
ク
ト
が
生
ま
れ
る
。

そ
れ
が
、ア
ー
ト
の
可
能
性
で
す
。
僕
自
身
、そ
れ
を
感
じ
て
関
わ
り
を
深
め
、

人
間
や
物
の
見
方
が
変
わ
っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。

松
本
：
単
に
作
品
を
飾
る
だ
け
で
な
く
「
こ
の
価
値
を
世
に
問
い
た
い
」
と
い

う
福
祉
の
現
場
の
私
た
ち
の
想
い
に
、応
え
て
く
れ
る
機
能
に
も
な
っ
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。

中
津
川
：
僕
は
、社
会
と
結
び
つ
け
る
メ
デ
ィ
ウ
ム
（
媒
体
）
の
よ
う
な
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
表
現
や
そ
の
存
在
の
社
会
的
な
価
値
を
言
語

化
し
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。
例
え
ば
、
あ
る
障
害
の
重
い
人
に
と
っ
て
一

本
の
線
を
引
く
こ
と
は
奇
跡
の
よ
う
な
こ
と
。
で
き
な
い
こ
と
と
で
き
る
こ

と
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、そ
れ
が
線
に
リ
ア
ル
に
表
れ
る
。
そ
の
線
を
ど
う
感
じ

﹇
感
想
﹈

●
改
め
て
表
現
活
動
を
通
し
て
認
め
ら
れ
る
、

肯
定
さ
れ
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

●
皆
が
肯
定
し
合
い
認
め
合
う
場
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

る
か
。
そ
こ
が
ア
ー
ト
。
そ
れ
を
内
外
に
伝
え
る
。
で
き
る
こ
と
が
美
術
で
は

な
く
、で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
の
狭
間
に
美
術
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
。
さ
ら
に
突
き
詰
め
る
と
、重
い
障
害
の
あ
る
人
の
日
常
で
は
絶
え
ず
、生

き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
る
。
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
、

行
為
や
表
現
に
表
れ
る
。
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
代
わ
り
に
表
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

美
術
的
評
価
を
超
え
る
「
平
等
性
」
と
い
う
価
値

松
本
：
表
現
活
動
を
始
め
た
頃
は
、「
描
け
る
人
の
活
動
で
し
ょ
」
と
言
う

親
も
い
て
、な
か
な
か
活
動
の
意
義
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

2
0
1
2
年
に
東
京
都
美
術
館
で
工
房
集
作
品
展
「
生
き
る
た
め
の
表
現
」
を

開
い
た
辺
り
か
ら
、み
ん
な
が
表
現
の
「
平
等
性
」
を
実
感
し
始
め
た
気
が
し
ま

す
。「
う
ち
の
子
の
作
品
は
お
金
に
な
り
ま
す
か
」
と
い
っ
た
質
問
も
あ
り
ま
す

が
、表
現
に
は
そ
う
い
っ
た
評
価
と
は
別
の
価
値
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
っ

た
と
思
い
ま
す
。

中
津
川
：
仲
間
1
2
0
人
の
作
品
を
展
示
し
て
親
御
さ
ん
が
一
緒
に
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
よ
ね
。世
間
の
美
術
的
な
評
価
は
、表
現
に
対
す
る
優
劣
で
あ
っ
て
人

に
対
す
る
優
劣
で
は
な
い
。別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、美
術
的
に
評
価
さ
れ
た
作

品
も
、評
価
さ
れ
な
い
作
品
も
、同
じ
価
値
が
あ
る
。等
価
で
あ
る
。美
術
は
勝

手
に
表
現
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
評
価
し
て
い
る
け
れ
ど
、評
価
さ
れ
な
い
人
も
、作

品
を
作
ら
な
い
人
も
同
じ
と
い
う
見
方
が
大
事
で
す
ね
。

松
本
：
一
人
ひ
と
り
の
表
現
そ
の
も
の
に
価
値
が
あ
り
、「
誰
も
が
表
現
を
し
て

い
る
」
そ
の
こ
と
を
み
ん
な
が
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

表
現
や
関
わ
り
が
人
を
育
む

中
津
川
：
表
現
活
動
で
も
つ
い「
こ
の
人
の
表
現
は
こ
ん
な
も
の
」
と
決
め
つ
け

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、単
純
に
線
や
色
を
重
ね
て
い
く
よ
う
な
作
品
で
も
10

年
経
つ
と
明
ら
か
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。表
現
を
し
な
が
ら
、自
我
が
形
成
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

松
本
：
表
現
活
動
を
通
じ
て
「
人
格
が
育
っ
て
い
る
」「
そ
の
人
ら
し
い
風
情
が

出
て
き
た
」
と
感
じ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

中
津
川
：
支
援
す
る
人
や
周
囲
と
の
関
係
性
の
中
で
、表
現
も
変
わ
り
、自
我
も

形
成
さ
れ
る
。ま
た
、普
段
の
振
る
舞
い
も
変
わ
っ
て
く
る
。目
も
合
わ
せ
て
く

れ
な
か
っ
た
仲
間
が
、あ
る
時
か
ら
急
に
親
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
と
か
…
。

僕
ら
の
関
わ
り
を
見
て
、仲
間
の
方
が
僕
ら
を
ジ
ャ
ッ
ジ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅳ 
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会　

１ 

障
害
者
芸
術
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
埼
玉
県
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る
」
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３ 
　

埼
玉
県
内
で
ア
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
福
祉
施
設
の
活
動
を
紹
介
。

昨
年
度
、T
A
M
A
P
±
〇
を
発
足
し
て
つ
な
が
り
を
深
め
、共
に
学
び
合
い

高
め
合
っ
て
い
ま
す
。

活
動
報
告
「
埼
玉
県
内
の
施
設
間
の

　
　
　
　
　

つ
な
が
り
、広
が
り
、深
ま
り
」

﹇
感
想
﹈

●
み
ん
な
が
肯
定
し
合
い
認
め
合
う
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

●
関
わ
り
方
や
広
め
方
な
ど
が
詳
し
く
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

●
埼
玉
県
が
障
害
者
ア
ー
ト
に
と
て
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
う
れ
し
か
っ
た
。
私
た
ち

も
関
わ
り
を
広
め
る
た
め
に
、ま
ず
は
横
の
つ
な
が
り
を
し
っ
か
り
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
職
員
の
関
わ
り
の
教
育
的
側
面
に
興
味
を
持
ち
な
が
ら
聞
き
ま
し
た
。
教
育
実
習
の
現
場
で
子

ど
も
た
ち
の
日
々
の
過
ご
し
方
の
ス
タ
イ
ル
が
絵
に
表
れ
る
と
い
う
経
験
を
し
、日
々
の
関
わ

り
こ
そ
表
現
の
源
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
埼
玉
は
福
祉
施
設
の
方
々
の
熱
意
や
意
義
を
感
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

①
埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団 

あ
げ
お 

多
田
美
奈
子

　

2
0
1
4
年
度
よ
り
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
一
人
の
職

員
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
方
の
表
現

し
た
も
の
へ
の
関
心
が
強
ま
り
ま
し
た
。
障
害

者
ア
ー
ト
企
画
展
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
ま
さ

に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
作
品
が
、
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
家
族
の
喜
び
な
ど
に
刺
激
さ
れ
、

職
員
の
意
識
も
変
わ
り
、
翌
年
度
、
表
現
活
動

が
日
中
活
動
に
加
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、表
彰

や
商
品
化
と
い
う
形
で
、出
展
の
喜
び
や
作
品
の
魅
力
を
共
有
す
る
取
り
組

み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
出
展
作
家
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
に
も
参
加
。
施
設
内
で

も
、作
品
を
展
示
し
た
り
、作
品
の
モ
チ
ー
フ
で
自
販
機
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た

り
。
そ
れ
が
地
域
の
人
の
目
に
留
ま
り
、作
品
を
広
め
る
機
会
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
T
A
M
A
P
±
〇
で
の
作
品
選
考
を
、
施
設
で
も
実
践
。
職
員

が
平
等
に
選
考
に
参
加
す
る
経
験
が
、
表
現
活
動
へ
の
興
味
や
理
解
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
の
実
践
で
他
施
設
か
ら
教
わ
っ
た
額
の
作
り
方
な
ど

も
、活
動
の
現
場
で
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

作
者
や
家
族
の
笑
顔
に
背
中
を
押
さ
れ
、試
行
錯
誤
の
４
年
間
で
し
た
が
、

今
後
も
利
用
者
の
喜
び
や
楽
し
み
の
た
め
に
、
職
員
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
み
ぬ
ま
福
祉
会 

大
宮
太
陽
の
家 

佐
藤
佳
織

　

2
0
0
4
年
に
開
所
し
た
施
設
で
す
。
主
な

事
業
は
生
活
介
護
で
す
が
、み
ぬ
ま
福
祉
会
で

は
「
働
く
こ
と
」
を
大
事
に
し
て
お
り
、
当
初

は
6
名
の
仲
間
（
利
用
者
）
で
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー

キ
を
作
り
、
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
々
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
中
、パ
ウ
ン
ド
ケ
ー

キ
作
り
に
合
わ
な
い
メ
ン
バ
ー
も
出
て
き
た
た

め
、「
仲
間
に
合
わ
せ
た
仕
事
を
」
と
、表
現
活

動
を
仕
事
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
言
葉
で
は
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
け
れ
ど
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
の
ん
び
り
と
、歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
を
し
て

い
ま
す
。

　

絵
を
描
け
る
仲
間
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
、「
拾
う
」「
集
め
る
」「
繰
り
返

す
こ
と
」
な
ど
、様
々
な
表
現
を
「
捨
て
ず
に
取
っ
て
お
く
こ
と
」
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
こ
れ
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
を
「
い
か
に
形
に
す
る
か
」

に
つ
い
て
も
、職
員
一
同
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
活
動
を
続
け
る
中
で
、パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
作
り
を
仕
事
に
し
て
い

る
仲
間
か
ら
も
、た
く
さ
ん
の
作
品
が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た
、広
が
り
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん 
野
本
翔
平

　

表
現
活
動
を
し
な
が
ら
「
地
域
も
巻
き
込
む

こ
と
」
を
大
切
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。主
な
二
つ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
a
m
p
か
わ
い
い
サ
ミ
ッ
ト
」
。こ
れ
は
毎

夏
、
熊
谷
市
の
八
木
橋
百
貨
店
で
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
目
的
は
、私
た
ち
（
ひ
こ
う

せ
ん
）
が
「
か
わ
い
い
！
」
と
思
う
も
の
を
発
信

し
、
そ
れ
に
よ
り
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
自
立

と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。
百
貨
店

が
求
め
る
ク
オ
リ
テ
ィ
を
目
指
す
こ
と
で
、
地
域
の
福
祉
施
設
の
商
品
の
質

を
向
上
さ
せ
た
り
、
施
設
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
2
回
目
以
降
は
、
近
隣
施
設
や
団
体
と
実
行
委
員
を
組
織
し
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
忍
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
。
こ
れ
は
、
地
元
行
田
市
を

「
日
本
一
ア
ー
ト
な
町
に
す
る
こ
と
」
を
目
標
に
、地
域
の
有
志
を
巻
き
込
み

一
緒
に
取
り
組
む
、
地
域
密
着
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
商
店
街
の
店

な
ど
に
作
品
を
展
示
し
、街
歩
き
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
こ
れ
も
実
行
委
員
で
企
画
運
営
し
て
お
り
、
福
祉
施
設
だ
け
で
は
で
き

な
い
こ
と
に
も
挑
戦
で
き
、ま
た
、地
域
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
や
相
互
理
解

も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
障
害
者
と
健
常
者
の
違
い
を
超
え
、住
民
同
士
と
し
て

「
自
分
た
ち
の
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
」
と
い
う
目
的
に
向
け
て
一
緒
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅳ 
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会　

１ 

障
害
者
芸
術
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
埼
玉
県
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る
」

61 60



４
ク
ロ
ス
ト
ー
ク

「
福
祉
、教
育
、美
術
な
ど
、様
々
な
角
度
か
ら
見
た

   
障
害
の
あ
る
人
の
表
現
の
本
質
や
展
望
」

小
澤
基
弘
（
画
家
、埼
玉
大
学
教
育
学
部
教
授
）

酒
井
道
久
（
彫
刻
家
、埼
玉
県
立
大
学
名
誉
教
授
）

石
平
裕
一
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
う
ん
と
５
代
表
）

豊
田
亜
紀
（
多
機
能
型
事
業
所
わ
っ
く
す
）

中
津
川
浩
章
（
美
術
家
、ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：

　
「
表
現
活
動
状
況
調
査
」
や
「
作
品
選
考
会
」
な
ど
障
害
者
ア
ー
ト
を
め
ぐ

る
埼
玉
県
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
合
い
と
可
能
性
を
美
術

の
専
門
家
と
福
祉
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
時
に
脱
線

し
な
が
ら
語
り
合
い
ま
し
た
。

障
害
者
ア
ー
ト
と
選
考
に
ま
つ
わ
る
意
見

石
平
：
選
考
会
は
「
ど
ん
な
作
品
が
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク

感
が
あ
り
ま
す
。常
連
作
家
の
作
品
も
年
々
、魅
力
を
増
し
「
さ
ら
に
ワ
ク
ワ
ク

で
き
る
か
…
」
そ
ん
な
気
持
ち
で
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。た
だ
、自
分
の
事
業
所
の

作
品
説
明
に
な
る
と
「
こ
の
方
は
自
閉
的
で
」
と
つ
い
人
物
や
背
景
を
語
っ
て
し

ま
う
。
本
当
は
「
こ
の
色
が
」
と
作
品
を
語
り
た
い
の
に
。
そ
こ
が
僕
の
ク
セ
な

の
か
…
。で
も
、美
術
の
専
門
家
と
選
考
す
る
中
で
フ
ラ
ッ
ト
な
感
情
に
な
れ
て

奇
抜
な
の
だ
と
思
う
。健
常
者
は
そ
れ
を
隠
し
て
い
る
が
、障
害
の
あ
る
人
の
作

品
に
は
赤
裸
々
に
表
れ
て
い
る
。奇
抜
と
い
う
よ
り
、本
性
や
本
質
を
見
せ
つ
け

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

中
津
川
：
障
害
の
あ
る
人
の
表
現
は
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
感
覚
に
近
い
も
の
が
多

く
、人
間
の
本
質
的
な
も
の
が
意
図
し
な
い
で
出
て
い
る
か
ら
感
動
も
深
い
。個

を
越
え
て
、集
合
的
無
意
識
へ
広
が
っ
て
本
質
的
な
も
の
が
本
能
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、人
は
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

小
澤
：
障
害
の
あ
る
人
の
表
現
を
知
る
以
前
は
、重
い
障
害
の
あ
る
人
は
自
己

省
察
（
自
ら
か
え
り
み
て
考
え
る
こ
と
）
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、実
は
で
き
て
い
る
。い
つ
も
同
じ
と
思
っ
て
い
た
作
品
も
、よ
く
見
る
と

ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
る
。造
形
的
な
扱
い
も
知
的
で
知
性
が
感
じ
ら
れ
る
。彼

ら
の
作
品
を
見
て
い
る
と
「
知
的
障
害
」
な
ど
そ
の
言
葉
自
体
が
お
か
し
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

酒
井
：
障
害
者
ア
ー
ト
は
、背
景
を
知
る
と
益
々
わ

か
る
。
そ
こ
が
一
般
の
ア
ー
ト
と
違
う
。
ま
た
、選
考

で
は
入
選
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
作
者
の
こ
と
な
ど

を
考
慮
し
て
し
ま
い
が
ち
で
、そ
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ

る
。
だ
か
ら
と
線
を
引
く
必
要
は
な
い
が
、障
害
者

ア
ー
ト
展
と
す
る
以
上
、基
準
を
設
け
た
い
気
持
ち

が
あ
り
、背
景
を
知
る
と
見
え
て
く
る
作
品
は
コ
ー
ナ
ー
を
分
け
て
展
示
し
た

ら
ど
う
か
と
思
う
の
で
す
が
…
。

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

豊
田
：
自
分
の
施
設
の
作
家
を
推
し
た
い
気
持
ち

が
あ
り
な
が
ら
、い
い
と
思
っ
た
作
品
も
プ
レ
ゼ
ン

で
き
る
。
そ
の
空
気
感
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。一
個
人

と
し
て
作
品
を
見
な
が
ら
選
考
を
楽
し
め
る
。自
分

の
施
設
の
作
品
を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
時
は
背
景
を
語

る
け
れ
ど
、背
景
を
知
ら
な
く
て
も
圧
倒
的
な
力
を

感
じ
る
作
品
に
も
出
会
え
ま
す
。

中
津
川
：
こ
の
展
覧
会
は
、福
祉
と
美
術
の
文
脈
が
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
し
て
で

き
て
い
ま
す
。僕
ら
美
術
の
人
間
は
、直
観
力
や
美
術
の
文
脈
か
ら
見
て
い
る
け

れ
ど
、福
祉
施
設
の
職
員
が
選
ぶ
作
品
も
お
も
し
ろ
い
。
福
祉
的
な
視
点
か
ら

語
る
作
者
や
作
品
の
背
景
を
聞
い
て
、心
を
捉
え
て
い
た
何
か
が
見
え
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

酒
井
：
障
害
者
ア
ー
ト
の
選
考
の
場
合
、私
は
ま
ず
、奇
抜
さ
や
不
思
議
さ
に
目

が
留
ま
り
ま
す
。精
神
障
害
や
発
達
障
害
の
人
の
不
思
議
な
作
品
。そ
の
次
に
構

成
や
色
使
い
な
ど
。一
方
、一
般
の
展
覧
会
の
選
考
で
は
奇
抜
さ
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、構
成
や
色
使
い
、さ
ら
に
何
を
表
現
し
た
い
か
と
い
っ
た
要
素
が
加
わ
る
。

小
澤
：
私
は
多
く
の
選
考
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
、自
分
を
信
じ
て
瞬
間
的
に

判
断
し
、完
全
に
作
品
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
は
遮
断
し
ま
す
。奇
抜
さ
に
つ
い
て

は
、作
為
的
な
も
の
で
は
な
く
、み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
も
の
。
人
間
の
本
性
が

中
津
川
：
そ
う
い
っ
た
展
覧
会
も
あ
っ
て
い
い
が
、そ
こ
で
見
え
て
く
る
問
題
は
別

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。障
害
の
区
分
や
見
せ
方
を
分
け
る
こ
と
で
、見
る
人
に
先
入

観
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。多
様
な
表
現
が
ク
ロ
ス
す
る
場
に
可
能
性
が
あ

り
、作
品
も
互
い
に
影
響
し
合
い
、お
も
し
ろ
い
展
覧
会
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
澤
：
障
害
者
で
あ
る
か
ど
う
か
。こ
の
線
引
き
も

難
し
い
。ゴ
ッ
ホ
も
あ
る
意
味
、障
害
者
だ
が
、ア
ウ

ト
サ
イ
ダ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
分
類
さ
れ
な
い
。

何
を
も
っ
て
障
害
者
ア
ー
ト
と
す
る
の
か
。
す
る
必

要
が
あ
る
の
か

│
こ
の
展
覧
会
に
は
、そ
れ
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。そ

れ
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
、み
ん
な
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

表
現
活
動
の
課
題
や
広
が
り

中
津
川
：
就
労
支
援
と
生
活
介
護
で
は
、表
現
活
動
の
意
味
づ
け
も
支
援
も
違
う

と
思
い
ま
す
。障
害
や
施
設
に
よ
っ
て
も
そ
の
課
題
は
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
。

豊
田
：
う
ち
の
よ
う
な
精
神
障
害
の
方
が
中
心
の
就
労
支
援
施
設
で
は
、メ
ン

バ
ー
と
時
々
、「
こ
の
作
品
に
は
敵
わ
な
い
ね
」
と
い
う
会
話
が
生
ま
れ
ま
す
。

眠
れ
ず
し
が
み
つ
く
よ
う
に
描
い
た
作
品
は
、な
か
な
か
凄
い
も
の
が
あ
り
評

価
も
さ
れ
る
。
け
れ
ど
、症
状
が
落
ち
着
く
と
奇
抜
さ
な
ど
は
薄
れ
あ
ま
り
評

価
さ
れ
な
い
。そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
解
決
す
る
か
…
。難
し
い
課
題
で
す
。
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障
害
者
芸
術
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
埼
玉
県
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る
」
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小
澤
基
弘
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

絵
画
及
び
美
術
教
育
の
芸
術
学
博
士
。
長
年
、

画
家
と
し
て
作
品
を
制
作
発
表
す
る
一
方
、

絵
画
を
中
心
に
理
論
研
究
を
行
い『
絵
画
の

教
科
書
』等
の
著
書
も
多
数
刊
行
。
近
年
は
、

絵
画
制
作
者
の
経
験
を
踏
ま
え
、
学
校
教
育

に
お
け
る
図
工
・
美
術
教
育
の
研
究
も
行
う
。

「
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
（
主
観
的
・
表
現
主
義
的
素

描
）
」
を
制
作
の
主
た
る
手
立
て
と
し
、
大
学

教
育
で
も
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
積
極
的
に
導
入
。

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
制
作
と
対
話
を
通
し
て
、学
生

そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
表
現
の
核
心
を
主
体
的

に
探
る
教
育
を
心
が
け
て
い
る
。
そ
の
教
育

実
践
か
ら
近
年
、
人
間
の
表
現
の
根
源
に
関

わ
る
障
害
者
ア
ー
ト
の
可
能
性
に
着
眼
し
、

そ
の
領
域
の
研
究
も
進
め
て
い
る
。

酒
井
道
久
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
具
象
彫
刻
展
（
東
京
都
美
術
館
）
創
立
に

参
加
。
国
際
交
流
展
「
セ
ン
ツ
ァ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ

エ
ー
レ
展
」
、「
彫
超
兆　

彫
刻
8
人
展
」
等

で
作
品
を
発
表
す
る
一
方
、埼
玉
県
立
衛
生
短

大
、
埼
玉
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
科
で
美
術

関
連
教
養
科
目
、
保
育
関
連
科
目
を
担
当
。

障
害
者
ア
ー
ト
の
研
究
指
導
や
、
不
登
校
児

童
・
家
族
の
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
若
年
性
認

知
症
患
者
・
家
族
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
等
に

携
わ
る
。
主
な
彫
刻
作
品
：
大
島
小
学
校
創

立
50
周
年
記
念
「
ま
だ
見
せ
な
い
宝
物
」
、
千

駄
ヶ
谷
小
学
校
創
立
1
2
0
周
年
記
念
「
大

発
見
」
、「
中
西
悟
堂
像
（
日
本
野
鳥
の
会
）
」

（
軽
井
沢
ホ
シ
ノ
）
、
伊
能
測
量
2
0
0
年
記

念
「
伊
能
忠
敬
像
」（
富
岡
八
幡
宮
）
等
。

﹇
感
想
﹈

●
ア
ー
ト
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
の
生
き
る
事
の
意
味
や
、
哲
学
的
な
と
こ
ろ
ま
で
話
が
広
が
り

（
深
ま
り
）
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
共
感
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
他
施
設
の
方
も
同
じ
よ
う
に
迷
い
な
が
ら
も
優

し
さ
を
持
ち
日
々
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
良
か
っ
た
で
す
。

●
「
学
校
に
も
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
子
ど
も
が
多
い
」
と
い
う
話
。
先
生
た
ち
は
何
か
違
う
と
感
じ
て

い
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
音
楽
や
美
術
は
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と

「
表
現
」
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

石
平
：
う
ち
の
施
設
に
は
、モ
チ
ー
フ
を
提
示
し
な

い
と
描
け
な
い
人
も
い
ま
す
。
画
材
も
ス
タ
ッ
フ
が

用
意
し
て
、
最
後
は
本
人
の
作
風
に
委
ね
る
け
れ

ど
、そ
れ
は
湧
き
上
が
る
衝
動
か
ら
の
表
現
と
は
ま

た
違
う
。
そ
の
辺
り
、支
援
す
る
側
と
し
て
悩
む
と

こ
ろ
で
す
。「
描
か
せ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。本
当

は
嫌
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
」
と
揺
れ
な
が
ら
も
、そ
の
人
に
と
っ
て
描
い
て

い
る
時
間
が
穏
や
か
で
心
地
良
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
大
事
に
続
け
て
い
ま
す
。

中
津
川
：
表
現
活
動
に
限
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
る
尊
厳
を
守
る
活
動
が
大

切
で
す
よ
ね
。そ
の
辺
り
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

豊
田
：
う
ち
の
就
労
の
現
場
で
は
、売
れ
る
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
売
上
を
上
げ
る
、

す
ば
ら
し
い
作
品
を
見
て
も
ら
い
買
い
求
め
て
も
ら
う
こ
と
を
、メ
ン
バ
ー
は
夢

見
て
い
ま
す
。し
か
し
、資
金
的
に
も
人
材
面
で
も
精
一
杯
で
、お
金
を
得
る
こ
と

だ
け
を
求
め
て
い
た
ら
続
き
ま
せ
ん
。亀
の
歩
み
で
や
り
続
け
る
中
、例
え
ば
、

c
o
n
＊
t
i
o
さ
ん
に
ア
ー
ト
活
動
の
会
議
に
参
加
し
て
も
ら
い
商
品
化
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
も
ら
っ
た
り
、T
A
M
A
P
±
〇
の
つ
な
が
り
で
「
a
m
p
か

わ
い
い
サ
ミ
ッ
ト
」に
似
顔
絵
ラ
イ
ブ
で
参
加
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
…
。そ
の
つ

な
が
り
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
も
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
平
：
個
別
支
援
計
画
を
立
て
る
際
、以
前
は
、例
え
ば「
絵
ば
か
り
描
い
て
い
た

ら
運
動
不
足
に
な
る
か
ら
他
の
活
動
も
や
ら
せ
な
い
と
」
と
計
画
が
立
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。そ
れ
も
新
た
な
提
案
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
そ
れ
だ
け
で
は
良

く
な
い
」
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
の
は
違
う
。ど
ん
な
活
動
も
利
用
者
と
向
き
合

い
、い
か
に
個
人
を
支
援
す
る
か
が
基
本
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ア
ー
ト
が
課
題
に

な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、縛
ら
れ
る
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

中
津
川
：
表
現
活
動
は
人
間
に
と
っ
て
生
き
る
力
に
も
な
る
。自
身
が
癒
さ
れ
な

が
ら
、そ
れ
が
社
会
化
し
た
時
、他
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
変
化
を
見
せ
る
。ま
た
、

そ
れ
を
仕
事
に
す
る
と
い
う
、も
う
一
段
階
別
の
社
会
化
も
あ
る
。埼
玉
で
は
、作

品
の
多
様
性
を
含
め
、多
面
的
な
広
が
り
の
あ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、教
育
や
セ
ラ
ピ
ー
の
側
面
か
ら
は
、ど
ん
な
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

小
澤
：
子
ど
も
た
ち
の
描
い
て
い
る
絵
を
見
て
い
る
と
わ
か
る
の
で
す
が
、学

校
に
も
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。し
か
し
、表
現
か
ら
何

の
障
害
だ
と
断
言
で
き
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
。
埼
玉
で
は
表
現
活
動
状
況
調

査
で
表
現
を
集
め
て
い
ま
す
が
、早
く
表
現
と
障
害
の
相
関
を
示
せ
る
よ
う
に

分
析
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
教
育
現
場
に
役
立
つ
。子
ど
も
た
ち

を
救
え
る
と
思
い
ま
す
。

酒
井
：
７
年
近
く
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
携
わ
る

中
で
「
ア
ー
ト
に
は
い
か
に
チ
カ
ラ
が
あ
る
か
」
実
感
す
る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
。
セ
ラ
ピ
ー
は
独
特
の
手
法
で
、ま
ず
デ
ッ
サ
ン
力
は
求
め
な
い
。

「
う
ま
い
」
は
禁
句
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
高
次
機
能
障
害
の
50
代

の
男
性
で
、最
初
は
「
絶
対
描
か
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
が
、ア
ク
リ
ル
板
に
絵

の
具
を
垂
ら
す
抽
象
画
を
や
っ
た
ら
「
今
度
い
つ
や
る
の
か
」
と
。そ
れ
か
ら
5

年
以
上
描
き
続
け
て
い
ま
し
た
。

行
為
性
の
作
品
に
つ
い
て

中
津
川
：
今
回
の
選
考
会
で
は
行
為
性
の
作
品
が

多
く
、小
澤
さ
ん
か
ら
「
そ
こ
に
美
が
感
じ
ら
れ
る

か
ど
う
か
だ
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

表
現
を
ど
う
捉
え
る
か

│
い
ろ
ん
な
考
え
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
。

小
澤
：
美
術
で
は
、完
成
を
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
。
障
害
の
あ
る
人
の
表
現

も
本
人
が
「
こ
こ
で
終
わ
り
」
と
意
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
。そ
れ
に
よ
り
違
い

が
あ
る
。し
か
し
、美
術
は
一
人
で
す
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。支
援
す
る
人
、発

見
し
た
人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

中
津
川
：
創
作
に
手
を
加
え
る
の
で
は
な
い
、作
品
を
価
値
づ
け
て
い
く
と
い

う
意
味
で
の
コ
ラ
ボ
で
す
ね
。本
展
の
展
示
で
は
、自
分
で
は
言
語
化
で
き
な
い

人
た
ち
の
行
為
性
の
作
品
は
、で
き
る
だ
け
そ
の
世
界
観
が
伝
わ
る
よ
う
、担

当
者
が
彼
ら
の
こ
だ
わ
り
な
ど
も
考
慮
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

酒
井
：
先
ほ
ど
、中
津
川
さ
ん
の
話
に
出
て
い
た
、手
に
触
れ
た
も
の
を
噛
ん
で

耳
に
入
れ
て
完
結
さ
せ
た
も
の
な
ど
は
、時
間
芸
術
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る
。

障
害
の
あ
る
な
し
の
違
い
、現
代
芸
術
と
障
害
者
芸
術
の
違
い
…
考
え
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

中
津
川
：
ア
ー
ト
は
見
る
人
の
想
像
力
を
喚
起
さ
せ
る
も
の
。
す
べ
て
の
表
現

や
行
為
が
ア
ー
ト
で
は
な
い
と
思
う
が
、は
っ
き
り
し
た
評
価
基
準
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、多
様
な
表
現
が
あ
る
こ
と
で
ア
ー
ト
の
地
平
が

広
が
り
ま
す
。ア
ー
ト
に
は
社
会
を
変
え
る
力
が
あ
る

│
そ
の
思
い
で
今
後

も
一
つ
ひ
と
つ
の
表
現
と
向
き
合
い
、み
ん
な
で
考
え
な
が
ら
多
く
の
作
品
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅳ 
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会　

１ 

障
害
者
芸
術
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
埼
玉
県
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る
」
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日
時
：
2
0
1
8
年
2
月
3
日
（
土
）
13
：
30
〜
16
：
30　

会
場
：
社
会
福
祉
法
人
み
ぬ
ま
福
祉
会　

川
口
太
陽
の
家

障
害
者
芸
術
支
援
研
修
会

「
権
利
保
護
や
商
品
化
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」

２﹇
セ
ミ
ナ
ー
全
般
に
関
す
る
感
想
﹈

●
日
常
の
仕
事
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
職
場
に
帰
っ
て
同
僚
に
伝
え
た
い
。

●
直
接
役
立
て
ら
れ
る
お
話
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。

●
障
害
が
あ
る
方
を
支
え
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ン
ス
で
、言
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
が
心
に
し
み
わ
た
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
は
、こ
ち
ら
が
元
気
に
な
れ
る
。

●
わ
く
わ
く
す
る
お
話
が
聞
け
て
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

●
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

表
現
を
さ
ら
に
社
会
に
つ
な
げ
る
た
め
に
大
切
な
「
権
利
保
護
」
や
「
商

品
化
」
。
今
回
は
定
員
を
50
名
に
絞
り
、
よ
り
現
場
に
即
し
た
具
体
的
な
事

例
を
紹
介
し
て
参
加
者
の
悩
み
に
も
応
え
ま
し
た
。
福
祉
施
設
職
員
以
外
に

企
業
や
学
生
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

１ 

「
知
っ
て
お
き
た
い『
ア
ー
ト
と
法
律
』の
話
」

講
師
：
岩
本
憲
武
（
弁
護
士
／
モ
ッ
キ
ン
バ
ー
ド
法
律
事
務
所
）

　

協
力
委
員
で
も
あ
る
岩
本
先
生
が
「
著
作
権
」
な
ど
表
現
活
動
に
関
わ
る

法
律
に
つ
い
て
、事
例
を
あ
げ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

　

自
由
な
発
想
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
障
害
者
ア
ー
ト
の
数
々
。で
も
、こ
ん

な
作
品
っ
て
ア
リ
？　

ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
ら
ど
う
し
よ
う

│
そ
ん
な
疑

問
や
心
配
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

﹇
感
想
﹈

●
普
段
気
に
か
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な

か
法
律
に
関
す
る
話
は
聞
く
機
会
が

な
い
の
で
と
て
も
良
い
企
画
で
し
た
。

●
難
し
い
内
容
を
簡
単
に
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
著
作
権
・
所
有
権
と
て
も
わ
か
り
や
す

い
説
明
で
し
た
。「
T
O
Y
O
T
A
」

な
ど
と
入
っ
た
車
の
絵
を
描
く
利
用
者

の
作
品
も
著
作
権
に
注
意
し
な
が
ら

作
品
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

岩
本
憲
武
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
9
9
年
弁
護
士
登
録
。
埼
玉
弁
護
士
会
所

属
。
東
京
、埼
玉
の
法
律
事
務
所
で
民
事
、刑
事
事

件
と
幅
広
く
経
験
を
積
み
、
2
0
0
6
年
、
岩
本

法
律
事
務
所
を
開
業
。
2
0
1
6
年
以
降
は
弁
護

士
法
人
モ
ッ
キ
ン
バ
ー
ド
法
律
事
務
所
（
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
）
に
参
画
。
現
在
は
重
大
事
件
・
少
年

事
件
を
含
む
刑
事
事
件
全
般
の
弁
護
活
動
を
中
心

に
、
個
人
や
企
業
等
の
代
理
人
と
し
て
活
動
。
埼

玉
弁
護
士
会
裁
判
員
制
度
委
員
会
、埼
玉
県
児
童

福
祉
施
設
協
議
会
子
ど
も
・
施
設
サ
ポ
ー
ト
委
員

会
な
ど
各
種
団
体
の
委
員
等
も
務
め
る
。

「所有権」と「著作権」の関係は？

Topics

契約の時に気をつけることは？

　意外とモヤモヤっとしてよくわからなくなっ
てしまうのがこの２つの権利です。
　まず、作品を描いた人（作者）には「著作
権」があります。これを売った場合、作品の
「所有権」は買った人に移ります。「所有権」
を持った人は、作品を他の人に売ることもでき
るし、極端な話、捨てちゃうかもしれない。し
かし、そこに表現されている絵の「著作権」は
まだ作者にあります。
　「著作権」を持っている作者は、手元に原画がなくても、複写して絵葉書にするなど、絵
の価値を利用することができます。逆に「著作権」まで譲ってしまうと、自分の絵の価値
を利用できなくなります。作品を買った人がその絵を利用して、お金を得たり価値を世の
中に広めたりするには、「著作権」も譲ってもらわないといけないということです。
　このように「著作権」と「所有権」とは別の物です。

　契約は約束のこと。お茶１本買うのも契約で
す。「契約書」がなくても契約は成立します。
　契約書はお互いのために約束の内容を文書
にしたものです。「後日もめないこと」が最大
の目的で、形式より「中身の明確さ」が重要に
なります。「契約書」「第一条～」なんて書かれ
ていないメモでも契約書になることがあります。

[ポイント]

●施設全体で「作品の扱い方」を話し合い、文章化しておきましょう。
●各作品について「著作権」「所有権」が誰に帰属しているか、はっきりさせておきましょう。
●作者、家族、施設の間で話し合い、「作品の取り扱い方」をできれば「文書」にしておきましょう。
　具体的な内容は、作者の障害の程度や家族の意向、施設の方針などによりケースバイケースです。

[ポイント]

●契約をする時は５Ｗ１Ｈが明確になっているか意識しましょう。
●「受け入れられない内容」は修正や削除を求めましょう。
　ただし、すべてに有利な内容を求めてしまうと、契約が成り立たなくなってしまうので注意。
●契約書を作成しない場合も「これからのため」に、メールやＦＡＸでのやり取りで
　「約束の内容（５Ｗ１Ｈ）」を確認して残しておきましょう。

セミナーの
内容から一部抜粋
してご紹介！

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅳ 
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
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表
現
活
動
の
広
が
り
と
共
に
施
設
商
品
へ
の
注
目
が
増
し
、
そ
の
取
り
組

み
方
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
グ
ッ
ズ
研
修
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
コ
ン
テ
ィ
オ
が
、施
設
で
の
商
品
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
や
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、来
場
者
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

﹇
感
想
﹈

●
商
品
は
作
っ
て
い
る
人
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
大
切

な
ツ
ー
ル
で
あ
る
、
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
に

残
っ
た
。
丁
寧
に
作
者
の
こ
と
、
社
会
に
ど
う
発
信
す

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
作
る
か
ら
、と
て
も
魅
力

的
に
な
る
の
だ
と
思
っ
た
。

●
「
福
祉
っ
ぽ
い
」
を
抜
け
出
す
こ
と
が
、障
害
者
ア
ー
ト

が
さ
ら
に
発
展
を
す
る
に
は
と
て
も
貴
重
だ
と
思
っ
た
。

●
福
祉
施
設
か
ら
世
の
中
に
発
信
し
て
い
け
る
も
の
を

今
後
も
心
を
込
め
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

●〝
日
常
の
「
い
い
ね
！
」
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
く
〞そ
ん

な
素
敵
な
こ
と
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
け
た

ら
…
と
夢
が
広
が
り
ま
し
た
。

●
一
つ
の
商
品
を
作
る
の
に
、こ
ん
な
突
っ
込
ん
だ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る
と
は
、知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
福
祉
と
デ
ザ
イ
ン
や
商
品
化
の
専
門
家
を
つ
な
ぐ
役

割
は
、と
て
も
大
き
い
と
感
じ
た
。

●
心
動
か
さ
れ
る
施
設
商
品
は
、買
っ
た
ら
終
わ
り
で
は
な

く
買
っ
た
時
か
ら
始
ま
る
。そ
ん
な
商
品
の
フ
ァ
ン
で
す
。

２ 
「
施
設
商
品
の
も
つ
役
割
と
魅
力
」

講
師
：
杉 

千
種
・
山
口
里
佳
（
c
o
n
＊
t
i
o
）

c
o
n
＊
t
i
o

障
害
と
ア
ー
ト
を
軸
に
中
間
支
援

を
行
う
N
P
O
法
人
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
培
っ
た
社
会
福
祉
観
を
も
と

に
、2
0
1
4
年
に
コ
ン
テ
ィ
オ
を

設
立
。様
々
な
福
祉
施
設
と
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
一
緒
に
向
き
合
い
な
が

ら
、商
品
開
発
や
ア
ト
リ
エ
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
、展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て
い
る
。
福

祉
の
現
場
・
人
の
魅
力
を
引
き
出
せ

る
よ
う
な
役
割
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
る
。

●グッズ研修会
講師：杉 千種・山口里佳（con＊t io）

　今年度は全９回（5月～9月：各２時間）に17団体が参加。「何のための商品化なのか」を
考えながら、施設の商品開発やそのクオリティ向上を目指す研修です。価格設定や流通、
商品管理など基本的な考え方を学び、研修で開発・改良したグッズ等は11月のグッズ展で
紹介・販売しました。

﹇
感
想
﹈

●
と
に
か
く
継
続
し
て
い
く
こ
と
、
少
し
ず
つ
で
も
…
と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
仲
間
と
職
員
と
家
族
が
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
の
話
…
家
族
の
協
力
を
し
っ
か
り
得

ら
れ
て
い
る
点
、い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
進
め
て
い
く
、
社
会
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

●
一
人
ひ
と
り
の
「
好
き
」
や
「
や
り
た
い
」
気
持
ち
を
一
つ
で
も
多
く
見
つ
け
、社
会
と
つ

な
げ
ら
れ
る
様
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

﹇
感
想
﹈

●
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
仲
間
の
み
な
さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
見
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。一
人
だ
け

で
は
な
く
、周
り
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
品
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
そ
ば
に
行
く
と
、み
な
さ
ん
作
品
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
、自
分
の
こ
と
や
作
品

の
こ
と
を
発
表
す
る
力
が
あ
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、ス
タ
ッ
フ
の
方

も
ど
な
た
も
仲
間
の
方
一
人
ひ
と
り
の
こ
と
を
詳
し
く
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
、み
ん
な

で
わ
か
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。

●
自
分
の
支
援
の
振
り
返
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
何
よ
り
の
収
穫
で
し
た
。

T
A
M
A
P
で
の
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
の
で
、参
加
で
き
る
と
良
い
で
す
。

●
ア
ト
リ
エ
見
学
ツ
ア
ー

　

当
法
人
の
５
ヶ
所
の
ア
ト
リ
エ
を
巡
り
、
制
作
の
様
子
を
見
学
し
な

が
ら
、
表
現
活
動
に
は
何
が
大
切
か
を
考
え
て
も
ら
う
研
修
で
す
。
展

覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
年
度
は
3
回
実
施
し
52
名
が
参
加
。
日

程
が
合
わ
な
い
場
合
は
別
日
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

各
ア
ト
リ
エ
で
は
、ス
タ
ッ
フ
が
法
人
の
理
念
に
も
と
づ
く
職
員
の

関
わ
り
や
、表
現
活
動
に
よ
る
作
者
の
変
化
・
成
長
を
伝
え
る
ほ
か
、作

者
自
ら
も
作
品
に
つ
い
て
紹
介
。
最
後
に
、後
援
会
が
運
営
す
る
「
集
カ

フ
ェ
」
も
体
験
し
て
も
ら
い
、ス
タ
ッ
フ
（
利
用
者
家
族
）
か
ら
も
法
人

と
の
関
わ
り
や
表
現
活
動
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修

　

表
現
活
動
の
支
援
の
あ
り
方
を
共
に
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
一
日

現
場
に
入
り
、
障
害
の
あ
る
人
の
創
作
現
場
と
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
わ

り
を
、体
験
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
今
年
度
は
、翌
年
度
表
現
活
動
を

開
始
予
定
の
施
設
や
さ
ら
に
表
現
活
動
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る

施
設
の
職
員
と
、美
術
を
学
ぶ
学
生
の
6
名
が
、工
房
集
に
て
実
施
。

創
作
に
入
る
前
の
関
わ
り
や
、
作
者
や
表
現
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ

と
か
ら
も
、表
現
活
動
の
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅳ 
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会　

２ 

障
害
者
芸
術
支
援
研
修
会
「
権
利
保
護
や
商
品
化
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」
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Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅴ 
支
え
つ
な
ぐ 

相
談
窓
口

1 作者・作家  充実させたい 58
2 大学・研究機関  取材したい 57
3 作者・作家  作品を発表したい 48
 福祉事業所  見学したい 48
4　 企業・市民  見学したい 36
5　 大学・研究機関  見学したい 22

１ 見学したい  123
２ 充実させたい   76
3 取材したい   67
4 作品を発表したい   55
5 売りたい   35

c 福祉事業所  151
a 作者・作家  150
g 大学・研究機関  123
 f 企業・市民   85
 d 国・自治体   18

誰からのどんな相談に多く対応したか

全体で多かった相談

＊ 相談件数は、「障害者の芸術活動支援
モデル事業」連携事務局の集計方法に
従った相談対応件数です。

相談が多い順に

相談 ベスト５

相談者別件数相談内容 ベスト５

相談件数＊ 550件
県内209・県外341

2017年6月～2018年3月

相
談
支
援

品
を
見
て
ほ
し
い
」「
発
表
し
た
い
」

と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
か
ら
障
害
者
ア
ー
ト
の「
展

覧
会
を
開
催
し
た
い
」と
い
う
相
談
が

2
件
も
あ
り
、
学
生
な
ど
と
共
に
開

催
。「
作
家
に
講
義
し
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
の
相
談
に
も
応
え
、
3
名
の

作
家
が
学
生
を
前
に
表
現
活
動
に
つ

い
て
話
す
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、

大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た（
Ｐ
75
に

学
生
の
感
想
を
掲
載
）。

　

表
現
活
動
を
す
る
事
業
所
が
増
え

る
中
、
創
作
環
境
だ
け
で
な
く
表
現

活
動
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
の
相
談

や
、
著
作
権
に
関
す
る
相
談
も
昨
年

よ
り
増
え
、
障
害
の
あ
る
人
の
芸
術

活
動
の
広
が
り
と
共
に
そ
の
支
援
の
深

ま
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人

へ
の
対
応
で
は
、
表
現
活
動
の
基
盤
は

生
活
に
あ
り
、
そ
の
充
実
を
考
え
て
支

援
や
相
談
に
あ
た
る
こ
と
の
大
切
さ
、

他
の
支
援
機
関
や
専
門
家
等
と
の
連

携
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集
で
は
、
昨

年
度
よ
り
相
談
窓
口
を
開
設
。
今

年
度（
6
月
９
日
〜
3
月
26
日
）は
、

５
５
０
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た（
県

内
２
０
９
件
、
県
外
３
４
１
件
）。

　

最
も
多
か
っ
た
相
談
は
昨
年
同
様
、

「
見
学
し
た
い
」
で
す
。
当
法
人
で

は
、
重
度
の
障
害
の
あ
る
利
用
者
も

「
仕
事
」
と
し
て
日
常
的
に
そ
れ
ぞ
れ

の
表
現
・
創
作
活
動
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
活
動
や
支
援
の
あ
り
方
へ

の
関
心
が
高
く
、
昨
年
に
引
き
続
き

多
く
の
見
学
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

主
に
、
当
法
人
の
５
つ
の
ア
ト
リ
エ

を
巡
る
「
ア
ト
リ
エ
見
学
ツ
ア
ー
」
を

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
日
程

が
合
わ
ず
個
別
見
学
で
対
応
し
ま
し

た
（
見
学
者
２
８
７
名
）。
見
学
の
際

も
様
々
な
質
問
や
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

増
加
傾
向
に
あ
る
相
談
は
、「
作

品
を
発
表
し
た
い
」や「
展
覧
会
を
開

催
し
た
い
」で
す
。
昨
年
度
よ
り
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
集
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
作
家
本
人
や
家
族
か
ら
「
作

2017年6月～2018年3月

相談内容

相談者

はじめたい
充実させたい
関わりたい

特定の作家に会いたい
見学したい

作品の保存について
その他

法的助言を要する相談
小計

作品を発表したい
出展を依頼された

展覧会を開催したい
その他

法的助言を要する相談
小計

出展契約を締結したい
その他
小計

寄託（寄贈）したい
寄託（寄贈）を受けたい

その他
小計

商品化
写真掲載
その他
商品化
写真掲載
その他
その他
小計

売りたい
買いたい
その他
小計

作品の取扱全般に関する相談
成年後見制度利用に関する相談

小計
取材したい

その他
小計

その他の相談
合計

5
58
4
0
5
0
15
0
87
48
0
0
0
0
48
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
1
0
1
0
0
0
13
150

0
0
0
0
7
0
0
0
7
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
10

15
16
0
0
48
4
1
0
84
5
0
7
7
0
19
2
0
2
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
4
16
0
0
16
19
0
19
4
0
4
3
151

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
9
0
11
0
0
0
0
0
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0
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
3
0
0
0
4
18

0
0
0
0
4
0
0
0
4
1
0
1
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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0
0
2
0
36
0
0
0
38
0
0
4
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
6
6
2
15
19
0
0
19
2
0
2
4
3
7
0
85
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2
0
3
22
0
0
0
29
0
0
4
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
20
2
0
0
22
0
0
0
0
0
0
0
57
9
66
2
123

0
0
0
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
2
4
0
4

0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
3

22
76
6
3
123
4
16
0
250
55
0
18
16
0
89
2
0
2
0
0
0
0
0
0
0
26
8
6
3
43
35
0
0
35
25
0
25
67
15
82
24
550

1
1

1

1

5

3

２

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

２

２

2

2

2

2

2

2

3

3

4
5
6

2

2

1

２

３

４

法
的
助
言
を
要
し
な
い

作
者
・
作
家

特
別
支
援

学
校

福
祉
事
業
所

国
・
自
治
体

美
術
館
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
学
・

研
究
機
関

企
業
・
市
民

報
道
関
係
者

そ
の
他

 

合
計

a b c d e f g h z

作
品
の
二
次
使
用

創
作
環
境
に
関
す
る
相
談

取
材

作
者
の
権
利
保
護
に
関
す
る
相
談

展
示
機
会
に

関
す
る
相
談

法
的
助
言
を

要
し
な
い

作
品

出
展

作
品

売
買

二次利用
を依頼
された

二次利用
したい

作
品
寄
託

（
寄
贈
）

相談分類表
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次年度から生活介護施設を開所予定。表現活動を支援に組み入れたい。

表現活動が施設内に広がり、展覧会等の機会が増える中、「作品を買いたい」という声も
出てきている。そもそも表現活動をどのように位置づけていくか、また、作品売買の際の
価格設定や注意点を教えてほしい。

回答・対応

回答・対応

内容

内容

相談事例②

相談事例①

福祉事業所　「表現活動を始めたい」

福祉施設職員　「作品の価格をどう考えたら良いか」

相談事例× 7

発達障害のある方とその家族　「日中の活動場所を探している」

精神障害のある作家　「作品を展示したい」

昨年度からの継続。自宅で絵を描いている。公募展などがあれば教えてほしい。

就労移行や就労支援B型に所属したこともあるが、うまくいかずに辞めてしまう。
絵は好きで家で描いている。今後の活動場所を探している。

生活支援の相談で関わっている障害のある方が、家で絵を描いている。
一度、アートセンター集で作品を見てもらえないか。

回
答
・
対
応

回
答
・
対
応

回
答
・
対
応

相談支援専門員　「絵を描いている相談者がいる。作品を見てほしい」

内容

内容

内容

相談事例④

相談事例③

相談事例⑤

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅴ 
相
談
窓
口

73 72



相談事例⑥

相談事例⑦

大学の学園祭に合わせて展覧会を企画したい。美術を学ぶ学生たちに障害の
ある人たちのアートに触れてほしい。

内容

大学教授 「大学内のギャラリーで展覧会を企画したい。
 　障害のある人の表現活動について講義してほしい」

大学教授・学生　「展覧会を企画したい」

回
答
・
対
応

回
答
・
対
応

　
「
働
く
こ
と
は
権
利
で
あ
る
」と
い

う
視
点
に
芸
術
が
合
わ
さ
っ
て
外
に

発
信
し
続
け
ら
れ
て
い
る
現
状
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
。お
互
い
に
影
響

し
合
う
環
境
の
中
で
自
己
と
向
き
合

い
、作
品
に
す
る
こ
と
で
社
会
に
溶

け
込
み
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
シ
ス

テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
て
、障
害
者

の
芸
術
を
支
援
す
る
重
要
な
組
織
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。逆
に
障
害
の

あ
る
人
々
が
芸
術
の
壁
を
打
ち
壊
し

て
教
え
て
く
れ
る
こ
と
が
多
く
、新

し
い
価
値
創
造
に
社
会
が
発
展
す
る

機
会
を
提
示
し
て
い
る
な
と
思
い
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
注
目
し
た
い
団

体
だ
な
!
と
思
い
ま
す
。

　

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る
、働

く
と
い
う
権
利
を
守
る
、と
い
う
み

ぬ
ま
福
祉
会
の
理
念
に
、ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。紹
介
さ
れ
た
、ど
ん

な
作
品
も
す
べ
て
、作
り
手
の〝
私
〞

と
い
う
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、目
を

ひ
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、私

自
身
文
章
を
書
き
続
け
て
10
年
以
上

に
な
り
ま
す
が
、最
近
上
手
い
文
章

と
は
、キ
レ
イ
な
文
章
と
は
と
考
え

続
け
て
筆
が
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。け
れ
ど
、初
め
て
文
章
を
書
き

始
め
た
時
の
、あ
の
書
き
た
く
て
書

　
「
私
の
夢
は
海
外
に
展
示
さ
れ
る

こ
と
」「
僕
の
夢
は
漫
画
家
と
し
て
有

名
に
な
る
こ
と
」と
熱
が
こ
も
っ
た
言

葉
を
聞
い
た
時
は
、今
自
分
の
将
来

を
夢
と
現
実
の
中
で
模
索
し
て
い
る

私
に
と
っ
て
と
て
も
羨
ま
し
く
感
じ

ま
し
た
し
、と
て
も
魅
力
的
に
見
え

ま
し
た
。障
害
の
あ
る
方
が「
働
く
」

と
い
う
中
で
、表
現
と
い
う
場
を
選

び
、た
だ「
や
り
た
い
」と
い
う
感
情

だ
け
で
な
く
、し
っ
か
り
と
生
き
て
い

く
た
め
の
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
い
う
現
状
は
、障
害
の
あ

る
人
で
は
な
く
、一
人
の
人
間
と
し
て

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
今
、世
界
を

生
き
て
い
る
と
い
う
実
績
を
提
示
し

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。作
者
の
方

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、サ
ポ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
職
員
の
方
の
力
も
大
き
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
方
々
の
ア
ー
ト
は
独
特

か
つ
と
て
も
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

も
の
す
ご
く
素
敵
な
も
の
ば
か
り
で

し
た
。ま
た
、何
よ
り
み
な
さ
ん
が
心

か
ら
芸
術
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う

の
が
と
て
も
伝
わ
り
、私
も
見
習
っ
て

芸
術
を
楽
し
み
な
が
ら
世
に
発
信
し

て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

き
た
く
て
た
ま
ら
な
い
、と
い
う
思

い
。自
分
を
表
現
し
た
い
と
い
う
あ

ふ
れ
て
し
ま
っ
た〝
私
〞を
文
章
に
す

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
人
も
私
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
様
々
な
こ
と
に
悩
み
、考

え
、自
分
の
個
性
を
見
つ
け
て
い
く

ん
だ
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

個
性
的
な
方
が
多
い
の
で
、最
初
か

ら
面
白
い
個
性
的
な
作
品
を
作
っ

て
し
ま
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
、同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い

て
、親
近
感
が
わ
き
ま
し
た
。ど
ん

な
素
晴
ら
し
い
作
品
も
苦
労
な
し
で

は
生
ま
れ
な
い
の
だ
と
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
障
害
者
の
方
々
の
作
品
を

見
て
、感
じ
る
こ
と
が
あ
り
す
ぎ
て

と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。有
名
な

画
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
展
覧
会
を
見

て
さ
す
が
だ
な
と
思
う
こ
と
は
多
々

あ
る
の
で
す
が
、考
え
つ
く
せ
ば
答

え
が
見
え
る
よ
う
な
感
じ
で
、見
続

け
ら
れ
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、障
害
者
の
方
々
が
描
く
芸
術
の

数
々
は
、ま
っ
た
く
飽
き
ず
、と
て
も

魅
力
的
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

表
現
っ
て
本
当
に
幅
が
広
く
お
も

し
ろ
い
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ

は
偏
見
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、障

害
の
あ
る
方
は
す
ご
く
細
か
い
作
業

を
し
ま
す
よ
ね
！
と
て
も
根
気
の
い

る
よ
う
な
、ヒ
ェ
〜
と
な
る
よ
う
な

細
か
く
繊
細
な
絵
を
作
っ
て
い
て
す

ご
い
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。〝
自
分
自

身
〞を
表
現
す
る
こ
と
で
、評
価
さ
れ

る
っ
て
と
て
も
直
接
的
で
わ
か
り
や

す
く
て
良
い
で
す
ね
！
メ
ン
バ
ー
で

そ
れ
ぞ
れ
刺
激
し
合
い
、切
磋
琢
磨

し
て
い
る
姿
、素
敵
で
す
。ブ
ラ
ッ
ク

企
業
と
呼
ば
れ
る
会
社
は
見
習
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

　

今
日
見
た
ア
ー
ト
は
と
て
も
興

味
を
そ
そ
ら
れ
た
。ど
の
よ
う
な
思

考
で
形
に
し
、表
現
し
て
い
る
の
か

様
々
な
色
彩
か
ら
推
測
し
て
み
て
も

わ
か
ら
な
い
所
が
面
白
く
感
じ
た
。

ま
た
作
家
の
ア
ー
ト
を
こ
の
先
ど
う

つ
な
げ
て
い
く
か
、ど
う
ア
ー
ト
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
く
か
も
と
て
も

考
え
ら
れ
て
い
て
、作
ら
れ
た
グ
ッ
ズ

に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
魅
力
が
あ
っ
た
。新

し
い
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
形
で
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
た
。

相談事例⑥…学生さんの感想

構内のギャラリーで工房集の作家の展覧会を開き、学生に表現を感じてもら
いたい。また、学生たちに表現活動の話を聞かせたい。

内容

Ⅱ 
活
動
報
告　

ⅴ 
相
談
窓
口　

相
談
事
例
×
７

75 74



2017.9.1 朝日新聞

2017.9.7 読売新聞

2017.10.26
マイシティじゃーなる

2017.12.3　東京新聞

2017.12.8
埼玉新聞

2018.2.11
埼玉新聞

2017.12.10
東京新聞ホームページ

今年度、広報活動にも力を入れました！

おかげさまでたくさんの反響がありました。ありがとうございました。

第
Ⅲ
章 

ま
と
め

支援のいま
― 支援の現状と活動の成果 ―

活動のこれから
― 課題を踏まえて、今後の展望 ―

ⅰ

ⅱ
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就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

生
活
介
護

施
設
入
所

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

3
1

12

45

16

外部
専門家 スタッフ

54％46％

美術教育を
受けた人や
美術教員の
免許を持つ人

アートセラピーを学んだ人

何かしらの
芸術活動を
していた人

62％
27％

12％ TAMAP±〇にはどんな施設が参加しているか

表現活動をどこでどのように行っているか

・発足年数　　平均26年（5～80年）　
・総利用者数　平均145人（19～450人）

・事業所数　平均6施設（1～14施設）　
・職員数　　平均107人（7～450人）

Q 表現活動を始めたのはいつから？

Q 表現活動を行っている施設の種類は？ Q 表現活動をしている利用者は全利用者の
　 何パーセント位？

1997～2017年（平均2010年から）＊２施設はまだ活動を行っていない。

複数回答有

100％
4施設

75～99％ 1施設

50～74％ 2施設

25～49％ 3施設

0％
2施設

1～24％
9施設

どんな表現活動を何人位がしているのか

Q 施設での表現活動の位置づけと頻度は？ 

あ
る
場
合
ど
ん
な
人
？

ある
57％

ない
43％

Ⅲ 
ま
と
め　

ⅰ 
支
援
の
い
ま

―
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

T
A
M
A
P
±
〇
実
態
調
査
・
来
年
度
に
向
け
て
の

活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
―

支
援
の
現
状
と

活
動
の
成
果

　

今
年
度
の
活
動
の
最
後
に
、
T
A
M
A
P
±
〇
の
メ
ン
バ
ー

に
向
け
て
各
事
業
所
・
施
設
の
表
現
活
動
状
況
や
支
援
体
制
、こ

の
活
動
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

T
A
M
A
P
±
〇
で
は
、
展
覧
会
実
践
や
研
修
の
節
目
に
、

定
例
会
で
振
り
返
り
を
行
い
、メ
ン
バ
ー
の
気
づ
き
（
成
果
・
課

題
）
を
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、定
例
会
の
議
事

録
や
関
連
資
料
は
後
日
、
メ
ー
ル
で
一
斉
送
信
し
て
各
職
場
と

も
情
報
共
有
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
や
定
例
会
が
、日
頃
の
表
現
活
動
支
援
の
悩
み
や
課
題

を
語
り
合
う
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

改
め
て
支
援
の
現
状
や
意
識
を
把
握
し
て
、
今
後
の
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＜TAMAP±〇参加施設の表現活動状況や支援体制について＞
2018年2月実施：回答21施設

活
動
の
仕
方

活
動
の
頻
度

日中活動以外の
活動として

施設以外の活動

個々の余暇

日中活動
として

ほぼ毎日月１回位

週１回以上

4％

49％

2％

45％

26％28％

46％

活
動
の
仕
方

活
動
の
頻
度

日中活動以外の
活動として

施設以外の活動

個々の余暇

日中活動
として

ほぼ毎日月１回位

週１回以上

4％

49％

2％

45％

26％28％

46％

Q 芸術等の経験者や専門家のかかわりは？

Q 表現活動の種類とその人数は？（集計：TAMAP±〇全体の延べ人数803）

※グラフの数値は小数点以下四捨五入換算

絵画
陶芸
木工
織物

立体造形
手芸

書や文字の表現
物語や詩の創作

日記等記録による表現
表現行為・蒐集行為の蓄積

ダンス
音楽
演劇

その他

写真

324
19

0
70
67

28
27

5
1

22
2

66
72
89

11

（人）

79 78



表現活動をどう捉えているか

表現をどのように発掘・発信しているか

Q 表現の把握方法は？ Q 県の表現活動状況調査に参加したのは
　 いつから？

Q 施設で展覧会を開いたことは？

Q 一般の展覧会に出展したことは？

Q 表現活動の支援の体制は？

Q 施設として、担当者個人として、表現活動の支援をどのように捉えているか

施設と個人との意識に違いはあるか

2009～2017年（平均2014年から）

ある　6施設／21施設中

複数回答有

はい　19施設／21施設中

●イベント出店でいろいろな人とのつながり
　をつくり人づてに

●イベント等で知り合った方から

●地域のイベントへの参加や研修などで話を
　して置かせてもらう

●地域のつながりやイベントの参加、HPを
　通じての委託販売など

●法人内事業所間の連携でつながりを広げている

●技術を教わっている革職人の協力で販売先を拡大

●ビラ、ブログでの発信

●チラシ

●口コミ

●まだ声を掛けられたら出品する程度

商品化に取り組んでいるか

TAMAP±〇の展覧会実践について

Q 施設独自の商品製作は？

Q 施設の作家や表現の発信につながりましたか？

Q 展覧会により喜びを
　 共有できましたか？
　 また、共に成長できる
　 場だと思いますか？

Q 販路の開拓方法は？ 

Q 商品の販売は主にどこで？

オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
の
製
作

していない 20％

している 80％

施
設

地
域
の
イ
ベ
ン
ト

県
外
の
イ
ベ
ン
ト

関
連
施
設
の

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

シ
ョ
ッ
プ
に
委
託

県
外
の

シ
ョ
ッ
プ
に
委
託

ネ
ッ
ト
通
販

27％ 27％

6％

16％ 16％

4％ 4％

＜TAMAP±〇の活動について＞

＊２施設は表現活動をまだ行っていない。

　 　　 　 　

　作家と喜びを共有

　作家以外の利用者と喜びを共有

　職員と喜びを共有

　家族と喜びを共有

　地域の人と喜びを共有

　作家と共に成長できる場だと思う

　作家以外の利用者と共に成長できる場だと思う

職員と共に成長できる場だと思う

　家族と共に成長できる場だと思う

　地域の人と共に成長できる場だと思う

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　
　

　 　 　 　 　

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００

YES
NO
無回答

NO

A　組織全体で行っている　 6

B　全体として関心はあるが、活動は担当の部門・職員に任されている 7

C　全体の関心は薄いが、担当の部門・職員で行っている 4

D　全体として関心はあるが、担当はなく、個々の職員が取り組んでいる 0

E　全体の関心は薄く、担当もないが、個々の職員が取り組んでいる 2

F　全体として関心はあるが、取り組みはまだまだ 1

G　全体の関心も薄く、取り組みもこれから 0 GFEDCBA

30％

0％
5％

10％

20％

35％

0％

施
設
と
し
て

個
人
と
し
て

生
活
・
自
立
支
援

と
し
て

就
労
・
技
術（
能
力
）

支
援
と
し
て

文
化
・
余
暇
活
動

と
し
て

芸
術
支
援
と
し
て

ま
だ
わ
か
ら
な
い

1

11

6

11

14

45

87

2

（％）

0

10

20

30

40

50

表
現
活
動
の
中
で

日
常
的
な

生
活
の
中
で

利
用
者
へ
の

ヒ
ヤ
リ
ン
グ

家
族
へ
の

ヒ
ヤ
リ
ン
グ

ある　11施設／21施設中

Ⅲ 
ま
と
め　

ⅰ 
支
援
の
い
ま

81 80



TAMAP±〇の活動は施設の支援に役立っているか

Q TAMAP±〇への参加人数は？

Q 他の職員と活動をどのように共有していますか？

Q 他の職員はTAMAP±〇の活動に
　 関心を示していますか？

Q 施設や自身の支援力が高まったと思いますか？

Q 定例会は参加者に対する支援の場に
　 なっていますか？ 一番いいと思う点は？

１人 43％

３人以上
10％

２人 48％
施
設
と
し
て

個
人
と
し
て

高まった わからない

67％

90％

33％

10％

●事業所内では職員やメンバーと定例会の内容
や展示会の情報などをミーティングの時間を
使いこまめに共有。法人全体の職員とは展示
会の情報など、責任者会議や全体会議の際。
またメールを使い共有。

●定例会の報告、作品やメンバーの作品を作る
様子を口頭で。グッズ会議の時は事前にミー
ティングをした上でのぞみ、報告を行う。これ
を繰り返す。

●活動中や朝の連絡会・全体会議で報告。また、
日中活動担当者で定期的に出展方法や活動内
容について話し合う。

●展示の情報、メールなどの交換。セミナーでも
らった資料の共有など。

●表現活動のあり方についてや、この活動を大
切にする意義を伝える。

●活動時や会議にて話をする。ポスターをきっ
かけに話す。

0
5
10
15
20
25
30
35
（％）

悩
み
を
気
軽
に

相
談
で
き
る

支
援
に
つ
い
て

語
り
合
え
る

ア
イ
デ
ィ
ア
や

知
恵
を
出
し
合
え
る

支
援
者
と
し
て

共
に
成
長
で
き
る

喜
び
や
苦
労
を

共
有
で
き
る

はい 62％いいえ
14％

わからない
24％

●企画展の参加を一緒にしたり、実行委員会等
で報告。

●月１回の職員会議の場で報告。資料の回覧。

●職員会議などで定例会の内容などを報告。　

●毎月1回の企画会議で進捗を報告。

●会議の場で定例会の内容を伝える。

●興味関心がある職員と共有。

●翌日に職員会議での報告。

●スタッフ会議での報告。

●作品展を通して。

●会議で詳細を報告。

●会議にて。

●創作班としての取り組みの際。

●商品の開発などの際、参考にしている。

●美術指導の先生主体のため、まだ共有されて
いるとはいえない。

●個人の表現の発掘・調査、相談

●参加してない施設への情報発信

●支援活動の相談窓口

●表現活動、支援方法、他施設の取り組み等の情報収集

●TAMAP±〇を統括するセンター的役割

●施設間の活動をつなぎ交流を促すコーディネーター的役割

●県内外への活動の発信

●広く県内外のアート情報を集約

●様々な人との交流を促す役割

●メンバー参加型のネットワークづくり

作品選考会について

美術以外の活動について

今後の参加について

アートセンター集について（求める役割）

Q 作品選考会への参加人数は？

Q 舞台芸術の活動をしたいと思いますか？

Q 参加してよかったことは？

はい　６施設／21施設中

Cの理由
●人員不足。

●施設での仕事内容が年々増えてきている。

●活動拠点の川口市が遠い。

●法人の事業や会議等が重なるため、
　参加頻度が少なくなってしまう。

具体的に
●コンテンポラリーダンス、芝居、紙芝居、人形劇のような
　パフォーマンス・身体表現
●利用者の可能性を広げる表現
●今回のダンスワークショップのようなダンス・音楽

３人以上 5％

2人
30％

1人 65％

専門家の意見が聞けた

他の現場の様子や作家の様子が聞けた

作家や作品について語り合えた

アートについて語り合えた 10％

10％

52％

24％

A 同じ職員が
継続して参加したい
26％

D 参加しない 0％

C 参加したいが
難しい問題がある

21％

B 他の職員とも
参加したい 53％

Ⅲ 
ま
と
め　

ⅰ 
支
援
の
い
ま

83 82



ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集
と
活
動
の
こ
れ
か
ら

課
題
を
踏
ま
え
て
、今
後
の
展
望

　

事
業
の
最
後
に
協
力
委
員
会
を
開
き
、今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
振
り
返
り
、

課
題
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
相
談
支
援

創
作
環
境
に
関
す
る
相
談
に
は
、表
現
活
動
を

20
年
以
上
行
っ
て
い
る
当
法
人
の
経
験
を
活
か

し
、創
作
環
境
を
積
極
的
に
公
開
し
て
対
応
し
て

き
ま
し
た
。本
活
動
の
成
果
も
あ
り
、昨
年
以
上

に
県
内
外
か
ら
相
談
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、

今
後
も
様
々
な
相
談
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。長
年
、当
法
人
が
培
っ
て
き
た
地
域
と
の
連

携
や
組
織
内
の
知
恵
を
活
か
し
て
、引
き
続
き
丁

寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
別
の
課
題
に
つ
い
て
は
、多
く
が
地
域
の
教

育
、支
援
学
校
や
福
祉
施
設
の
あ
り
方
な
ど
、社

会
全
体
の
課
題
に
つ
な
が
り
ま
す
。今
後
は
、定

期
的
に
事
例
検
討
会
を
行
う
な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ

（
課
題
）を
浮
き
彫
り
に
し
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

を
活
か
し
、よ
り
広
く
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て

共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、様
々
な
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
、ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
や
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
、ダ
ン
ス
や
音

楽
の
活
動
場
所
な
ど
地
域
の
社
会
資
源
の
情
報
収

集・把
握
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
支
援
者
の
人
材
育
成

施
設
間
の
つ
な
が
り
を
基
盤
に
県
行
政
職
員

や
美
術
専
門
家
等
と
協
働
で
開
く
展
覧
会
づ
く

り
等
を
実
践
し
な
が
ら
、よ
り
一
人
ひ
と
り
が
各

職
場
の
課
題
に
合
わ
せ
た
支
援
力
ア
ッ
プ
を
目
指

せ
る
よ
う
な
、段
階
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

権
利
保
護
や
商
品
化
の
研
修
に
つ
い
て
も
、

「
何
の
た
め
か
」と
い
っ
た
こ
の
活
動
が
大
切
に

し
て
い
る
基
本
を
広
め
な
が
ら
、よ
り
個
別
の

ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
A
M
A
P
±
〇

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、展
覧
会
等
の
企
画
運
営

を
軸
に
し
な
が
ら
も
毎
月
の
定
例
会
を
中
心
に
、

福
祉
施
設
職
員
に
と
っ
て
す
べ
て
の
活
動
が
学
び

合
い
に
つ
な
が
る
よ
う
な
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

施
設
独
自
の
取
り
組
み
や
地
域
へ
の
活
動
の
普
及

に
意
欲
的
な
施
設
も
多
く
、「
み
ん
な
で
埼
玉
の

表
現
活
動
を
盛
り
上
げ
て
行
こ
う
」と
い
う
連
帯

感
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。年
々
、横
の
つ
な

が
り
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

長
所
を
大
切
に
、今
後
は
他
施
設
と
展
覧
会
を
開

い
た
り
、地
域
ご
と
に
研
修
会
を
企
画
し
た
り
と

い
っ
た
支
部
ご
と
の
活
動
も
増
や
し
て
、そ
れ
を

全
体
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
展
覧
会
づ
く
り

こ
れ
ま
で
同
様
、「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画

展
」を
中
心
に
、様
々
な
人
と
協
力
し
な
が
ら
開
催

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。多
様
な
意
見
を
く
み
な
が

ら
、埼
玉
独
自
の
展
覧
会
づ
く
り
や
展
覧
会
の
魅

力
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
、み
ん
な
で
考
え
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ダ
ン
ス
公
演

美
術
だ
け
で
な
い「
新
た
な
可
能
性
の
発
掘
」

と
し
て
、今
後
は
県
や
他
団
体
と
も
協
働
で
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
調
査
・
発
掘
、評
価
・
発
信

今
年
度
、埼
玉
県
と
連
携
し
て「
表
現
活
動
状

況
調
査
」を
行
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で
き
た
こ
と

は
、こ
れ
ま
で
の
県
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、

障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も

一
歩
前
進
す
る
、大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
票
や
選
考
方
法
な
ど
の
課
題
を
一つ
ひ
と

つ
解
決
し
な
が
ら
、福
祉
施
設
職
員
と
美
術
専
門

家
が
共
に
行
う「
作
品
選
考
会
」な
ど
埼
玉
独
自

の
手
法
を
よ
り
汎
用
性
の
あ
る「
埼
玉
方
式
」と
し

て
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、さ
ら
に
障
害
の
あ
る
人

た
ち
の
表
現
や
そ
の
活
動
の
普
及
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
は
、調
査
票
の
提
出
が
１
件
も

な
い
市
町
村
や
回
答
が
少
な
い
特
別
支
援
学
校

に
向
け
て
の
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
の
展
望

こ
の
埼
玉
の
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支

援
事
業
で
は
、「
福
祉
の
現
場
か
ら
、障
害
の
あ
る

人
た
ち
の
表
現
の
魅
力
を
発
信
し
、そ
の
ア
ー
ト

の
パ
ワ
ー
で
、よ
り
よ
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
！
」と
い
っ
た
思
い
を
一つ
に
、様
々
な
人
た
ち

が
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
も
、９
回
目
を
迎
え
る「
埼
玉

県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」を
軸
に
、み
ん
な
で

知
恵
を
出
し
合
い
、一つ
ひ
と
つ
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

表
現
活
動
の
意
義
を
ど
う
発
信
す
る
の
か
、そ

の
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
描
く
の
か
―
検
討
を

重
ね
、活
動
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

埼
玉
に
生
ま
れ
る
多
様
な
表
現
と
共
に
、み
ん

な
で
社
会
に「
問
い
」を
発
信
し
続
け
な
が
ら
、よ

り
多
く
の
人
と
表
現
か
ら
得
る
感
動
や
学
び
、支

援
の
喜
び
や
活
動
の
楽
し
さ
を
共
有
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、み
な
さ
ま
の
力

が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
活
動
へ
の
ご
協
力
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ⅲ 
ま
と
め　

ⅱ 
活
動
の
こ
れ
か
ら
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 みぬま福祉会の理念
県南各地のどんな障害をもっていても、希望すればいつ
でも入れる社会福祉施設づくりをめざします。

入所者は障害の種類や程度、発達段階等が充分考慮され、
一人一人のニーズに応じた生活、労働、教育、医療が受けられ、
ともに生きる「仲間」として、その自主性が尊重され、人権
が最大限に守られるような社会福祉施設づくりをめざします。

社会福祉施設は、その地域の中に存在し、その地域ととも
によりよい社会づくりをめざし、入所者は地域の人々と
助け合いながら、ともに生きることをめざします。

1

2

3

社会福祉法人みぬま福祉会が表現活動を
行っているアトリエの一覧です。

工房集 プロジェクト

【 工房集 】
日常的に場を開き、障害のある仲間、職員、家族、地域の福祉
関係者、住民、ボランティア、さらに建築家、アーティストなど
様々な人を巻き込んで、表現活動を社会へ広めています。

図は雑誌『庭 NIWA』
2017 年 1 月号より転載（作図：長崎剛志）

作品
出展

二次
使用

自主
制作物

グッズ
制作

みぬま福祉会はその運営・事業を支える後援会と共に歩んでい
ます。集カフェは後援会活動の一つです。作品展の余韻を楽し
むための集カフェは、天井が高くやわらかな光が入る明るいス
ペース。人気の手作りケーキとこだわりの焙煎コーヒーでおも
てなしをしています。一人でお茶をしながら作品をゆっくり眺
める方や、作品を通して、ご家族、ご友人と交流されている方
など、人と人をつなげる空間になっています。

作品集
BEAMS とのコラボ商品

カレンダー

国内外の美術展への出展

アトリエ

ショップ

ギャラリー

カフェ

庭

施
設
紹
介

な
く
、
む
し
ろ
そ
の
逆
で
、「
何
も
で
き

な
い
」
と
思
わ
れ
た
人
た
ち
の
表
現
が
、

私
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
工
房
集
の

表
現
活
動
を
導
い
て
き
ま
し
た
。
表
現

に
よ
っ
て
本
人
も
仲
間
た
ち
も
私
た
ち
も

家
族
も
地
域
も
変
化
し
、
さ
ら
に
表
現

を
社
会
に
広
げ
る
こ
と
で
、
人
々
の
意
識

を
変
え
た
り
固
定
観
念
を
覆
し
た
り
と
、

さ
ら
な
る
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
年
に
約
30
回
も
の
出
展

依
頼
が
あ
り
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

海
外
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
独
占
契
約
を
結
ん

だ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
高
く
評
価
さ
れ
た
り
す
る
作

家
も
い
て
、
個
々
の
作
品
が
ア
ー
ト
の
世

界
か
ら
も
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
広
告
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ブ
ラ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品

な
ど
、
表
現
を
デ
ザ
イ
ン
に
二
次
使
用

さ
れ
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
長
年
、
現
場
で

積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
た

だ
き
、「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
実
行
委
員
と
し
て
、

ま
た
、「
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
企
画
展
」

で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
他
の
福
祉
施
設
や
美
術
専
門
家

な
ど
の
関
係
者
と
連
携
し
て
、
県
内
の
表

現
活
動
支
援
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
受
け
入
れ
る
」
を
理
念
に
発
足
し
ま

し
た
。
ど
ん
な
局
面
で
も
「
困
難
や
例
外

的
な
状
況
に
あ
る
人
を
切
り
捨
て
な
い
」

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

表
現
活
動
は
、
１
９
９
４
年
頃
、
既

存
の
仕
事
に
合
わ
な
か
っ
た
一
人
の
仲
間

を
き
っ
か
け
に
、
障
害
の
重
い
仲
間
た
ち

の
仕
事
づ
く
り
を
模
索
し
続
け
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
ア
ト
リ
エ

が
10
ヶ
所
あ
り
、
１
２
０
人
以
上
の
仲
間

が
日
々
、
表
現
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
表
現
は
、
千
差
万
別
で
す
。
絵

画
、
織
物
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
木
工
、

写
真
、
書
、
詩
、
漫
画
、
紙
粘
土
…
と

多
岐
に
わ
た
る
種
類
の
中
で
も
一
人
ひ
と

り
の
表
現
は
異
な
り
、
さ
ら
に
日
常
的

な
行
動
に
よ
る
積
み
重
ね
や
既
存
の
ジ
ャ

ン
ル
に
当
て
は
ま
ら
な
い「
こ
れ
何
!?
」と

思
わ
れ
る
表
現
も
あ
っ
て
実
に
多
彩
で
す
。

　

美
術
が
得
意
な
人
を
集
め
た
の
で
は

理
念
に
も
と
づ
く
表
現
活
動

　
「
工
房
集
」
は
、
社
会
福
祉
法
人
み
ぬ

ま
福
祉
会
の
一
施
設
で
あ
る
と
共
に
、
22

施
設
・
事
業
全
体
で
取
り
組
む
表
現
活

動
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
で
す
。

　
施
設
と
し
て
の「
川
口
太
陽
の
家
・
工
房

集
」は
、
２
０
０
２
年
に
開
設
。
ア
ト
リ
エ
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
シ
ョ
ッ
プ
、
カ
フ
ェ
を
兼
ね

備
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
施
設
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
工
房
集
」で
は
、
普
段
か
ら

ア
ト
リ
エ
を
公
開
し
た
り一
人
ひ
と
り
の
作

品
集
を
作
っ
た
り
、
展
覧
会
や
グ
ッ
ズ
展
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
た
り
と
、

表
現
活
動
を
社
会
に
つ
な
げ
る
様
々
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ

て
、
表
現
活
動
以
外
の
支
援
に
も
共
通
す

る
当
法
人
の
理
念
に
も
と
づ
い
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
み
ぬ
ま
福
祉
会
は
、

１
９
８
４
年
、「
ど
ん
な
障
害
の
あ
る
人

　

美
術
が
得
意
な
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
何
も
で
き
な
い
」
と
思
わ
れ
た
仲
間
た
ち
が

自
ら
の
表
現
を
仕
事
に
し
て
い
る
施
設
で
す
。

み
ぬ
ま
福
祉
会「
工
房
集
」の

理
念
と
取
り
組
み

仕
事
と
は
、
支
援
と
は

　

み
ぬ
ま
福
祉
会
で
は
、「
ど
ん
な
に
障

害
が
重
く
と
も
働
け
る
。
働
く
こ
と
は

権
利
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
仲

間
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
を
模
索
す
る
中
か

ら
働
く
こ
と
は
、「
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
」に

加
え「
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
」「
仲
間
の

豊
か
な
発
達
に
つ
な
が
る
こ
と
」
の
３
つ

に
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
仲
間
の
「
で
き
る
仕
事
を

探
す
」
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
異
な

る
主
体
的
な
行
動
や
表
現
に
寄
り
添
い
一

緒
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、「
好
き
な
こ

と
、
得
意
な
こ
と
、
そ
の
人
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
仕
事
に
つ
な
げ
る
支
援
」を
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
美
術
が
得
意
な
人
の
ア
ー
ト

や
作
業
の
合
間
に
行
う
余
暇
活
動
の
支
援

と
は
異
な
る
日
々
の
支
援
の
先
に
表
現
活

動
が
あ
る
、
つ
ま
り
は
、
誰
も
が
表
現
の

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
も
に
働
き
、
と
も
に
生
活
し
、

　

と
も
に
地
域
を
つ
く
る
仲
間
。

　

私
た
ち
は
、
施
設
利
用
者
を

　
「
仲
間
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
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ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集　

報
告
書　

２
０
１
７
｜
１
８

２
０
１
８
年
３
月
３０
日
発
行

企
画
・
編
集
・
発
行

　

社
会
福
祉
法
人
み
ぬ
ま
福
祉
会

　

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集

　

〒
３
３
３

－

０
８
３
１　

埼
玉
県
川
口
市
木
曽
呂
１
４
４
５（
工
房
集
内
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
８

－

２
９
０

－
７
３
５
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
８

－

２
９
０

－
７
３
５
６

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
集
Ｈ
Ｐ　

http://artcenter-syu.com
/

工
房
集
Ｈ
Ｐ　

http://kobo-syu.com
/

み
ぬ
ま
福
祉
会
Ｈ
Ｐ　

http://m
inum

a-hukushi.com
/

構
成
・
編
集　

武
居
智
子

編
集
協
力　

杉
千
種（con*tio

）　

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
±
〇

写
真　

荒
木
隆
男　

今
井
紀
彰　

鈴
木
広
一
郎　

武
居
智
子　

工
房
集

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン　

水
川
史
生（en design studio

）

デ
ザ
イ
ン　

藤
沼
重
人（T

ype-f design room

）　

工
房
集

助
成　

厚
生
労
働
省
「
平
成
29
年
度
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業
」

議
事
録
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
様
々
な
記
録
を
も
と
に
編
集
し
ま
し
た
。

事
業
に
ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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